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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ヒカリのキセキ。I feel the light
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傷跡の花。Low Blood Pressure
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Overture ‐ Close your eyes






　そこに少女がひとり居ました。

　少女は赫あかい靴を履はいていました。

　けれど、少女は何な故ぜ自分が赫い靴を履いているのかを知りません。

　少女には記き憶おくがなかったのです。




　それでも、少女はひとつの使命を背負っていました。

　誰だれかの命を運ぶこと。

　──奪うこと。

　それは、涙から生まれた少女の使命。

　死を司つかさどる者。

　黒き使者。




　何故、自分は生まれたのか。

　何故、此こ処こに居るのか。




　そして、少女はゆくことにしました。

　自分を見付けるために。

　黒の中の、孤独な白。

　涙から生まれた真っ白い自分。

　そのワケを見付けるために。

　たったひとつ、瞳ひとみに黒をたずさえて、真まっ直すぐにセカイを見つめます。

　きっと、判わかる日がくるのでしょう。




　だから、赫い靴を履いてゆくことにしたのです。
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　　　　♪




　──リン。




　鈴の音色。

　小さく、微かすかに鳴った。

　目を開けると、三人の小学生がバタバタと走り抜けていくところだった。

　ひとりのランドセルに結ばれたお守りが、不規則なリズムで跳ねる。

　どうやら、少しだけ眠ってしまっていたようだ。

　揺れる心と同じリズムで、電車がガタガタと鳴っていた。

　決まったレールの上を決まった時間通りに走る音。

　いつもと変わらない同じ空気。

　いつもと同じツバを吐きたくなる笑い声。

　いつも眉まゆをひそめ苦しそうに眠りに落ちる人々。

　いつもと同じ変わらない風景。

　いつもと同じ自分。

　慣れた。もう慣れたよ。

　家まではまだ数駅あるが、車内にアナウンスが流れて、次が下車駅であると知らせた。

　普ふ段だん通りの何てことのないこのアナウンスを聞いて、どれだけのひとが呼吸に苦しむような緊きん張ちようを感じることがあるのだろう。

　少なくとも幾いく間ま大だい輝きは、そうである。

　電車がスピードを落とし、ホームに入っていく。慣性が働いて、見えない力に身体からだが引っ張られた。

　大輝は腰を上げ、ドアの前に立った。

　窓の外はまだ明るく、夕暮れには時間があった。

　車内には、だらけたような咽むせる空気が蔓まん延えんしていた。しかし、ドアが開くと、よりいっそう気を張らせるような二月の凜りんとした空気が頰ほおに感じられた。

　このホームに降り立つのは、これで何度目だろうか。

　あれから幾度か訪れたが、その度に息が詰まる思いをする。

　一番はじめは新聞と週刊誌の記事や写真を頼りに、どうにか辿たどり着いた。駅からそれほど離れていなかったこともある。今は慣れたモノで出口を間違えず、改札を抜け、大輝は目的の場所へ歩き出した。

　しばらく歩くと、周囲の閑静さとはある種異質な建築物が見えてきた。

　何年も前に、完成直前で工事がとまったまま放置され廃はい墟きよとなったビルだ。

　立ち入り禁止と書かれた板が張り付けられた金網の柵さく。それらのわずかな隙すき間まに、大だい輝きはそのひどく細い身体からだを滑り込ませ、敷しき地ち内に踏み入った。

　彼と同じようにして誰だれかが敷地に入った跡がいたる箇所にある。アートと呼ぶには星までの距離ほどもあるラッカースプレーの落書きが、退廃をよりいっそう感じさせた。

　それは自己主張サインらしいが、他人が見ても意味は判わからない。

　一階部分のガラスはすべて誰かの手で割られ、地面に無惨に散乱していた。大輝はそれを踏み付けながら、建物の中に入る。

　と、不法投棄されたゴミの山が目に入ってくる。

　ゴミをさけるようにして、上階への階段に通じる小さな道がその脇わきにあった。

　大輝も、そして、あの少年もここを抜けて、上へとのぼっていった。

　駅に着いたときの精神的な息苦しさではなく、肉体的な息切れを起こす高さを自分の足でのぼっていく。もちろんエレベーターなどあっても動いているはずがないからだ。

　九階。侵入するほとんどが、こんな苦労してまで、ここまでやってこない。

　だから、このフロアは下の階のようにゴミもないし、ガラスも割られてない。その代わり、絨じゆう毯たんのように積もったホコリや、そしてマジックで書かれた文字があった。

　あれから少し経たった今も、それは消えることなくここに残っていた。

　あの少年が自殺したのは、一年ほど前のことだ。

　当時中学三年生の少年は──ここから飛び降りた。

　このフロアの壁かべに、遺ゆい言ごんとも、詩ともつかない無数の言葉を刻んで。




　くだらない

　全部、くだらない。

　生きることは、くだらない

　生きている意味は、ない

　ない。何ど処こにもない

　くだらない。

　何な故ぜ、誰だれもそれに気付かない？




　それが残される人々への最期のメッセージとなった。

　大輝は、少年が夕暮れの空へ飛び出したその窓に近付いていった。

　少年の自殺後、警けい察さつがきてこのフロアの窓はすべてテープなどで封じられたが、大輝は一箇所だけテープを剝はがし、外を覗のぞけるようにしていた。

　少年が見た風景を大輝も同じように見たかったからだ。

　がたついた窓を力任せに開く。

　すべてのコミュニケーションを拒絶するかのように、うっとうしいほどに伸びすぎた前髪。

　その黒い無数の線の間から見た歪ひずんだ世界。

　陽ひが傾きかけていた。間もなく空は茜あかね色に塗り替えられるだろう。

　一年前、少年もここからこの風景を見ていた。

　自分には羽根なんてないのだと、気付いた少年。

　それでも空へと羽ばたこうとした。

　何が少年をそうさせたのか、くだらないと吐き捨てた世界を見おろしながら、大だい輝きは一年もの間、同じようにして考えた。

　そして少年と同じ年ねん齢れいになった。

　同じように、同じ景色を眺めた。

　同じように、ツバを吐いて、世界を見下しながら。

　少年は死んだ。みずから命を絶って、その道を終わらせた。

　だけど、自分は死にもせず、かといって、活いきもせずにいる。

　少年の詩は絶望していたが、大輝は不思議と感銘を受けた。

　絶望の中で見付けた〝光〟のようだった。だから、大輝は少年が光り輝かがやいているように思えたのだ。

　そして、大輝は見付けたような気がしていた。

　答えは、簡かん単たんだった。ずっと前から判わかっていたのかも知れない。

　僕も──彼と同じだったんだ。

　彼のように〝光〟になりたい。

　彼のように〝光〟になるために、何をしたらいいのだろう。

　彼は、彼の思想をこの世に浮かび上がらせるために、〝詩〟を遺のこした。

　ここの壁かべだけでなく、何冊にもわたって詩や言葉が書きつづられたノートが見付かったという話も聞いている。

　その想おもいは、そこに光となって残っているんだ。

　それなら、僕は何をすればいいんだろう。

　少年の詩を受け取って、何かせずにはいられなかった。

　大輝は、カバンの中からスケッチブックを取り出した。何も書かれていない真っ白の紙を木炭で、まるで切り刻むように描き殴っていく。

　どうせ、くだらない世界だ。くだらない絵を描こう。

　すべて、くだらない。

　この終わりの風景を。

　終わらせるための絵を描く。

　網もう膜まくに、脳に映るモノを黒い線で切り刻んで、黒と白で浮かび上がらせる。

　荒々しく、激しく、ときに繊せん細さいに、線は大だい輝きの手によって結ばれていく。

　息をするのを忘れるほど一気に描き出された世界は、黒。

　悲しいまでの狂気に満ち、溢あふれるほどの淋さびしさに、壊こわれてしまった世界。

　黒で描かれながらも、白が鮮あざやかに浮かぶ世界。

　ハァハァ、と乱れた呼吸を整える。

　目を閉じ、ゆっくりと降ろされた手の中からスケッチブックが落ち、そのあとに小指の先よりも小さくなった木炭が、ポトリ、と転がり落ちた。

　積もったホコリが綿毛のように空中を舞まう。

　ハァハァ。ハァハァ…。ハァ…ハァ…。ハァ……ハァ……。

　心しん臓ぞうの鼓動によって送り出される呼吸の音だけ、静かに鳴っていた。

　再び開いた大輝の目の前には、吐息の白さと夕暮れに堕おちていく空があった。

　身体からだが自然と反応した。

　積み上げた想おもいを揺らすように、強い風が吹き込んできた。

　大輝は窓枠に手をかけ、半身を外に出す。

「……………………」

　遥はるか下。眩暈めまいを覚えるほどの高さ。

　ここは世界から切り離されてしまった場所。

　空を飛ぶための羽根はない。

　舞い上がる綿毛は、散ってしまった羽根のようだ。

　羽根はない。そんなことは、もうとっくに知ってたよ。

　くだらない

　くだらない

　くだらない

　くだらない

　くだらない──

　呪じゆ文もんのように、大輝の頭の中で繰くり返し繰り返し言葉が鳴る。

　飛ぶんだ。空を目指して。いつでも飛べる。

「この歪ゆがんだ黄昏たそがれも、もう見ることはない。……さよなら、借りモノの世界──」

　大輝の身体が、窓の外へ投げ出されようとしたそのときだった。




　──リン。




　鈴の音。そして、

「──飛ぶの？」

　すぐ傍そばで声がした。

　いや、耳元だ。

　予期せぬことに大だい輝きは息を吞のんだ。

　ここには、確かに誰だれもいなかったはずだ。

　いくら集中していたからとはいえ、こんなにも近付いていたなら判わかるはず。

　硬直した身体からだ。なんとか目だけを動かし、声がした方を見た。

　吐息が感じられるほどの距離に、その顔はあった。




　　　　♪




　黒目がちな大きな瞳ひとみと薄うすく赫あかい唇、透き通りそうな粉雪色の肌。

　丸みを帯びながらも通ったアゴの先へと伸びる、淡く白い髪の毛。

　小柄で幼い感じを受けるが、はっとするほど幻想的な少女だった。

「…………なっ……」

　声にならない声。大輝は、瞬まばたきすらできないでいた。

「飛ぶなら、羽根を広げないと。それとも──死ぬの？」

　少女はその大きな黒い瞳で、上うわ目め遣づかいに視線を合わせたまま言った。

　幼く柔らかい声が、やけにオトナびて聞こえた。

「ここから落ちたら、けっこう痛いんじゃないかな。死にたいならべつだけどね」

　少女が薄く笑った。

　大輝は、とっさに我に返り、少女から逃げるように、結果的に窓から離れることになった。

　視界にいる少女は、最初から大輝の頭の中に浮かんだように現れた。

　大輝よりも少し幼い容姿。

　ぽうっ、と空間に浮かび上がるような白いワンピースに、全身の白に映える印象的な赫いシューズ。

　その手には、背丈の倍はありそうな長い棒があった。先端に鈍にび色いろの大おお袈げ裟さな逆Ｌ字型の物体が付いていた。

　はっきりしてきた視界は、次に少女の傍にいる猫をとらえる。

　夜空に映える黄金の月のような瞳の黒猫だ。赤い首輪に大袈裟な鈴が付いている。天上を向いたしっぽの先端だけが、何な故ぜか白くなっていた。

　と、猫が大輝が張り付いていた窓枠に、身軽に飛び乗った。振動で鈴がリリリンと唄うたう。

　そして、言った。

「うわっ、けっこう高いんだなぁ。ここって……」

　黒猫は、目を大きく開き器用に表情を付け、ブルブル、と身を震ふるわせた。

　その声は、まさに人間の少年のそれである。

「ダニエル。おいで」

　少女に呼ばれ、黒猫は駆け寄る。

　猫が口を利くという摩ま訶か不思議なことを少女は気にするそぶりがない。少女にとって、それは当たり前のことなのだ。

　いや。むしろ少女自身も、猫が話すこと以上にミステリアスな雰囲気を漂わせている。

　なにしろ、この真冬にワンピース一枚の薄うす着ぎである。

　それにもかかわらず、平然と、凜りんとして立っている。

　恐怖心に近い衝しよう動どうが、大だい輝きの身体からだ中を巡っていた。

　心しん臓ぞうは鼓動を加速させているのに、血液は一向に脳に巡ってきていない。そんな感じだ。

　……何なんだよ、こいつら……!?

「あぁ。名乗るのが遅れたみたい」

　心の声を聞き取ったのか、それとも大輝が無意識に声に出してしまっていたのか。少女は大輝の問いに答えるように言った。

「ダニエル」

　少女がうながすと、ダニエルという名の猫は二脚で立ち、しっぽを足元から前方に丸めるようにして持ってくる。と、前脚で器用に一部だけ白くなった部分を摑つかんだ。

　その猫が作った〝環わ〟の中に、少女は手を差し入れた。

「──っ!?」

　大輝の呼吸がまた止まりそうになった。

　一方から入れた少女の手が、環の向こう側に出てこなかったのだ。しっぽの環をボーダーラインとし、そこから別次元の世界へ繫つながっているかのようだ。

「あれ？　何ど処こだっけ？」

「あ…っ！　そんなに激しく動かさないでっ！　あうっ」

　何かにもだえるダニエルを一向に気にすることもなく、少女はさらに環の向こう側に肘ひじ関節くらいまで沈める。

「あううぅぅぅぅぅぅぅぅぅ」

「あ…あった。よいっしょっ…と」

「はうっ」

「いちいちリアクションとんなくていいって。だから、これヤなの」

　とか言って、少女が環の中から手を引き抜くと、そこに白いカードケースのようなモノが納まっていた。

　硬直し人形のようになったダニエルは、コロリと床に転がった。

　少女は、やはりそれも気にとめず、

「──はい」

　と、ケースを開いて中のカードを大だい輝きの目の前に持ってきた。

　身分証明書らしきそれには、大きめの、少女のやや不ふ機き嫌げんそうな写真とともに、




『死しに神がみ「Ａ」の一じゆう〇まん〇と一ん〇で〇ひやく号』




　という文字が書かれていた。

「……っ。しに…がみ………っ？」

「Ａの一〇〇一〇〇号っていうのが言いにくかったら、一ひ〇や〇くと一ひ〇や〇くで『百モ々モ』って呼んでくれていいから。ダニエルもそう呼んでるし。あたしもこっちの方が気に入ってるかな」

　少女──モモは、そんな冗談みたいなことを笑いもせず、淡々と口にした。

　彼女はいたって真ま面じ目めだった。

　だから、よけいに大輝にとって、それらは到底信じられることではなく、

「死神──？」

　という文字だけがやけに大きく見え、心の中の何かを微かすかに引っかいた。

「そう、死神」
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　モモは、至極当然といった風に頷うなずいた。

　それが本当ならば、ずいぶんとバカにした話だ。

　この世で、こんな風に名乗るバカは、格かく闘とう家とイカレ野郎だけだ。

　しかし、もはやため息も出ない。

　だいたい、そんなことで僕が驚おどろくと思っているのか？　それともただの質の悪いジョークか？　こいつはとんだ電波なヤツに関かかわってるのかもな。

　そうは思ってみても、モモが格闘家にも、イカレているようにも見えない。

　確かに、大きなカマらしきモノを持っている。が、死しに神がみのパブリックイメージからは遠く離れた正反対の容姿を少女はしているのだ。

　白いワンピースに、可か愛わいらしいシューズ。こんなあどけない少女が、死を司つかさどり、死を招くという死神であるはずない。

「おちょくるなよな」

　大だい輝きは、喉のどが嗄かれきっていて、低く唸うなるようなかすれた声で言った。

「噓うそなんて言ってないけど。ま、らしくないとはよく言われる」

　モモが言うと、

「そうだ。モモは立派な死神だぞっ。み…見た目はアレだけどさっ」

　二本脚から四本脚の立ち姿に戻ったダニエルが続けた。

　もはや、この辺りを包み込む奇妙さの中で、猫が喋しやべることなどそれを補っているほんの一部に過ぎないような気がした。

「ははっ、死神？　死神か？　そう。そうか、死神か。それなら僕を殺しにきたのか!?」

　希望的観測で大輝が訊きく。

「いいえ」

　としかし、モモはあっさりと否定した。

「死の気け配はいを感じたの。そしたら、ここにあなたがいたというだけ」

　モモが、すっと音もなく大輝に近付く。

「あなた、死ぬつもりなんでしょ？」

「…………っ」

　モモの問いに大輝は答えられなかった。喉の渇きだけが理由じゃない。

「変ね。死にたいんでしょ？　死ねば」

　何の感情もこもっていないその科白せりふに、大輝はビクンと身体からだを震ふるわせた。

　くすり、とモモは笑って大輝から離れると、開いた窓を指差した。

「さあ、どうぞ」

　幼い瞳ひとみの、しかし真まっ直すぐな視線に、大輝は目を背けることができなかった。

「そこから飛び出せばあなたの願いが叶かなう……。そうなんでしょ？　じゃあ、死ななきゃね」

　繰くり返される死という言葉。

　と、ダニエルがあせったように小声でモモに言う。

「も、モモっ。まずいんじゃないか？　そいつ、リストに載ってないぞ。よけいな魂を連れて帰ると、局長にまたどやされちゃうよ？」

「天上には魂が溢あふれてるから、よけいな魂は受け入れられない、ってゆうヤツ？　いいんじゃない。別に魂なんてそこら辺に放って置いたら。それよりも、死にたいんだから、死なせてあげる方が大切かもよ」

「も、モモぉ〜」

　主あるじの科白せりふに困り果てて、ダニエルは頭がクラクラしてしまっているようだ。

「さあ、ほら。飛べば？」

　大だい輝きに向かって、再びモモが言う。

「……………」

　大輝は身動きひとつできないでいた。

「なにやってるの？　死にたいから、さっき飛ぼうとしてたんでしょ？」

　モモが、ハァと大きくため息をついた。

「結局、死ねないんじゃない。さっきのはただの勢いってヤツ？　自分の意志で死ぬことすらできないなんて。かわいそうに」

　言って、モモはあわれむような悲しい目をした。

「そんなことじゃ、あなたの望む死なんて訪れない。たぶん、あなたは自分の周囲にあった死の空気を自分のモノと勘違いしたんじゃない？」

　モモの言葉は耳に届いてから、ゆっくりと大輝の脳に伝わっていった。じわりじわりと染み込むように。溶け込むように。

「その証拠に、姿を消してるあたしたちがあなたには見えている。確かにあなた自身からも死の匂においがしている。でも、それは決してあなたのモノじゃない。それをちゃんと憶おぼえておいて。それじゃ……また──」




　──リン。




　その瞬しゆん間かん、スッと大輝の視界が真っ白に塗り潰つぶされ、一瞬戸惑った。

　辺りを見回してももちろん誰だれもいない。

　何だったんだ今のは？

　白昼夢ってやつか？

　胃液が逆流するような、気分の悪さ。

　大輝は眩暈めまいがして、倒れそうになるのをこらえた。

　……悪い夢だ。悪い夢を見ていたんだ。

　死に近付きすぎたせいだろうか……。

　だが、機会を逃した。死から遠ざけられてしまったような気がする。

　今日はもう、ここを出た方が良さそうだ。




　　　　♪




　ホームに降り立つと、すぐにベルが鳴り、今まで乗っていた電車が次の駅へと出発していく。

　改札に定期を触れさせ、通り抜ける。

　家までの十数分の距離。大だい輝きの脳は、思考することを拒否しているようだった。

　考えようにも頭の中がはっきりしないのである。

　あのビルの九階。

　大輝は、絵を描きはじめた辺あたりから、記き憶おくが曖あい昧まいになっていた。

　写真のように断片的な映像が重なり合う。




　黒で描いた絵。茜あかね色の空。夕焼け。不安。その衝しよう動どう。

　赫あかい靴。悲しい目。線。結ぶ。線。不感。その衝動。

　白い服。黒い猫。少女。文字。風。ホコリ。死の衝動。

　それは全部、現実離れしたことであり、脳が拒絶反応を起こしている。

　それはリアルじゃない。

　僕のリアルに触れないでくれ。

「……………………っ」

　はたと気が付く。

　そこはもう家の玄関前だった。

　鍵かぎを差し込み回す。ドアノブに手をかけたとき、大輝は扉を開くことを一いつ瞬しゆんためらった。

　そんな気持ちになったのは、ずいぶんと久しぶりだった。

　昔、彼がまだ小学生の頃ころの話だ。ここを開けてしまうとまた……と思った。

　今はもう何も感じなくなったし、考えもしなくなったはずなのに。

　扉を開き、中へ踏み入る。

「ただ今帰りました……」

　誰だれに言うでもなく言うと靴をそろえ、奥のリビングへと進んでいった。リビングを通らなければ、自分の部屋には行けない。

　リビングに一歩入ると、〝あのひと〟の趣しゆ向こうでそろえられた、見る者の目を驚おどろかすような（無駄にねじれていたり、機能的ではない。大輝にも一般人にもさっぱり理解不能）アンティーク家具や調度品の数々が所狭しと置かれてある。

　その中に、〝あのひと〟の後ろ姿をみとめた。

　父──一いち陽ようが、深々とソファに腰をおろしていた。手元にブランデーグラスが見える。

　一陽は滅めっ多たにアルコールを摂せつ取しゆしない。何かのイベント会場やパーティで多少たしなむ程度で、家でひとりでグラスを傾けるようなことはほとんどない。

　それが今日はどうだ。よほど機き嫌げんがよくなることがあったらしい。

　仕事は、自身数十回目の海外個展は、きっと大成功だったのだろう。

　さすが、世界的名画家──幾いく間ま一陽だ。

　人間性はどうあれ、描くモノが立派なら認められてしまうんだ。

「お父さん、帰っていらしたんですね」

　何の感情もない平へい坦たんな科白せりふだった。

　すると、一陽は座ったまま大だい輝きに振り向こうともしないで、背中越しに言った。

「こんな時間まで何をしていた。おまえの個展までそれほど余裕もあるまい。私がいない間、怠っていたんじゃないのか？」

　低く、よく響ひびく声だ。威い厳げんと強さと大きさがそこにあった。

　それに対し、大輝は淡々とした口調で。

「大丈夫ですよ。お父さんの名を傷付けるようなことはしません。絵を描いていたんです」

「そうか。なら、見せてみろ」

　一陽にそう言われ、大輝はカバンの中からスケッチブックを取り出した。

　今までに描き溜ためていたページを適当にめくった刹せつ那な、感情が大きく鼓動した。

　ビルからの景色を描いたあの絵だ。

　黒く歪ゆがんだ風景画。

　自分の遺い書しよとなるはずだったモノ。

　リアルじゃないあの出来事が、リアルとして浮かび上がろうとしていた。

　それを必死にこらえる。

　あんなモノ、リアルじゃない。あるはずない。あれはただの夢だ。ただの幻だ。

　僕のリアルに触れないでくれ。

「どうした。早くしろ」

　大輝はためらったが、一陽にスケッチブックを奪うように取られた。あの絵のページが開かれたまま。

　一陽は、無言で絵に視線を落とす。

　ドクン、ドクン、と心しん臓ぞうが大おお袈げ裟さに脈打つ。

　どうした？　何をそんなに焦っている？

　何をそんなに怯おびえている？

　このひとが見ることぐらい、どうだっていいじゃないか。

　このひとが何を言おうと、もう知ったことではない。

　今さら、僕は何を怖がっている？

　自問自答し、自分に言い聞かせる。

　そしてまた、大だい輝きの感情はまた消えてしまいそうになるのだった。

「…………………なんだこれは……？」

　手元の絵から目をはずし、一いち陽ようは大輝に視線を移した。

「ふざけているのか、大輝。このくだらないモノはなんだ」

「申し訳ありません」

「今度の個展はおまえの画家としての出発点だ。この、初の個展がいかに大切かおまえも判わかっているだろうに、なんだ？　何な故ぜ、この時期にこんな落書きのようなモノを」

「……申し訳ありません」

「おまえはさっき、私の名を傷付けないと言ったな」

「はい」

「これでは名前に傷を付けることはおろか、塵ちりにもホコリにもならん。恥ずかしくないのか、こんなモノを描くことが？　おまえはこの幾いく間ま一陽の息子なんだぞ！」

　言って、一陽は手にしていた絵を一気に引き裂いた。

　しかし大輝の反応は実に冷ややかなモノだった。

「──申し訳ありません。お父さん」

　一陽は何回も何回も絵を裂いて、脇わきのクズカゴに投げ捨てた。

　それから大きく息を吐いて、再びソファに腰かけた。

「こんなモノを二度と描くな……こんな………こんな……」

　一陽は、何か言葉を言いかけ、それを飲み込んだ。

「もういい。行け」

「はい。お父さん……」

　大輝は、リビングを離れ二階の自室に向かった。

　どうせ、あのひとは自分のことしか考えてないんだ。

　ようは自分の面メン子ツを、世界的画家・幾間一陽の面子を保てと、そう言いたいんだろう？

　だから、くだらないんだ。

　僕はあんたの言いなりになればいいんだろ。

　それがリアルなんだ。

　僕のいるリアルさ。

　そうやって終わる僕を。

　あんたは導みちびくんだ。

　そして──あんたの引いたレールはずっとトンネルの中だってことに気付く。




　くだらない。




　そんな誰だれかの囁ささやく声が、聞こえたような気がした。




　　　　♪




　物心つく以前から絵と向き合い、絵を通してしか自分の存在価値を見み出いだせず、その絵でも表現すべき自分を摑つかめない彼は今、自分の存在を否定しようとしていた。

　幾いく間ま一いち陽ようの価値の一部でしかない自分。伝えることも、逆らうことも許されない。

　小学生の頃ころの大だい輝きは、放ほう課か後ご、窮きゆう屈くつな学校から解放され、それぞれに遊びに向かう同級生たちを横目に、真まっ直すぐに家に帰る毎日を送っていた。

　一陽によって、友達と遊ぶことを禁じられていたからだ。

　同じ年代の子供との付き合いは、高い感受性を損なうとか、怪け我がをするとか、そんな理由で周囲の子供が普通に楽しんでいる遊びまで禁止された。

　最初は絵を描くことが純粋に楽しかった。しかし次第に大輝にとって、辛つらく感じるようになっていた。

　同級生たちを見下していた大輝だったが、「面めん倒どうだ」とか言いながらも塾や習い事へ通う同級生が羨うらやましくさえ思えた。

　強要される辛さ、難しさ、それさえも絵を描くことで忘れようとしていた。

　でも、一陽の存在があった。

　期待に応こたえようとか、誉ほめられたいとか、そんな想おもいが大きくなりすぎて、重すぎて、心を壊こわしていった。

　自分の好き放題のイメージで描けば、そんなモノは受け入れられるはずないと却下された。一陽の満足のできる絵が描けたと喜び勇んで見せに行けば、無駄な絵だと吐き捨てられた。溢あふれるイメージや感情を殺し、賞を取るための普遍的な絵を強要された。

　そんな痛みから逃れるようにして、感情を失なくし、機械的に自動的に、一陽の言う通りに絵を描いた。

　みずから他人と距離を置いて、他人への感情すら起こさないように、誰のことにも興きよう味みを持たず、ただときの過ぎるのを待って。

　望むモノを犠ぎ牲せいにした。それでも絵の秀逸なテクニックを手にした。

　そして、数々の賞を受賞して、ついに大手出版社の主催で初の個展をやるまでになった。

　それなのに楽しくないし、うれしくもない。心の底から笑うことができなくなっていた。

　くだらない人生だ。

　つまらない世界だ。

　それが僕のリアル。それだけが僕のリアル。




　これは、きっと──復ふく讐しゆうなんだろう。

　ここに生まれてきたことの。

　生まれてきたことを許されない。

　これは復讐だ。




　　　　♪




「──幾いく間ま」

　休み時間。次の理科の教室移動で席を立った大だい輝きの背中に、誰だれかの手が触れた。

　見れば、クラスメイトの男子生徒ふたりがにやけた顔でそこに立っていた。

　その後方に、数人の男女が立っていて、大輝の方を見ていた。

　大輝に話があるのか、ふたりはその代表らしい。

　大輝の背中に触れたヤツが言う。

「おまえさ今度、絵の個展とかやんだろ？　テレビの取材受けたとか聞いたんだけどマジ？」

「……まあ」

「おまえ前から美術得意だったもんな。そういや、校長室の前にかかってんのもおまえが描いたんだろ？」

「……まあね…」

　大輝は曖あい昧まいに頷うなずいた。

　知らない顔では、もちろんないが、こんな風に親しくされる憶おぼえもない。

　とりあえず、適当に返事をしておけば気が済むだろうと思っていた。

　しかし、

「つーかさ、おまえのオヤジもそうとう有名らしいな。そりゃ、息子のおまえも──っ」

　次の瞬しゆん間かん、大輝は、鋭するどい視線をよく喋しやべるそいつに向けていた。

　そいつは、同じ年ねん齢れいとは思えない大輝の強い眼がん光こうにひるみ、声を失う。

　話を最後まで聞くことなく、大輝は背中を向け教室から出ていった。

　──バシンッ！

　と、ドアを叩たたくように閉めた音が反はん響きようする。

　くだらないんだよ、おまえら。

　父親が有名だからなんなんだ。

　やはり僕はしょせん申し訳程度か。

　あのひとの存在を超えることはない。

　僕を理解する者はいない。

　僕の価値を理解する者はいない。

　それはそうか。僕に価値などないのだ。

　僕は何のためにここにいる。

　何をしている。

　くだらない世界で生きている僕は、くだらない存在なのか。

　いや、そんなはずない。僕は救われるはずだ。

　僕を救うモノがただひとつあるとするならば、それは──あの場所だけだろう。




　大だい輝きが出ていった教室。

　彼の態度に、話しかけたふたりの後ろで成り行きを見ていた生徒たちも加わり、皆一様に不ふ機き嫌げんな表情になった。

「なんだよ。あいつ」

「前からムカつくヤツだと思ってたけど」

「サイアクじゃん、なにアレ？」

「ちょっと、絵のこと訊きこうとしただけじゃん」

「つーか──死ねよ」

　ひとりが吐き捨てるように言うと、それを聞いた女子生徒が思い出したように言った。

「そういえば、あいつと同おな小しようだったヤツから聞いたんだけどさ。去年隣となりの中学の生ヤ徒ツが自殺したってビルあったじゃん。あいつがそのビルに入ってくのを何回か見たって」

「マジ？」

「それって──なに？」

「バーカ。そういうのが好きなマニアか……」

「か？」

「あいつも自殺してーんじゃねぇの？」

「うわっ、ありえるぅ。あいつくれぇもん。陰気くせぇし」

「ま、さっさと死んでくれた方が、こっちも目障りなヤツがいなくなってくれて、せいせいすんだけどな」

「だよなーっ」

　そんなことを言って、浮かれたように彼らは笑った。

　大きな声で、ゲラゲラと大口を開けて、手を叩たたき笑った。

　人が死ぬことを笑える風景がそこに存在していた。




　　　　♪




　あの日、少年は何を思った？

　何を考えていた？

　どうやって、此こ処こから飛び出せた？




　大だい輝きは、またあのビルに登った。

　九階のフロアは数日前に訪れたときと何も変わっていない。

　ここにくるのは、あの日のことが、あのあまりにも現実離れして忘れようとしていた〝夢〟が、自分のリアルになってしまうような気がして、ためらいがあった。

　だが、やはりここは落ち着く。

　甘酸っぱいような、切ないような、生まれた場所に帰ってきたような感じ。

　ここにいると、少年の考えていたことや少年の見ていたモノが何だったのか、判わかったような気がしていた。少年と自分が〝同化〟していく。

　いつもは、そうだった。でも今日は違う。

　同化できない。何も感じなかった。

　少年の残した数々の詩も何も教えてくれない。

　あの〝夢〟のせいだ。あれがリアルをかき乱してしまったせいだ。

　灰色の壁かべから文字を浮かび上がらせようと、じっと見つめる。

　目に映った文字を唄うたうように呟つぶやく。

　くだらない。くだらない。くだらない……。

　夕暮れの景色。黒色のデッサン。汚れた手の血の色。

　黒い線。破られた絵。つまらないと言った言葉。

　くだらない世界を描いた絵だ。つまらないさ。

　そんなことも判らないあんたの方が、よっぽどつまらない。

　くだらない。くだらない。くだらない……。

　それは、いつしか巨大な絵画を描くように、大輝の心の中で言葉は絵筆となる。

　ようやく同化現象がはじまった。抑えられない衝しよう動どうが身体からだ中を駆けめぐる。

　そうだ。これは復ふく讐しゆうなんだ。

　生まれた意味への。

　あのひとへの。

　自己を表現し、思想を表すことは、結局はただの言い訳だ。

　それを芸術というのなら、僕はそれを捨て去る。

　すべてを消し去る。

　そして、この絵こそ、僕こそが芸術なのだ。

　あの日、少年自身が〝詩〟になったように、僕自身が〝絵〟となる。それが最高最大最期の芸術になるだろう。

　大だい輝きは、窓を開け放ち、窓枠によじ登った。そこから半身を外に出し、立ち上がる。

　心の中で、オーケストラの指揮者のタクトのように、絵筆をふるった。

　父親がもう二度と描くなと言った黒塗りの絵を描く。

　それは天へと届く高い高い塔。空をつんざく塔。

　羽根がないなら、歩いてのぼっていくさ。

　あの日の少年になって、一年前のそこに立っている気分だった。

　たった十四年ほど生きただけで、世界の果てを見てしまった少年。

　生きていることは、くだらない。すべての風景にツバを吐きかけた少年の飛ひ翔しようを誰だれがとめることができただろうか。

　そして、僕も往ゆくんだ。

　その窮きわみに。その高みに。

　もう誰にもとめられない。

　そう、死を操る死しに神がみさえも。

　死神──？

　はっとなった。

　身体からだ中から、汗が噴ふき出す。

「………………そんな……夢だったはずだ……」

　振り向かなくても判わかった。




　──リン。




「そんなんじゃ、あなたの望む死は訪れない。って──言わなかった？」

　あの少女がそこに立っていた。




　　　　♪




　モモは、あいかわらず寒さを無視したような白いワンピース姿に赫あかい靴。

　手にした大きなカマと、傍らの黒猫。

　彼女の赤い唇は、言う。

「そのまま死んでもいいけど。あなたのは予定にないことだから、あたしは魂を天上に連れていかない。予定外の魂になかなか迎えは現れないの。しばらく放っておかれるし、そのままってこともありえる。永と遠わにそこら辺をさまようことになるかもね。ようするに、あなたの望む場所なんかに行くことはできない」

「おい、判わかったのか、小僧っ。だから、ボクたちの手をわずらわせるようなことはやめろっ」

　ダニエルが威い張ばって言う。

「…………なんだよ……」

「ん、どうした、小僧？」

「うるさいんだよ！」

　大だい輝きが突然、吠ほえた。

　ダニエルは、その声の大きさに驚おどろいて、毛を逆立て一目散にモモの後ろに隠れる。

「いきなり現れて、訳の判らないことばかり言いやがって」

　大輝は窓枠から室内に戻ると、モモに近付いていった。

「僕のリアルをかき乱すな！　僕の心の中を土足で踏みにじるようなことをッ！」

「………………」

「おまえなんか、夢だ！　現実であるはずない！　だから怖くなんかないぞ！　恐れてなんかいない！」

「あっそ……。怖いんだ」

　モモの言葉に、大輝は不意を打たれたように表情をこわばらせた。

「怖いのはあたし？　それとも──死ぬこと？」

「死など怖くない！　おまえも恐れてない！　生きる辛つらさに比べれば死ぬことなんて──」

「──だったら、早く死になさいよ」

　今度は、モモがすべてを鎮しずめるような凜りんとした声で言った。

　こんな無邪気な容姿の何ど処こに、そんな迫力や威圧するモノがあるのだろうか。

　背後に隠れていたはずのダニエルなどは、驚きすぎてパタリと倒れ込んでしまっている。

　しかし、それよりも大輝が驚いたのは、振り向いたときの、彼女のあまりにも痛いほど悲しげなその表情だった。

　息を吞のむほど端たん麗れいな容姿。それなのに今まで見たことがないくらい感情的で、感傷的だった。

　ただ、その目は真まっ直すぐに大輝を見ていた。

　何な故ぜ彼女がそんなに悲しげに自分を見るのか、判るはずない。

「生きるより死ぬことがいいとでも言いたいわけ？　そんな風に思ってるの？」

　モモは大きく首を振った。雨粒が弾はじけるように、声が空間に弾けた。

「ふざけないで。そんなことあるわけない。あたしは、生きたいという言葉を遮って、いくつもいくつも命を運んだ。そのひとの涙も笑顔も全部無視して」

　モモの声に平常心を取り戻したダニエルが、

「モモ、そんな顔しないで。ボクまで悲しくなるよ。こんなヤツのために、モモが傷付くことなんてないのに……」

　モモは、そうじゃないというようにダニエルを見つめ、胸に抱き上げた。

　そして再び大だい輝きに向く。

「でも、僕は死にたいんだ」

「死んでどうするの？」

「光になる。永遠に輝かがやき続ける光になる」

「なれない」

「なれるさ。生前には何も、絵でさえも評価されず死んでいった画家が、今ではその絵一枚の値ねに天文学的数字が付いている。そうだよ。手に入れたんだ光を！　死んで輝いたんだ！　永遠に残るメッセージだ。僕も死んで輝くんだ！」

「それは違う」

「何が違うって言うんだ！」

　大輝を見るモモの目は悲しいままに、そして、あわれむように。

「人は死ぬことなんかで輝いたりしない。輝いて見えるのは、その人が一いつ生しよう懸けん命めい生きようとして、そして生き抜いたからこそ輝いているの。単純に〝死ぬこと〟と〝生き抜くこと〟はイコールじゃない。あなたはどう？　精一杯生きてるの？」

　問いに大輝は答えられなかった。

　ズキリと痛んだ。

　失なくしたはずの感情が、機械のココロが疼うずく。

「あたしは一年前のあの日、あなたが自分を重ねている男の子を迎えにここに来た。みずから命を絶ったそのとき、『これは自分で望んだことだ』とあの子は言った。けど、とても苦しそうだった。とても淋さびしそうだった。それはそうよ。だって、それはとても哀かなしいことだから。人は死にたいと思うとき、同時に生きたいと思うの」

「モモ……」

　唇からこぼれた言葉が、抱かれたダニエルの頭の上に降ってくる。

　なんで、君が悲しむんだ。

　なんで、そんな悲しそうな目で僕を見る。

　そんなあわれむような目で僕を見るな！

「そんな目で僕を見るな！」

　大輝は走り出していた。

　モモの横を駆け抜け、階段を転げるように駆け降りた。




　室内に残された少女と猫。

「モモ、なんであんなヤツにかまうんだよ」

「……………べつに…」

「死しに神がみのクセに、人間のことを気にしすぎなんじゃないの」

「べつに……」

「てゆーかさ、モモはいったいどうしたいの？」

「べつに……」

「ったくぅ……だったら、かまうなよ……。って…無理かな。おせっかいだから、モモはっ」

「……判わかってるじゃない」

　モモがダニエルを顔の前に抱き上げると、ダニエルは器用にしっぽで彼女の頰ほおを撫なでた。

「ほんとは泣き虫のくせに、強がったりして。こんな風に人間に関かかわると局長に大目玉だよ。あいつのために寿命じかんを延ばしてもしょうがないじゃないか。ボク知らないからね」

「フゥ……。やれやれだわ」

　少女はため息混じりに言った。




　　　　♪




　鈍にび色いろの暗い闇やみの中をさまよう。

　あっちが出口なのか、それともこっちなのか。判らないまま永遠に広がる闇やみ。

　光は見えない。ヒカリは見えない。

　自分さえも見失って、失なくしたモノ。

　失くすモノ──




「……だ……大だい輝きく………大輝くん！」

　呼ばれていることに気付いて、大輝は振り向いた。

　その男は、大輝の個展を主催する出版社の人間で、まだ若いが現場の担当者だ。

「どうしたんですか？　さっきからぼーっとして？」

　男は明らかに集中力の欠如した大輝に怪け訝げんな表情を浮かべている。

「すみません。少し、疲れてるみたいで……」

　大輝が適当に言うと、男は納得したように、

「ああ。個展まで何日もないですからね。ここからあなたの画家としての歴史がはじまるんですよ」

　言って、辺りを遠い目をして眺めた。

　そこは大輝の個展会場。個展開催のきっかけとなった受賞作をはじめとして、これまで彼が描いてきた数々の作品がレイアウトされていた。

　ただ壁かべに飾ってあるという趣しゆ向こうではなく、大だい輝きの若さを意い識しきして、わりと洒しや落れた感じのする雰囲気である。

　大輝と同年代の若い層を意識してのことだ。

　大輝には〝若い〟という話題性がある。それを嗅かぎつけて個展当日にはＴＶなどのマスメディアも取材にやってくる。

　出版社にとって、格好の宣伝になることは間違いない。

　そのプロジェクトの一端を担うこの若い男にとっても、出世のレールに乗るチャンスだ。

　大輝が最初に男に逢あったときから、その張り切りようは手に取るように判わかった。

「大丈夫。きっと成功しますよ。何しろ、作品がすばらしいですから！　この絶妙の光を取り込んだ画法は、あなた独特のセンスを感じます！」

　男は、通販番組の司会者のような大おお仰ぎような口振りだ。

　大方、今の科白せりふは批評家かなんかの受け売りだろう。男は作品の価値など判っていない。ただ周囲の意見に左右されているだけにすぎない。

　それにこの出版社というのは、幾いく間ま一いち陽ようの息のかかった企業である。今回の個展に少なくとも何らかの影えい響きようがあったはずだ。

　本当に、出版社サイドが大輝のことを評価しているのか疑問がある。

　大輝は、いつも冷淡な目で男を見ていた。

　絵の価値も判らないくせに。僕の価値を知らないくせに。

　おまえなんかが知った風な口を利くな。

　そう思っていた。

　だが、この日は、男の話すことなど大輝の耳には届いておらず、ずっと意識は薄うすぼやけたままだった。

　まるで、今いる自分の場所さえ判らないように。

「…………………」

　どうして、僕はこんなところにいるんだ。

　どうして、僕はまだ生きているんだ。

　どうして、

　どうして……。

『──それはあなたが死ぬべき存在ではないからよ』

「えっ……」

　──リン。

　あの少女の声？

「……っ！」

　振り返るがしかし、そこにあの少女も黒猫もいない。

　辺りを見渡しても、姿はなかった。

　幻げん聴ちよう？　でも今確かに……。

　死しに神がみのくせに哀あい情じようを見せた少女のことが思い浮かんだ。

　あそこから逃げ出したあの日から、何ど処こか地に足が着いていない。

　あの悲しい瞳ひとみの理由を探してしまっている。

　死を招くはずの死神が、死ぬことをとめようとする。

　少女の降らせた言葉は乾いた大地を濡ぬらす雨のように、大だい輝きのココロに染み込んでいる。

　何な故ぜ、彼女は僕の前に姿を現したのだろう？

　そして、悲しみの理由は？

　判わからない。生きる意味はないと思っていたのに、僕はまだ生きている。

　彼女が現れさえしなければ、僕はきっと光になることができただろうに。

　どうして──

「どうかしましたか？」

　男が不思議そうに大輝の顔を覗のぞき込んでいた。

「やはり、体調が悪いようですね。今日はもう切り上げましょう」

「……はい」

　大輝の返答に男は出入り口へと連れ出そうとした。が──

「あ…っ」

　男は突然立ち止まった。はずみで、ぼんやりしていた大輝は男の背にぶつかってしまう。

　その反動で今度は男が転げそうになる。それでも出入り口の前まで駆けつけていった。

「い、幾いく間ま先生──っ！」

　男は声をひっくり返しながら、不意にやってきたその人物に深々と頭を下げる。

　秘書が扉を開き、その向こうからやってきたのは──幾間一いち陽ようだった。

「ご連絡いただければ、お迎えに上がりましたのにっ！」

　いきなりの登場に、男は額ひたいに大粒の汗を浮かべ、完全にその対応に困っていた。

　しかし一陽は男を片手で軽く制して、真まっ直すぐ大輝のもとに歩み寄ってきた。

「調子はどうだ」

　普ふ段だん通りの、人に威圧感を与える口調だ。

「はい…順調です。お父さん」

「そうか」

　一陽の登場には、大輝もいくらか困惑していた。

　レイアウトや飾り付けなどの準備は終わっているとはいえ、まだ開催前だ。いくら息子のことであっても一陽ほど名の知れた者が、こんなところにわざわざ出向いてくるとは。

　自分を心配してきたというようなことはまずないだろう。まあ、どうせ、幾間一陽の名に傷付けないモノかどうか下見にでもきた、ということか。

　そう大だい輝きは考えた。

　案あんの定じよう、一いち陽ようは言った。

「では、軽く見せてもらおうか。少し気になることがある……」

　そんな暇はないはずなのに、ご苦労なことだ。

　明日も予定があるのだろう。そういえば、海外へ行く前も帰ってきてからも、ここ最近はアトリエに閉じこもる時間が長い。新作を描いてるようだった。

「そ、それでしたら、私がご案内させていただきます」

　ヘコヘコと何度も腰を折り曲げながら、男が言う。

　が、一陽の態度は、また予想外のことだった。

「いや、いい。ふたりは少しはずしていてくれないか」

　ふたり、とは男と秘書のことだ。

　そうですか。と男は額の汗をハンカチで拭ぬぐい戸惑いながらも、秘書共とも々ども外へ出ていく。

　そして、何を言うでもなく一陽は室内を歩きはじめた。

　大輝は、半ばあっけにとられながらそのあとに続いた。




　──リン…。リリン…。




　　　　♪




　前を行く一陽の背中を大輝はじっと見ていた。

　フォーマルなスーツ姿。

　五十代にしては体格もしっかりしていて、風格がある。

　これが世界的画家の後ろ姿。自分と比べるとなんと立派なことか。

　まるで世界を隔てる大きな壁かべのようだ。

　僕はこの壁を超えることはできない。許されない。ただ従うだけ。

　一陽は、絵を見ている間、大輝に一言も声をかけることはない。時々、研とぎ澄すまされた鋭するどい眼がん光こうで、絵に見入ることはあった。

　どうです？　満足ですか？

　これらすべてあなたの指導によって、描かれたモノです。

　今あなたが見ているその絵の赫あかは、あえて都会にはない赤土のイメージを持たせるため、あなたが入れさせたモノだ。

　その天使は、悲しい表情を描きたかったのに、喜びに満ちた笑顔を描かせた。憎しみに近いほどの痛みを表現したかったのに、ずいぶんと優しくなって、温かい絵になった。

　でも、皮肉だ。結果的に、高い評価を得た。

　その絵、その色、その構図。そのすべて……。あなたの思う通りでしょう。僕はしっかりとレールの上を走ってきた。

　トンネルの中をずっともう何年も走っているんだ。

　そして、一いち陽ようは最後の絵に辿たどり着いていた。

　時計を持たない主義の大だい輝きはどれだけ時間が経たったのか判わからなかったが、ここまでがとても長い時間に感じられた。

　最後の絵といっても、それはほとんど洒しや落れである。

　大輝が物心付く前に描いた、デッサンも画法もへったくれもないクレヨンの絵だ。

　今では笑ってしまうくらいの大胆な空の絵。空が青と赤とオレンジでぐちゃぐちゃに塗り潰つぶされていて、オマケに太陽は紫になってしまっている。

　大輝はこんな絵が残っていたことも、飾られることになったのも随分あとになって知った。

　はじめはやめてくれと言ったが、出版社側に「これが画家、幾いく間ま大輝の原点ですから」とか言って強引に押し切られてしまった。

　どうして、こんなどうしようもなくへたくそで、意味のないモノをそこまでして飾ろうというのか、理由が判らない。

　元が何だったのか判らない紙切れに描かれた、一メートル四方もあろうかという無む駄だに大きな絵。しかし今、数ある大輝の力作に混じって堂々と個展のフィナーレを飾っていた。

　これだけ、他ほかの作品からも会場のモダンなレイアウトからも明らかに浮いてしまっている。

　ところがそんな絵を前に、一陽はもう随分と長く立っていた。

　なんなんだ？

　この絵は出版社の連中が勝手にやったモノだ。これに対して何か言われるのなら、それは見当違いだろう？

「……こんなモノ馬ば鹿かげてますよね。お父さんの指導前のくだらないモノですよ。でも今は違いますよ。お父さんの言うことを聞いているからこそ……」

　と、大輝が自分をさげすむようなことを言っていると、それまで無言だった一陽がゆっくり口を開いた。

「大輝、おまえは何のために──絵を描く？」

　唐突な質問だった。

　大輝は簡単に答えようとして、答えることができなかった。

　こんなこと訊きかれたのははじめてだったし、それ以上に大輝は自分が何な故ぜ絵を描いているのか判らなかった。

　新聞やテレビのインタビューで、「あなたにとって絵とは？」と訊かれたことはある。

　そのときは、

「自分の心です」

　とか、昔読んだ本の中の画家の科白せりふをそっくりそのまま言ってやったが、この場合は違う。

　言われるがままに絵を描いてきた大だい輝きにとって、その質問に答えることは、不可能だった。

　自分の意志が働いていないことに対して、答えられるはずもない。

　しいて言うのなら、──アンタのためだよ。

「……答えられないか」

　静かに言う、一いち陽よう。

「だから、おまえの絵はくだらないんだ」

「…………ッ!?」

　一陽の冷淡な言葉に大輝は思わず、反論しそうになった。

　あなたの言う通りに描いてきたんだ。何を今さら。

　僕があなたから教わったのは、型にはまった賞を取るための描き方だ。

　ともすれば幾いく間ま一陽のコピーと言われてしまうほどの、意志のない絵だ。

　それを描かせているのは、あなただ。

　僕の絵がくだらないのなら、あなたも同じのはず。

　しかし、その想おもいが体内から吐き出されることはない。

　幼い頃ころにインプットされてしまった、一陽には逆らうことが許されない感情。虚うつろに彷徨さまよってやがて消えていく。

「申し訳ありません」

　幾度となく機械のように繰くり返された大輝の言葉に、一陽は浅く息を吐いた。

　ため息とともに、ぽつりと吐き出された言葉を聞き逃していた。

「…………まだだ……あと少しだ…………もう少し…………頼む……」

「え？」

　訊きき返そうとする大輝に一陽は背を向け、出口へと歩き出した。

　その背中は、普ふ段だんより小さく感じた。

　どうしてか、泣いているように見えた。

　何かが変だった。

　少しずつ何かがおかしい。

　何な故ぜ、一陽はあんなことを訊いてきたのか？

　何故、今になって、絵をけなすようなことを言うのか？

　大輝には何もかも理解できなかった。

　ただ、彼が感じていたことは、

　これからもこの繰り返しだ。何もなくただ続くのだろう。永遠に続く闇やみと悲ひ愴そう。

　自分の影にも気付けない。踏みつけたのは、心だけなんだろう。

　──ということだった。




　その夜だ。

　一いち陽ようが──倒れたのは。




　　　　♪




　心しん臓ぞう発作だった。

　大だい輝きの個展会場から出て、乗った車が走り出したその数分後のこと。

　一陽は急に胸を押さえて苦しみはじめ、そのまま病院へ運ばれた。

　昏こん睡すい状態で、意い識しきはなかった。




　何の感情も湧わいてこなかった。

　大輝は、自分の感情は完全に壊こわれているのだと思った。

　集中治ち療りよう室に入った一陽の容よう態だいは、かなり悪いようだ。

　病室の前を仕事関係の人間が何人も右往左往している。

　白い壁かべにもたれかかる背中にコンクリートの冷たさがじわりじわりと伝わってくる。

　大輝がいるというのに、葬式の話やら、一陽の死後の版権のことなどを話し合う輩やからもいた。

　どうやら、もう助かる見込みは限りなく──ゼロに近いようだった。

　本来なら面めん会かい謝しや絶ぜつになるところを付き添いまで許されている。

　そして、時間が経たって誰だれもいなくなった。

　時間が深くなると、翌日の予定や時間を気にして、ひとり、またひとりと帰ってしまった。

　結局、本当の意味で一陽を心配する人間などいないのだ。

　権力や才能だけじゃどうにもならないってことだろう。

　群がるは、亡者ども。

　大輝はそんなあわれな父親の姿が無性に見たくなった。

　少しぐらい自分の気持ちもなぐさめられるかと思った。

　ずっと一陽に付き添っていた秘書に「代わるから、少し休んだ方がいい」と言って、大輝はたったひとりで横たわる一陽の傍らに立つ。

　病室に入ると、大おお袈げ裟さな機械から伸びるコードやら、点滴のチューブやらが一陽の身体からだのいたる箇所へと繫つながっていた。

　むしろ、一陽の身体から伸びているようにも見える。

　大輝は絶句してしまった。

　まるで機械でできた身体だ。ロボットのように。

　死の淵ふち。

　生きることが、いかに惨めなことか。

　生かされているということが、いかに惨めなことか。

　今、知った。

　けれど、大だい輝きはそれを決して無ぶ様ざまだとは思えなかった。

　心音を表す心電図の弱々しい波形が、機械の力で一いち陽ようはようやく命を繫つなぎ止められていることを示している。

　テレビドラマのように、やたらと計器類の音は鳴ってない。

　そこは拍子抜けするほど穏おだやかだった。

　そして、それ故ゆえに、あまりにもリアルだった。

　追い続け、求め続けた現リ実ア感ルがそこにあった。

　これで、死ぬのか？

　これが人の死か？

　大輝の望んでいたモノが目の前にあった。

　あっけない。

　あまりにもあっけない。

　まさか、そんなはずはない。

　こんなモノが僕の望んでいたモノだなんて。

　違う。違う。そうじゃない。

　あの少年はあんなにも輝かがやいていたじゃないか。

　どうして、輝ける存在であるはずのこのひとは、こんなにも儚はかないんだ。




　──リン。




「それがあなたのリアルだから」

　大輝の隣となりに白い服を着た少女が立っていた。

「──っ!?」

　腰が退ひけた。

　黒猫が目の前を横切って、一陽のベッドに飛び乗る。

　何かを確かめるように、一陽の周囲をキョロキョロと見やっている。

「お…おまえ……どうしてこんなところに……っ!?」

　病室のドアは閉まったままだった。

「どうやって中へ……？」

「死しに神がみだって言ったでしょ」

　モモはそう答えた。

「…………」

　よく判わからない。ただ……。

「──現実は痛い。幻を追い続けたところで、手をすり抜けていく。それが判ってないあなたにとって、こんな皮肉はないかもね」

　とモモが言った。

「………………ここが、僕のいる現実なのか……？」

「そう。それはすぐに判る。きっとね」

　モモがそう言うやいなや、ダニエルが声をあげた。

「モモ、オッケー。もうそろそろだよ」

「判った。──さあ、ほら。あなたのお父さんが呼んでる」

「えっ？」

　そして、次の瞬しゆん間かん、奇き蹟せきが起こった。

「…………だ……大だい輝き………。そこにいるのか……」

　一いち陽ようが意い識しきを取り戻したのである。

　嗄かれた声で大輝を呼んでいる。

　もう意識が戻ることはないだろうと医者に言われ、絶望的だったはずの一陽が。

　大輝は、まさかと思い、モモを見やった。

「……まさか、おまえが……やったのか……？」

「さあ、どうだろ？」

　そう言う彼女は、真まっ直すぐに大輝を見つめていた。

　どうする？

　と、その瞳ひとみは訴えかけている。

　フゥと、大輝は息を吐き、一陽に向き直った。

　それを察して、ダニエルがベッドから飛び降り主モ人モのもとへ戻る。

「……ここにいますよ、お父さん…」

　大輝は、一陽を見おろし言った。

　改めて見る父の姿はとても頼りなかった。

　一陽は、目だけを動かし大輝の存在を確認すると、力はなかったが徐々にいつもの威い厳げんのあるモノに戻りつつある声で言う。

「……大輝…………。絵を描け……」

「………？」

　この期ごにおよんでまだ言うか。もっと父親らしいことは言えないのか。

　数時間前、あれほどけなしておいて、まだ絵を描くことを強要するとは。

　冷ややかな大だい輝きの視線を受けながら、それでも一いち陽ようは虚うつろに天井を見つめ語りはじめた。

「憶おぼえているか……。おまえは、はじめて買ってやったクレヨンでたくさん絵を描いたんだ」

「？」

「そのうち……おまえは私のアトリエの壁かべに大きな、大きな絵を描いた。真新しいクレヨンが小さくなってしまうほど……そんな大きな絵だった……」

　大輝はそんなこと思い出せなかった。

　今まで、思い出は、記憶は、封じていたからだ。

　自分を照らす光などないことに気付いてからは、特に。

「それを……そのことを……なあ大輝……おまえを叱しかってしまった。けれど…本当はうれしくて、どうしようもなく羨うらやましかった……」

「──っ？」

　思わず自分の耳を疑った。

　一陽は力の抜けたおだやかな声で、ははは、と笑った。

「あんな絵をずっと持っていて、しかもそれを飾らせようなどと、ただの親おや馬ば鹿かに思われたかも知れないが……」

　なんだって？

　じゃあ、あの最後に飾ってあった絵を持っていたのは、このひとだったのか!?　出版社にあれを飾るように指示したのも!?　まさか、そんな……噓うそだ。

　疑ぎ心しん暗あん鬼きの大輝をよそに、一陽は言葉を続ける。

「あのとき……私は確かにおまえに光を見た。私にはない〝ヒカリ〟を描く力……。すばらしい光を……輝かがやきに満ちた光を見た」

「う、噓だ！　僕に光なんてない！」

　大輝は狼狽うろたえた。

　何を言っているんだ。いまさら何が言いたいんだ。

　僕に光を？　自分にはない光？

「僕はずっと描いてきた。絵の具や鉛筆の粉まみれになってもそれが好きだった！　それが僕は大好きだったんだ。どんなに厳きびしくされようと、認めてられなくても。きっといつか認められると思った。でもそんな日はこなかった。あなたの目を気にしながら、言われるまま、ただ自動的に絵を生み出して……いや！　生み出すというモノじゃない。ただのコピーさ、幾いく間ま一陽の！」

　父親の思いがけない言葉に、壊こわれた蛇じや口ぐちからでる水のように感情があとからあとから溢あふれてくる。失なくしてなんかいなかった、ただ積もり重ねられていただけだったのだ。

「でも僕には才能がない！　型にはまった絵は描くことができても、あなたの絵を真ま似ねることはできても、あなたを超えることはできない！　それを自分自身で気付いてしまったとき、どうなったか判わかりますか!?　世界の終わりですよ。あなたの引いたレールでも先があるんだと思っていたのに、此こ処こで終わりなんだ。あなたがいたから！　あなたという壁かべがずっと道を塞ふさいでいたんだ。此処で終わるなんて惨めすぎる。何も僕には残ってない……それなのに、何が光を見ただ！　僕のいた場所は未来永えい劫ごう続く暗くら闇やみのトンネルの中なのに！」

　ガクっと膝ひざが折れそうになる。身体からだ中に力が入らなくなった。

　僕はもう抜け殻がらなんだ。

　それでも、父は息子に静かに語りかける。

「いいや。おまえは終わってなどいない……。おまえがあの黒塗りの絵を描いたとき……どれだけおまえが追いつめられていたかを知った。しかし…私は自分自身のやり方を信じていたんだ……。もう少しの辛抱だ……おまえはやがて成功し、世界中の光になる……」

　一いち陽ようは、大だい輝きの才能の芽を摘つまないように一いつ生しよう懸けん命めいだった。

　ただ、何事にも負けぬよう、絵に向かい続けられる環かん境きようを、と努めた。

「今のままでは……私の息子というだけで、しょせんおまえは画家としては無名の中のひとりだ……だが、おまえは他ほかには真ま似ねのできない新しいモノをイメージする力がある…しかし…今のままでいれば、認められない……。それほどこの世界は保守的だ……。それも個展が成功し……世間に認められれば、おまえのイメージするモノを描くことができるようになる……おまえの思いのままに描けるようになる……っ！」

　早く世間が注目するようにと型にはまった絵を描かせていたのも、コツを摑つかませようと強要したのも、大輝には苦痛だったが、長い将来を考えてのことだったのだ。

　意図しないところで、父親に似た絵を描いてしまう。

　絵描きである大輝にはたまらなかった。だとしてもそれらは技術が伴ってはじめてなしえることであり、世間に大輝の能力を認めさせる近道でもあった。

　大輝があの死しに神がみと出で逢あった日に描いた黒い絵。一陽はあれを怒りにまかせ破り捨てた。

　怒りというよりも、憤いきどおりだったに違いない。

「あのとき……自分がどれほどおまえのことを苦しめていたのか気付かされた。あんな歪ゆがんだ絵がおまえの心だなどとは……あれはきっとおまえの死のイメージ…そうなんだろう？　……死ぬことなど考えるな。おまえはまだ若い、生きる術すべをまだ知らないだけなんだ」

　一陽の言葉が、想おもいが、力の限り大輝の身体を揺さぶった。

　死の淵ふちにいる一陽に、死ぬことを制止されている。

「……だけど。僕にはもう何もないんだよ……才能も存在理由も生きる価値も……。輝かがやきたいんだ…最期に……僕は輝き…永遠になりたかった……。どうすればいい？　僕はこの世界に必要とされていない。いつもみたく教えてよ、お父さん…………」

　うつむき加減の力のない精の果てたような言葉に、一陽の心が震ふるえた。

　なんで、みんなそんな悲しい目で僕を見るんだ。

「……生きろ。絵を描くんだ……私が行けなかったところへやがて辿たどり着くだろう。好きなように絵を描いていくことがどれだけ幸せなことか判わかるはずだ。自分自身をよく見ろ。光が見えないのは──おまえ自身が輝かがやく〝ヒカリ〟だからだ。私が生きた、そしておまえが生きる世界をきっと照らし出せるはずだ……。私にとっておまえがそうだったように……大だい輝き……」

　そう言って、一いち陽ようは大輝へと手を伸ばした。

　天を仰ぐように。

　大きな手が大輝の震える手を摑つかんだ。

　伝わる温ぬくもり。伝わる父親の温もり。

「……………お父さん……っ」




　──リン。




　そのときだった。

　何の前触れもなく唐突に、一陽の身体からだから力が抜けた。

　するりと糸がほどけるように一陽の手が、大輝から離れていった。

「お父さん…？」

　ドサリ、

　魂のない人形みたいだ。ダラリと腕はベッドからぶら下がったまま動かなくなった。

「お父さん？　お父さんっ！」

　何の呼びかけにも反応はない。

「お父さん、どうしたんですか!?」

　その大輝の問いに答えたのは父親ではなく、

「──もう時間が失なくなったのよ」

　死を司つかさどる少女──モモだった。




　　　　♪




　少女は手にした大きなカマを舞まい踊るように振りかざし、虚こ空くうに無数の円を描いていく。

　空高く。夜空に黄金の月と星々だけが光る。

　そこで少女は魂を送るために、魂を鎮しずめるため、白い髪を揺らし舞い踊る。

　息を吞のむほどに美しく神秘的で清らかな舞い。

　その周囲をコウモリのような羽根を広げた黒猫が、少女の舞いに合わせて跳ねる。

　掲げたカマを旋回させ、〝線〟を断ち切る。

　一いつ閃せん。

　そして、魂と肉体は──切り離された。




　本当の最期に、その魂は言った。

「悪かったな……。だが、大切なモノを失なくさずに逝ゆけるよ。ありがとう……」




　　　　♪




　遮るモノがなかったら何ど処こまでも見渡せていたのだろう。

　抜ける空の光る星も見えていたのだろう。

　この手に摑つかんだモノは何だった？

　この手が摑んだモノは何だった？

　失ったモノが多すぎた。

　失ったモノは……なんだった？




　──幾いく間ま一いち陽ようがこの世を去った。

　大だい輝きは知らなかったが、一陽は心しん臓ぞうに病を抱えていたのである。

　それは偉大な画家としてではなく、ただのひとりの父親として迎えた最期だった。

　大輝はあのとき、最後の最期になって、自分がどれほど深い愛情の中にいたのかを父親の腕を通じて知ってしまった。

　幾間一陽という人物はとても不器用な人間だった。

　絵でなら雄弁に語れるのに、子供には簡かん単たんな言葉さえを見付けられなかった。

　大輝に己を超える才能を見付けたとき、うれしくてたまらなかったのだ。その才能の芽を育てるために、父として一いつ生しよう懸けん命めいだった。

　一陽は、どんなにたくさん大きな賞を取っても、若さのためにオトナたちに利用され、流れ星のように儚はかなく消えていってしまった才能をいくつも見てきた。

　だから異常なほど厳きびしく指導した。しかし裏では大輝の初受賞の日や今回の個展が決まった夜、ひとり祝杯を挙げた。

　医者にとめられていたのにもかかわらず、あまりにうれしかった。

　それはすべて愛情故ゆえ。

　不器用に子を想おもう、ただそれだけの気持ちから。

「お父さん………………」

　大輝の声は、エコーのように室内に鳴った。

　父のアトリエに大輝はぼんやり立っていた。

　彼は父親の愛情の深さに、いなくなった今、戸惑っていた。

　どうやって、それを受け入れればいいのか判わからない。

　このアトリエはまだ父親の匂においがした。

　今もそこで一いち陽ようが座ってキャンバスに向かって奇き蹟せきを描いているようだ。

　油絵の具とニスの鼻につく匂いが充満していた。

　もう使われることのなくなった道具たちが、綺き麗れいに整せい頓とんされ置かれていた。それが、切なくてやりきれなかった。




　──リン。




　また、あの鈴の音。

　きっと鈴の音を耳にするたび、父親のことを思い出すんだろう……。

　そして、あの少年の詩を。

　開け放れた窓。低い太陽が光を放っていた。

　痛いくらいに眩まぶしくて目を閉じてしまいそうになる。

　でも、もう閉じない。

　今まで光が眩しくて目を閉じた。眩しさから目を背け、自分の光にも気付かなかった。

　真まっ直すぐに見るよ。

　二月の冷たい風が、カーテンを揺らす。

　ふっ、と霧きりが湧わき出るように、モモとダニエルがそこに立っていた。

　彼女は、死しに神がみだ。

　一陽に死を告げ、そして、その魂を迎えにきていたのだ。

　ようするに一陽は自分の死期を知っていた。だから、海外の個展を無む理りして急がせ、わざわざ帰ってきたのだ。そして最期に大だい輝きにあんな風に涙を見せた。大輝を前に向けるため。

　普通の人間に死神は見えない。

　一陽を強く意い識しきし、一陽からも強く想おもわれていた大輝。そして自分のモノだと思っていた死の匂においは一陽のモノだった。

　そして、死を望むことで、大輝は死に触れ、モモたちと出で逢あい話すことさえできた。

「どうしたんだ。もうお父さんを連れて行ったんだろう」

「まあね」

「それなら、もう用はないはずじゃないのか」

「でも──ごめん」

　彼女は泣いていた。

　死神のくせにとてもやりきれない表情で泣いていた。

　ゆっくりと光の軌跡のように、温かな雫しずくが温ぬくもりと一緒に頰ほおを流れ落ちる。

「なんで、謝あやまったりするんだ？」

「……本当なら、もっとあなたとお父さんが一緒に話す時間を作ってあげたかった。でも、あの日、お父さんの残された時間を延ばすのがあたしには精一杯……」

「てゆーか！　そのせいでモモは局長に怒られたんだぞっ！　本来、死しに神がみが予定された死亡時間を故意に延ばしたりするのは職しよく務む規定違反なんだからなっ。おまけに意識を回復させて、話まで！　それなのに、モモはッ」

「ダニエル、よけいなことは言わなくていいの」

　と言って、モモはダニエルの口をつまんで中に持ち上げた。

「いででででででっででで、ごめん。モモ！」

　それでモモが手を離すと、ダニエルは、ヒイヒイいいながら口を押さえた。

　大だい輝きは、なんだかその風景がおかしかった。

「はははっ……」

　なんだか笑うのは随分久しぶりの気がする。

「そうか。ありがとう、モモ」

　大輝はごく自然に礼を言っていた。

　なんだか彼女の涙の理由が判わかったような気がする。

　モモは、自分が悲しいから泣いていた訳じゃない。

　きっとこれから悲しいことが訪れることに、一いち陽ようや大輝の心を感じて涙を流していたのだ。そして、もう涙を流すことのない一陽の代わりに泣いているのだ。

「あ、忘れてた。あれあれ……」

　とか言って、モモは涙を拭ぬぐおうともせず、アトリエの奥から一枚の絵を取りだしてきた。

　ひょこひょことその後をついていったダニエルの歩いた分だけ、赤い足跡が残っていた。

　それは、一陽が片付け忘れた絵の具のチューブを踏ん付けたらしい。

　こんな微ほほ笑えましい風景に、まだ少女が死しに神がみだと思えない。むしろ、何な故ぜだか温かい気持ちにすらなった。

「──はい、これ」

　手渡されたモノに、大輝は息を吞のんだ。

　心が締しめ付けられて、痛さを感じた。

　一枚の油絵だった。

　絵の中で、幼い子供が笑っている。

　それは──大輝だ。

「お父さんが、最期まで描いていたモノよ。この絵を渡してくれって頼まれたの。あたしが死を告げ、それを受け入れたときから、お父さんはこの絵を完成させようと急いだ。あなたの旅立ちを祝うためにも、あなたに何かを形として遺のこすためにもね……」

　モモが優しく静かに言った。

　筆の勢いも、光線も、すべてはその笑顔を抱きしめて慈いつくしむように。今までのどの作品よりも輝かがやく色彩。この一枚のために生命を使い果たしたとしてもきっと悔いはなかっただろう。

　ぽたぽた、と水滴が頰ほおを滑り落ちて絵を濡ぬらした。

　まだ乾ききってない油絵の具がそれを弾はじいて、水玉を絵の上で転がした。

　一いち陽ようがいなくなって、はじめて泣いた。

　どうしようもなく、漫画みたいな量の涙が溢あふれた。

　見ると、モモもまた泣き出していた。

「お父さんの中でいつまでも笑顔の子供のあなたがいたんだと思う……だって…………」

　最後の方は、涙で言葉になっていなかった。

「泣くなよ、モモ〜。みっともないだろ〜っ」

　ダニエルが主あるじの赫あかい靴をぽんぽんと何度もしっぽで叩たたく。

　これは彼流の慰なぐさめ方らしい。

　また笑えた。

　よく見れば、こんなにも小さくこんなにも脆もろい存在だったんだ。

　細い手足に、幼い声と幼い顔。

　オトナびた口調だが、モモはこんなにも小さい。

　不思議な死しに神がみ。人が死んで泣いている。

　涙を拭ふかないのは死に行く人への敬意と、彼女なりのつよがりなのかも知れない。

「ありがとう」

　と、涙のひとしずく、頰を濡らすおかしな死神の頭を大だい輝きは優しく撫なでた。

「泣き虫だな、君は」

　大輝は付け加える。

　すると、

「あと、おせっかいなんだよね」

　と言って、少女は涙目でも綺き麗れいに笑った。




　画家・幾いく間ま大輝の個展は大成功に終わった。

　特に、そのヒカリがまるでそこに存在するかのような画法は、高い注目と評価を得た。

　そして、一番最後に飾られた二枚の絵。

　一枚は、『子から父へ』というタイトル。

　もう一枚は、『父から子へ』というタイトル。




　あのときの父親の笑顔が、温かい声が、大きな手が大輝の中で鮮あざやかな色を付ける。




　──上手に描けたな。





I feel the light ‐ fin.
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　　　　♪




　また、雨が降った。




　激しい雨だった。

　土を、アスファルトをも削けずろうかという激しさだった。

　夕方だというのに辺りは暗く、普ふ段だんはまだ子供たちの声が聞こえるこの公園は今、土ど砂しや降ぶりの雨で、人影はおろか数メートル先の視界さえままならない。

　遠くの空でストロボがたかれた。低くなった空に走る雷光に目を眩くらまされる。

　遅れて耳鳴りを覚えるほどの轟ごう音おんが、その少年の小さな身体からだを揺さぶった。

　それに反応して少年の抱えた段ボールの中身が、がさがさ、と鳴る。

　中身が驚おどろいて暴れているのだ。

「……………」

　ぶかぶかの水色のレインコート。そのフードの中から少年は段ボールに視線を落とした。

　雨あま除よけにかぶせたビニールシートに水が溜たまってしまっている。

「……おまえが…おまえが悪いんだ………おまえがいなかったら……」

　少年は辺りを窺うかがった。

「………っ」

　意を決し、少年は段ボールをこの公園の中でも人目に付きやすいところに置いた。

　捨てた。

　それでも、少年の最期の親心のつもりだった。

「…………おれは…おれは……ッ」

　少年の肩が震ふるえた。

　さっきのカミナリのせいだろうか、決めたはずの心が揺れた。

　まだ、段ボールの中で〝アイツ〟が暴れている。

　おまえが…おまえが悪いんだぞ……っ。

　だから、おれは──

「──悪くないとでも言いたいわけ？」




　──リン。




　雨音でかき消されることなく、その鈴の音は、その声は直接、少年の頭の中に響ひびいた。

「えっ……？」

　心しん臓ぞうが飛び出るかと思った。

　目の前に、少年が捨てた段ボールのすぐ傍そばに白い服を着た少女が立っていたのである。

　こんな雨の中でも、その白い髪と赫あかい靴がぼんやりと浮かび上がっている。

　というよりも、少女自体がぽっかりと空間から浮かび上がっていた。なにしろ、少女を中心とした楕だ円えん状の部分が雨を弾はじいているのだから。

　そのときは一いつ瞬しゆん、幽ゆう霊れいかと思った。でもすぐにそのイメージは他ほかのモノと繫つながった。

　あまりにも不思議で、ありえない光景だったが、以前テレビで見た妖よう精せいと少女はよく似ていた。だから、少し見み惚とれたようになって自分の足元に黒猫がいたのに気付かなかった。

　闇やみに紛れるその身体からだに黄金の月のような瞳ひとみと、やけに目立つ鈴の付いた赤い首輪。ぴんと空に向かうしっぽは、先っぽだけが何な故ぜか白くなっていた。

　黒猫は少年を見上げ、一瞬睨にらむようにしたかと思うと──言った。

「アイツのこと殺す気か？」

　その声は少年と同じ歳とし頃ごろの子供の声に聞こえ、

「ヒッ!?」

　驚おどろきで腰が抜けてしまった。

　ね、猫が──喋しやべったッッ!?

　少年は雨でぐちゃぐちゃになった泥どろの上に尻しり餅もちをついた。

　綿の半ズボンが一気に水分を吸い込んで、ひやりとした感覚が身体を突き上げる。

「ダニエル。おいで」

　少女が猫を呼ぶ。姿は少年より少し歳上だと思わせたが、その声は幼いのにやけにオトナびて聞こえた。それはやはり少年にとって妖精のようなイメージがした。

「ふんっ！」

　黒猫は鼻を鳴らし、一いち瞥べつくれると少女のもとへ駆けていく。

　その少女はしゃがみ込んで段ボールのビニールシートに溜たまった水を手で払っていた。

「このまま雨が降り続けば、〝この子〟どうなるかな？」

　そう少女は呟つぶやいた。それは傍らの黒猫に言っているようで、少年に向けての言葉だった。

「どうなるっていうか、このままだったら絶対死んじゃうよ」

　黒猫はそう返すと、段ボール箱の側面を前脚でコツコツと叩たたいた。

「おーい、生きてるかぁ？」

　黒猫の問いに、箱の中身がガサガサと動いた。

「こいつ、まだ元気そうだよ。モモっ」

　器用にうれしそうな表情ではにかみ、黒猫は主あるじである少女の名を呼んだ。

「でも、このままじゃ。どうなるか判わからない」

　少女は少しうつむきかげんで言う。

「ったく、ボクの仲間をどうするつもりだ。このクソガキっ」

　今度は、黒猫は歯を剝むいて怒ったように少年を黄金の瞳ひとみで見つめる。

「…………っ」

　何のことを言っているのか、少年はよく判わかった。

　雨や泥どろ水みずではなく、じっとりと汗が噴ふき出して身体からだ中をさらに濡ぬらした。

「な、なんなんだよ、おまえらッ!?」

　苦し紛れとはまさにこのことだった。

　不思議な少女と猫に、自分がしようとしていることの言い訳ができなかった。

　その罪の重さが、次々と小さな少年の肩にのしかかってくる。

　一度は決心して、閉じこめた気持ちがまた大きくなってくる。

　〝憎さ〟が〝愛いとしさ〟にまた変わっていくようだった。

　だから、少年は一目散に走って、少女と黒猫の間に割って入った。

　それから、

「す、捨てるわけないだろ！　ちょ、ちょっと置いておこうかなって思っただけだ！」

　言って、箱を抱えると、出口に向かって全力で走った。

　なんだよ、なんなんだよ。

　おれは悪くないんだ。

　おれは悪くない。

　おれは……。

　おれは…………。

　そんなときだった。

　──聞こえた。

　それは〝彼女〟の声だった。

「──ッ!?」

　慌てて振り返る。

　そこに探し求める姿はなく、あの少女と黒猫の姿ももうなかった。

　気のせい？

　やわらかな綿毛のような声。

　そうだよ。そうだよな……。

　もう……いないんだ。もう……聞けないんだ。

　もう……おれを呼んだりしないんだ。

　どっかに行ってしまった、あいつは……。

　なんで、どうして……。

「ニャぁ」

　箱の中から、小さく弱い鳴き声がした。

　それは、あいつのやっかいな忘れモノだ。




　　　　♪




　それはまだ、ふたりだった頃ころ──




「おいっ、やっぱおまえらデキてんじゃねーか！」

「うっせーよ！　あっちいけ！　おまえらに関係ないだろ！」

　クラスメイトの男子たちの冷やかしに、瀬せ戸と公こう太たは精一杯のつよがりで怒鳴った。

　加えて、だぁーっ、と小学五年となり年季の入った傷だらけのランドセルを振りかざす。

　当てるつもりで振り降ろしたが空振った。ひゅーひゅー、とか言ってクラスメイトはさんざん冷やかしておいて、さっさと引きあげていく。

「ったく、あいつら。毎日毎日……マジでムカつくなッ」

　顔を真っ赤にしながら公太は、短めに刈られ、中学生の姉に無む理り矢や理りブリーチされた栗くり色の髪の毛をかきむしる。

「あんなヤツらの言うこと気にすんなよ」

　自分が一番気にしてるクセに、背後にかばうようにしていた少女に、公太はやはりつよがってそんなことを言った。

　薄うすい黄色のワンピースの少女は、綿毛のようにやわらかい声を鳴らす。

「うん。だいじょうぶ」

　言って、牧まき原はら麻ま依いはひまわりのような笑顔を見せた。

　彼女は年ねん齢れいの割に整った顔をしていた。クラスの女子よりも多少オトナびていたし、彼女自身も早く大人おとなになりたいと思っていた。

　一方の公太は、どっちでもいいけど、遊び倒せる分、子供の方がいいや。とか思っていた。

　そんな公太の目線と同じところに、彼女のクリッとした瞳ひとみがある。

　前は麻依の方が身長が高かった。今は、まだ成長期ではないにしろその入り口か、公太の背は伸びて、同じくらいになった。

　それに気付いた当初は「すぐに抜き去ってやる」と優越感にひたった公太だが、今ではこの目線が当たり前になっていて、いちいちそんなこと鼻にかけたりしない。

　鼻にかけても、別になんにもうれしくないことも判わかった。

　まだ、おんなじだし……。

「てゆーか。公太こそ無理して、わたしといっしょに帰んなくていいのに」

「それは麻依が、ほら昼休み…じゃなくて……。えっと、そ、その。い、いいんだよ！　んなことはべつにっ！　おれが帰りたくていっしょに帰ってんだ！」

　適当に言った科白せりふの意味がよく判わかってない公こう太たは、麻ま依いが少し頰ほおを赤くしていることを怪け訝げんに思ったが、まあいいや、と歩き出した。

「ほら、帰るぞ」

「うんっ」

　昼休み。麻依は保健室に行った。公太はそれを気にかけていた。特に彼女の場合は──

　公太の後ろを歩いて行く、麻依。

　両サイドで結ばれた彼女のやわらかな長い髪の毛が、歩くリズムで弾んで揺れた。

　心が温かかった。

　彼の器用ではないけど、あったかい気持ちがうれしかった。

　その帰り道。

　ふたりは、あいつと出で逢あった。




　　　　♪




　そいつの瞳ひとみは、その日の青い空の色とおんなじだった。

　透明なくらいにとても澄すんだ、ブルー。
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「ニャ〜」

　と、甘えた声で鳴くそいつは、ひとりでいた。

　くたびれた段ボール箱の中に敷しかれたタオル。そこがはじめて逢あったときのそいつの家だった。

「かわいい」

　と彼女は顔をほころばせた。

　麻ま依いは、段ボールの中のまだ小さな小さな仔こ猫ねこを抱き上げる。

　そいつはちゃんと三み毛けと判わかるしっかりとした風ふう貌ぼうをしていた。

　微かすかに震ふるえて怯おびえている仔猫を麻依はできる限りの優しさで抱いているようだった。

　段ボールには『拾ってあげてください』とかいうお決まりの文句はない。

　ここは住宅街からはずれた人ひと気けのない裏道だ。

　誰だれかに拾ってもらうことを目的としているとは思えない。

　けれど、この裏道は小学生たちが近道としてよく使っている。そのことを知っている者が、子供が好奇心でこの仔猫を拾うことを見越して、こんなところに捨てたのかも知れない。

　とにもかくにも、公こう太たと麻依はそいつを見付けてしまったのだ。

　これはふたりにとって、とても大きな出逢いだった。ところが、このときの公太にそんなことを感じられる余裕はなかった。

　──これは困った。

　麻依が抱きしめたまま仔猫を一向に離そうとしないのだ。

　うーん。まいったなぁ……。

　頭がヒリヒリする感覚を思い出していた。母親のゲンコ。




　公太と麻依は、半年前にも同じようなシチュエーションで仔猫を見付けたことがあった。

　そのとき軽い気持ちでふたりはその猫を家に連れ帰ったのだが、親にこっぴどく叱しかられたのだった。

　瀬せ戸と家では、母親に「どうせちゃんと面めん倒どう見られない」と言われた。

　そんなことないと嚙かみつく公太だったが、夜店で買ってきたミドリガメを陽干しにして二日で死なせてしまったことを突つかれ、ついには逆ギレる。

　しかし、わめき散らしたところで母親の特大ゲンコを頂ちよう戴だいすることになり、ＫＯ負け。

　続いて、牧まき原はら家に向かった。

　もちろん仔猫を飼うことを許してもらえなかった。

　ただ、瀬戸家とその理由は違った。

　麻依の母親は、彼女の身体からだのことを気き遣づかったのだ。

　麻依は小しよう児に喘ぜん息そくを患っていた。

　病状が出たのは、四年生になってすぐのことだった。

　夜中、突然の発作に苦しみだした麻ま依いを連れ、牧まき原はら夫婦は街中を駆け回った。

　救急の病院に駆け込むが、小児科医がいないことを理由に診察を拒否される。

　次の病院に行っても同じような理由で拒絶された。

　生死の境を彷徨さまよい苦しむ娘を助けようと夫婦は必死だった。

　最愛の娘の死が頭をよぎったとき、すがる思いでドアを叩たたいた小さな医院が看みてくれることになる。なんとか麻依は一命をとりとめることができた。

　そんなことがあって、両親は麻依の体調にとても敏感にならざるを得なくなっている。

　動物を飼うなど到底、許してもらえるはずがなかった。

　そんな気持ちをよく理解している麻依、辛つらそうな彼女の母親の表情を見た公こう太た。そのときはじめて彼女の身体からだの危うさを知った。

　ふたりは、なんともやるせない気持ちを抱え、仔こ猫ねこを元の場所に戻した。

　涙する麻依をなぐさめながら、公太も涙が出そうになるのを必死で我慢した。

　その気持ちを公太はしばらくして、すっかり忘れてしまっていた。

　男は、少年でも、青年になっても大人おとなになってもバカなのだ。

　弱いのだろう。辛い気持ちに負けて、押し潰つぶされそうになるから忘れるのだろう。

　けれど、女は違う。

　心はずっと繊せん細さいで、ちょっとだけ強くて。

　少年よりも早く、少女はきっとオトナになってゆくのだろう。




　麻依もまた、公太少年よりもずっと早くオトナになろうとしていた。

　彼女自身そうなりたいと思っていたし、病気や環かん境きようがそうさせていたのかも知れない。

　麻依は半年たった今もあのときの気持ちを忘れないでいた。

　あのときの仔こ猫ねこは、今いま頃ごろどうしているんだろう？

　誰だれかに拾われて幸せなのかな？

　ごめんね。

　飼ってあげられなくて。

　ごめんね。

　わたしは子供だから。

　ごめんね。

　麻依はあのときの猫を、今腕の中でしっかり抱きしめた仔猫と重ねていた。

「どうせ飼えないんだから、さっさと帰ろうぜ」

　公太は言った。

「…………」

　でも麻ま依いは答えず、じっと仔こ猫ねこを抱きしめたまま。

「だって、さあ。しょうがないじゃん。おれんちも麻依んちも飼えないんだからさぁ」

　困った風に公こう太たは言う。

　何度もなだめさとそうとするがうまくいかない。

　どうしたもんかなぁ。と考えあぐねていると、麻依が、グッと強く結んでいた薄うすい唇を開いた。

「この子、助けてって言ってる」

「は？　なにいってんだ、おまえ」

　猫の言ってることなんて判わかるわけないだろう、という意味だった。

「判るの。わたしには、ちゃんと判る」

　としかし、麻依ははっきりとした口調で言った。

「この子が助けてって言ってるから、わたしは助けたいの。だって……この子はわたしとおんなじだから……」

「………………」

　公太に麻依の科白せりふの意味は判らなかった。

　それでも彼女の痛いくらいの眼まな差ざしの真剣さはなんとなく感じていた。

　でもなー、やっぱ、ぜってー、無む理りだし。

　このままうちに連れて帰ったら、またかあちゃんに殴られるだろうなぁ……。

　イテェ。考えただけで、イテェ。

　割れるなきっと、頭の骨がまっぷたつだな。

　かあちゃん、馬ば鹿か力ぢからだから。

　どうすっかなー。

　麻依……。

　なんだよ、どうしたんだよ。

　そんな顔すんなよ。なんで、そんなにこだわってんだよ。

　判んねぇ。

　判んねぇ、けど──

　公太は思わず、

「だぁーっ！　もう、判ったよ！　おれんちの近くの神社で隠れて飼えば大丈夫だろっ！　たぶん。あそこ滅めつ多たに人こねぇし。なんとかなんだろっ！」

　そんなことを提案してしまった。

　ぱっと輝かがやく彼女の目に、やわらかな笑顔に、安心した。

「でも、あんまし、猫触りすぎるなよ。おまえはさ……」

「うん。判ってる！　ありがとっ、公太！」

　彼女を気き遣づかうが、公こう太たはこれからどうすればいいかなんてまったく考えてなかった。




　　　　♪




「牛乳でよくねぇ？」

「ダーメ」

「なんで？」

「だって、この本に書いてあるし」

「つーか、なんでおまえそんな本持ってんだ？」

「前に買ったの」

「前って、いつ？」

「べつにいつでもいいじゃん」

　公太が家から持ってきた牛乳を仔こ猫ねこに与えようとしたのを麻ま依いがとめた。

　その手に『よい飼い主になるには〈猫編〉』というタイトルの本があった。

　仔猫の世話について書かれたページが開かれている。

　麻依がこの本を購こう入にゆうしたのはもちろん、半年前のあの日の直後だ。それほどあの日の出来事が彼女に残した足跡は大きかった。

　近所の神社にはまったく人影はない。公太の予想通りだった。

　住宅街から少し外れ、しかもちょっとした長い階段をのぼっていった先にそこはあった。

　さらに念入りに、神社の本殿の裏側に仔猫の段ボールを隠す。

　せっせと本を片手に仔猫の世話を焼く麻依。一方、知ち識しきのない公太はじゃれ付いてくる仔猫の相手をしてやるくらいだった。

　そんなふたりの風景。

　彼女は言った。

「ブルーがいい」

「は？　なにが？」

　公太が訊きく。

「ほら、この子の名前、まだ決めてなかったじゃん」

「で、なんでブルー？」

「見てっ」

　麻依は仔猫を持ち上げ、公太の正面に向けた。

「ニャー」

　まだ公太には、仔猫が嫌いやがってるのかうれしがってるのか全然判わからなかったけど、ブルーと名付けられたそいつは鳴いた。

「この子の目。すごくキレイじゃない？　青くて、それなのに透き通りそう……。空みたいだから、ブルースカイのブルー。いいでしょ？」

「いいんじゃん？」

　なんとも興きよう味みなさげに公こう太たは頷うなずく。

　と、彼女は少し頰ほおをふくらませた。

「もう、しっかりしてよ。公太はお父さんなんだから」

「へ？　な、なんだよ、それっ!?」

「わたしがお母さんで、公太がお父さん。で、ブルーがわたしたちの子供！」

　彼女はちょっとだけ頰を赤くしながら、はにかんだ。

「え？　えぇぇぇ〜っ！」

　まだまったく子ガ供キの公太だが、『お父さん』なんて言われると急に責任重大な荷を背負ったような気がする。軽く考えていたが、無む理り矢や理りにでもゆるんだベルトを締しめ直さなければならない状況だった。

　責任感とともに、

「こうなりゃ、やるしかねぇな」

　というやる気まで、不思議と湧わいてきた。

　そして、とても幼い夫婦の前途多難な子育てがはじまった。




　　　　♪




　ふたりは朝、学校へ行く前に、早く家を出て神社に向かいブルーの世話。放ほう課か後ごもすぐにブルーのところへ。

　公太はなんだかんだで、はりきりすぎて昼休み中に学校から抜けだし、ブルーに逢あいに行くこともあった。

　が、何度かそれを繰くり返しているうちに、クラスのおしゃべりな女子に担任にチクられ、こっぴどく叱しかられた。それでもブルーのことは、死んでも言わない。

　あとでチクった女子を責めて泣かせた。結局、またそれで担任に怒られることになった。

　そんなめちゃくちゃな公太の行動は、何も目の前が見えなくなって、がむしゃらにやっていたわけではない。

　公太少年なりの考えがあって、よかれと思っていたからだ。

　ブルーのことも愛いとしく想おもうようになっていたが、とりあえずは第一に、麻ま依いに負担をかけないようにしようと気を配っていた。

　公太は彼女を守るんだと、心に決めていた。

　悲しそうな、麻依の顔。

　辛つらそうな、彼女の両親の顔。

　あんな顔をさせないと、子供心に立てた誓い。

　だから、クラスメイトの斎さい木きに、

「公こう太た。今日おれんちで、パーフリやろうぜっ。みんなでトーナメントやんだ」

　とか言われて、ちょっと、ちょっとだけグッときた。

　パーフリとは、子供たちの間で大流行しているカードゲーム『パーフェクト・フリーダム』のことだ。

　公太も小こ遣づかいのほとんどをこれに費やしている。

　けど、

「い…いい。おれ、用事あんだ。ごめん」

　と誘惑に打ち勝つ。

　しかし、斎木は不満そうに、言った。

「ったく。……おまえ、牧まき原はらとばっかり遊んでんだもんな」

「べつに、遊んでるってわけじゃ……」

「いいよ、もう。誘わねぇよ。そんなに牧原といたいんなら、さっさと牧原と結婚でもなんでもすりゃいいじゃんッ！」

　子供っぽい科白せりふは、子供らしい嫉しつ妬とからだ。

　斎木は、公太が何な故ぜ、麻ま依いとずっと一緒にいるかを何となく知っている。

　なにしろ、公太は斎木と一番の仲良しで、いつも一緒に遊んでいた。しかし、麻依が身体からだを悪くしてから公太は、麻依に付きっきり。

　斎木は多少事情を知っているとはいえ、親友をオンナに取られたような気がしていた。

　それも最近は特にだ。学校が終わるとほぼ同時に、ふたりともいなくなる。クラス中が公太と麻依の仲をおもしろおかしそうにウワサする。

　そういうのが、斎木にはウザくて仕方なかった。

　自分と一緒に遊んでいれば、冷やかされたりすることないのに。

　そう思って、斎木は何度も公太を誘った。けど、公太の答えはいつも〝ノー〟だ。

　いい加減、斎木も腹が立って、本当は前みたいにただ仲良くしたいだけなのに、怒鳴ったりしてしまった。

「わりぃ……」

　自分から離れていく親友の背中に、公太は、ポツリ、こぼした。

　なんだか、とても淋さびしかった。




　じゃれつく、ブルー。

　だが、父親である公太の顔にいつもの笑顔は見られなかった。

　ブルーは、日増しに元気よくなっていた。

　公こう太たも麻ま依いもそれを見るのが、とにかく楽しみだった。

　しかし、この日の公太に笑みはない。

　原因は、学校での斎さい木きとのやりとりだ。

　あの一件後、ふたりは教室でも、廊下をすれ違っても互いを避さけるようにしていた。

　ふたりとも本当は一緒に喋しやべりたいのに、一緒に遊びたいのに……。

　それを察した麻依は、何気ないフリして言った。

「たまにはさ、斎木くんたちと遊べばいいのに」

「いいんだよ。べつにさ。どうだっていいじゃん。あんなやつと…遊びたくねぇもん」

　あきらかにつよがっている。

　怒った風にしていたが、公太の目はどんよりと曇くもって、雨でも降りそうな天気だった。

「………………」

　彼女はなんと言っていいか判わからず、傍らのブルーを抱き上げようとした。そのときだ──

「……カハッ…!?」

「麻依…？　お、おい！」

　公太が麻依の様よう子すに気付いた。

　みるみる表情が苦しそうになってくる。

　──発作だった。

　息がうまくできなくなってしまっている。

「ちょっと待ってろ！」

　それに対して、公太は素早かった。

　麻依からブルーを引き離す。そして、彼女のランドセルにぶら下げられた巾きん着ちやく袋ぶくろを開くと中から、スプレー式の薬を取り出した。

「ほら、これ！」

　彼女の口にスプレーをあてる。

　それから少しでも楽になるようにと、公太は彼女の身体からだを自分の胸で受けとめながら、背中をさすった。

　しばらくして、彼女の様子は落ち着いてきた。

　公太は彼女の発作を何回か体験していた。それに彼女の母親から、発作のときどうしたらいいかなどを事前に教えてもらっていた。

　──守るって決めたんだ。

「だいじょうぶか？」

　公太はそっと彼女に言う。

「……うん…」

「おまえ、昼、薬飲んだか？」

「…………………」

「飲んでないのか？　おまえなぁ……」

「だって、四限が終わって保健室で寝てたから……」

「ったく……」

　公こう太たはため息をつく。

　と、

「……ごめんね」

　麻ま依いは目を伏せた。

「なんで、謝あやまる」

　公太はふてくされたように言った。

　以前の麻依なら、こんな風に謝ることはなかった。

　相手が男だろうが歳とし上うえだろうが、ひるまずに前へと出たものだ。

　今は、謝る癖くせ。

　それも身体からだを弱くしてからだ。

　彼女は、いろんな人に自分の病気のせいで迷惑をかけていると思っている。もちろん公太が迷惑だなんて思っているはずがない。

　けど、彼女が持っている元々の責任感が、彼女自身を許せなくさせていた。

　弱い自分は嫌いだ。でも逆に、どんどん弱くなっていく。

　強くありたい自分は、弱い自分をどんどん嫌いになっていく。

　強さが自分をさらに弱くする。

　公太もそんな弱気な麻依がイヤだった。

　でも、嫌いになんてならないし、なれない。

　笑っていたいし、当たり前でいたい。

　ふたりは、無言になっていた。

　風も吹くことをやめ、音のない世界に、

「ニャアっ」

　と鳴く無邪気なブルーの甘えた声だけが、やけに耳に大きく聞こえた。

「……ごめんね」

「だから、謝るなよ」

「でも……」

　弱いわたしでごめんね。

　そう、麻依は嘆いていた。

「いいんだよ……麻依は麻依だから」

　あいかわらず自分でよく判わかってない公こう太たの科白せりふだったが、麻ま依いの心には何事にも替え難いくらいにうれしかった。

　だから、一いつ生しよう懸けん命めい、笑顔を作った。

　もう、弱音を吐くのをやめようと思った。

　だって、こんなにもココロがあったかい。

　だいすきなひと。

　とても、たいせつなひと。

　まあるいキモチ。

　そっと、麻依は、公太の手をにぎった。

「ちょ、ちょっと、麻依！　は、恥ずかしいだろっ！」

　あせる公太。

「誰だれもいないじゃん」

　麻依は笑った。

「で、でもさぁ。あー、ほら、ブルーが見てるっ！」

「いいじゃん。わたしたちお父さんとお母さんなんだから」

「そ、そうだけど。さあ……」

「じゃあ、あとちょっとだけ」

「……ちょっとだけ…だからな……」

「……ありがと……」

　いろんな思いを込めた、ありがとう。

　この手のぬくもり、強くなれる気がした。

　離したくない。

　ずっと……。




　──リン。




　　　　♪




　その日、麻依は病院で検査を受けるため、学校を早退した。

「ブルーのこと、お願い」

　と頼む彼女に、

「まかせとけって！」

　公太は胸を叩たたいて応こたえた。

　よって、放ほう課か後ごのブルーの世話は公太ひとりですることになった。

　ホームルームが終わってすぐに、いつものように教室を飛び出す公こう太た。

　その後ろ姿を複雑な表情の斎さい木きが見送っていたのを公太はまったく知らなかった。

　今日は麻ま依いがいない分、ちゃんとブルーの面めん倒どうを見なくてはならない。

　何しろ自分は父親なのだ。

　あれをやって、これをやって、それから、あれもこれもと考える。

　いつも以上に、公太は張り切っていた。

　けれども、その勢いは空回りすることになる。

　口笛も吹けないクセに、口を尖とがらせながらごきげんに公太が段ボール箱の中を覗のぞくと、いるはずのブルーがいなくなっていた。

「ぶ、ブルー？」

　段ボール箱をひっくり返してみるも、もちろん転げ落ちてくることはない。

「ブルーっ」

　名前を呼ぶが、返事はない。

　風がざわめいて、神社裏の林を揺らした。

　まさかなぁ。

　でも、最近、ブルーのやつ元気があまりまくってるって感じだったからなぁ……。

　裏道で見付けたときは、弱々しかったブルーだが、公太と麻依の懸けん命めいな世話のかいあって、かなりの元気爆ばく発はつな感じになった。

　いや、元気になりすぎて近ちか頃ごろ、少々手を焼いていた。

　何にでも興きよう味みを示し、動くモノがあれば追いかけたり、飛び付いたりする。

　公太が蹴けったサッカーボールを最初は怖がっていたが、次第に慣れてくると何ど処こまでも追いかけるようになった。

　特に蝶ちようや落ち葉などヒラヒラと飛ぶモノに一番の興味があるようだ。

　これは困った。

　もし、蝶なんかを追いかけて林の中に入ったのなら、探すのに苦労するだろう。

　公太は、去年の夏、ここの林にカブトムシやクワガタを捕まえに入って、迷子になった苦い思い出があった。中に入ると薄うす暗ぐらくておもいのほか広いのである。

「ブルーっ！」

　試しに呼んでみるが、やはり、返事はない。

「マジかよ……」

　林の奥を見つめ、公太はため息をこぼしそうになる。

「クソッ！　ブルゥゥゥゥゥゥゥーッッ!!」

　なかばヤケクソになって、公太は大声で叫んだ。

　すると──

「ニャアっ！」

　なんだか間の抜けたタイミングで声が返ってきた。

　しかも予想していた正面の林の中からではなく、真ま逆ぎやくの背後からだった。

「あれ？」

　ちょっと拍子抜けしながら振り返る。

「ニャッ？」

　目が合うと、首を傾かしげ不思議そうにするブルー。

　ブルーは公こう太たのすぐ後ろにいた。ちょこんと座って、公太を見上げている。

　いつの間にか、こんな近くにやってきていたのだ。

　きっと公太が呼ぶ声につられて、離れたところから戻ってきたのだろう。

「ったく、しょうがねーなー」

　と、公太がブルーを抱き上げようとしゃがんだ。しかし、

「ニャッ」

　差し出した両手から、するりとブルーは逃げていってしまったのである。

「おい、ブルー」

　もう一度、手を差し出すが、

「ニャッ」

　また、逃げられた。

　どうやら、ブルーは遊んでもらっているつもりらしい。

「おい、コラ。ブルーっ」

　少し怒った風に言って手を伸ばす。それもかわされる。

　何度も捕まえようとするが、その度、ブルーはちょこちょこと動き回って逃げてしまう。

　公太がやっきになればなるほど、ブルーは巧みに公太の手を逃れる。

「ぶ、ブルぅぅぅっ！」

　もはや怒鳴りすぎたのと、息が上がるので、喉のどが嗄かれていた。

　ハアハア、と肩で息をするのも疲れるほどだ。

　そして、ようやく、

「だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ〜っっ！」

　倒れ込むようにして、公太はブルーを捕まえることができた。

　ブルーも飛んだり跳ねたりして、幾分、満足したのか、すっかりおとなしくなった。

「…………………」

　どっぷり疲労した公太が家路についた頃ころには、もうどっぷりと陽ひが暮れていた。

　今日はやけに長く感じる家までの道のり。

　公太は、ブルーのことをちょっとだけ〝わずらわしい〟かも知れないと思うようになる。




　　　　♪




『今日は全国的に晴れて、傘のいらない一日になるでしょう』

　そんなお天気おねーさんの声を朝、微かすかに聞いたのを公こう太たは不意に思い出した。

　授業中、よそ見して覗のぞいた窓ガラス越しの空は青く、様々な形の雲を自由に浮かべている。そんな頭上の海は何ど処こまでも遠く広い。

　なんだか雲の形が大好きなオムライスみたいで、急に空腹感がした。

　こうなるともう勉強どころではない。

　それを増幅させるように、今日の（てゆーか、わりといつもだ）算数の授業も退屈だ。

　公太の成績は悪くはなかったが、そんなによくもない、中の上。机に向かってじっとしているよりも運動している方が楽しい、ごく普通の少年だ。

　そう、ごく普通の少年なのだ……。

　雲を見ているとよけいお腹なかが空すきそうだったので、公太は黒板に視線を戻した。と、

「げ、やべっ」

　よそ見している間に、ことのほか授業は進んでいた。

　あわてて黒板の文字やら図形やらをノートに写そうとするも、なんと担任の教師がまだ写してない部分をどんどん消してしまっている。

　公太の担任は、ノートを取っているか、ときどき抜き打ちで調べることがある。取ってないとバレれば、一週間、朝早くきて教室の掃除をさせられることになるのだ。

　ブルーの世話があるから、なんとしてもこれは回かい避ひしたい。

　しかし、麻ま依いにノートを見せてもらおうにも席が離れている。それならあとで写させてもらえばいいのだが、この授業中にバレればジ・エンドである。

　やっべ〜、どうすっかなぁ……。

　すると、トントンと後ろから背中を突つつかれ、振り返ると、

「これ見ろよ」

　斎さい木きだった。

　今までの授業を写し取ったノートを差し出していた。

　ふたりはあの一件以来、一言も言葉を交わしてなかった。

　目が合っても、すぐに背けてしまっていた。

　でも、彼はやっぱり公太のことを嫌いにはなれなかった。

　それは公太も同じだ。

　なんとかして、以前のような関係に戻りたいと。

　それは、きっかけだった。どんなことでも、ささいなことでもいい。

「さんきゅーっ！」

　なんだか気恥ずかしさを感じつつも小声で礼を言う公こう太たに、少し照れながら斎さい木きは笑った。

「そこ、なにやってるの？」

　公太たちの様よう子すに気付いた担任から声が飛んだ。

『──なんでもないですっ！』

　公太と斎木は申し合わせたように、綺き麗れいにハモって言った。

　それが、このところギクシャクしていたはずのふたりの呼吸が、あまりにぴったりだったので、クラス中がどっと湧わいた。

　本来、快活で人気があってクラスの中心だったふたりだ。

　コンビがまた戻ってきたんだと、クラスの誰だれもが感じた。

　アハハ、とふたりは頭をかいて互いに笑い合う。

　そんなふたりを見て、麻ま依いはよかったと心底思った。

　また、仲良くできたらいいなと思った。

　公太、よかったね。




　公太と斎木は、離れていた時間を埋めるように、ずっと話し合っていた。

　やっぱり男は単バ純カだ。でも、その単純さが便利だったりする。ちょっとしたきっかけで、わだかまりもためらいも何も失なくなってしまう。

　あーだこーだとゲームの話、テレビの話、サッカーの話、どうでもいい話もした。

　とりわけサッカーの話は盛り上がった。

　ふたりとも四年生まで学校のサッカークラブに所属していた。が、公太は麻依のこともあったし、それにイジメられていた友達を上級生から助けようと殴り合いの喧けん嘩かの末、加勢してくれた斎木ともどもクラブをやめた。

　斎木を巻き込んでしまったこの事件も、公太が彼に対してギクシャクした要因のひとつにあった。

　それでもまだふたりはサッカーが好きだった。体育で一番燃えるのはサッカーのときだ。

　そんなサッカー談だん議ぎの中、斎木が思い出して言った科白せりふに、公太の心は大きく揺れた。

「そういえばさ。今日の放ほう課か後ご、三組のヤツらと試合するんだけど、メンバーがひとり足りなくなっちゃってさ。だから、公太やんねぇ？」

　もちろん、きてくれるよな。というような斎木の視線に、公太は少しためらった。

　放課後はダメだ。ブルーの世話をしなきゃ。

　今日は、麻依もいるし。

　でも……でもなぁ……。

　ちょっとだけ、ブルーの世話が面めん倒どうかも、と思ってしまっていた。

　わずらわしいと感じてしまっていた。

　自分は父親なんだからと張り切りすぎたことが、逆に彼を疲れさせていた。

　麻ま依いのことに、ブルーのこと、斎さい木きのこと、まだ幼い公こう太たには大きすぎる負担だったのかも知れない。

　ちょっとだけ……。ちょっとだけなら、いいよな。

　そんな思いが湧わいてきた。

　今日一日くらいなら、どうってことないよな。

　そうだよ。一日くらいなんてことない。

「判わかった。おれが出てやるよ」

　言ってしまった。

「マジで。やった！　公太がくれば絶対勝てる！」

　斎木は本当にうれしそうに期待した表情で声を弾ませた。

　そんな親友との時間に、公太もこれでいいんだ。やっぱり。などと思った。

　そこにもう、父親と感じた責任感は失くなっていた。ひとりのまだ小学五年生になったばかりの幼い少年がそこにいた。




　　　　♪




「──だからさ、わりぃ！　どうしてもおれが行かなきゃなんなくなって……ごめん！　ブルーの面めん倒どうは麻依ひとりで見てくれねぇ？」

　ペコッと頭を下げた公太に、麻依は、

「うん。判った」

　あっさりと了承した。

「マジ、わるい！」

「いいよ。わたしもきのうは公太にまかせちゃったしさ」

　彼女は微ほほ笑えんだ。

「んじゃさ、頼むな！　おれ、もう行かなないと！　んじゃっ」

　教室を出ていこうとした公太に、麻依は呼びかけた。

「──がんばれ、お父さんっ！」

　彼女としても親友との仲を取り戻した公太を精一杯の笑顔で送りたかった。

　麻依の応援の声に振り返る公太。

　やわらかい声と、ひまわりの笑顔。

　麻ま依いの言葉に、急に父親だったという責任を思い出した。

　しかし、

「公こう太た、行くぞっ！」

　斎さい木きの呼ぶ声が聞こえた。

「……じゃ、行くから」

「うん。じゃね」

「おうっ」

　手を振る麻依に背を向け、斎木のあとを追って教室を飛び出した。

　ただ、そのときの麻依の笑顔が目に焼き付いた。

　笑顔なのに──とても淋さびしげだった。

　一いつ瞬しゆん、胸が締しめ付けられて呼吸ができなくなるかと思った。

　ただの気のせいだったのかも知れない……。

　でも、そんな気分も校庭に着く頃ころにはすっかり忘れてしまう。

　久しぶりの、親友とのサッカーにすっかり昂こう揚ようしていた。




　　　　♪




　ブルーは、母親の少女の手に抱かれ、暗い段ボール箱から出た解放感にうれしくなった。

　と、目の前を行く何かヒラヒラしたモノがあった。

　あれはなんだか楽しげで、好きだ。

　母親の手から、もがいて抜け出すと、ヒラヒラを追いかけることにした。

「あ、ブルー。そっちはダメだって！」

　母親の声も届かない。

　ブルーは夢中になっていた。




　それまでの青空ブルーが噓うそのように、薄うす暗ぐらい雲がかかりはじめた。




　　　　♪




「ぐわーっ！」

　突然の雨だった。

　激しく、シャワーでも浴びているかのような雨。

　サッカーどころではなくなった公こう太たたちは、すぐに解散して家路についた。

「せっかく勝ってたのに！　だいたい、おねーさん、雨降んねぇっていってたじゃんか!!」

　今け朝さのお天気おねーさんの無責任な笑顔を恨めしく思いつつ、公太は急いだ。

　全力疾走で通りを、ブルーと逢あったあの裏通りを抜け、ようやく家に辿たどり着く。

　その頃ころには、頭からつま先、ランドセルの中までぐっしょり、全身＋αアルフアずぶ濡ぬれ。

「あーあ、最悪だぁ〜……」

　今日、斎さい木きと仲直りするきっかけになった授業を写したノートも、雨にやられて何がなんだか判わからなくなってしまっている。

「ダメだ……読めないし……。つーか、めくれない……」

「ちょ、ちょっと、あんたそんなビショ濡れでなにやってんのよ！」

　公太の声に玄関にやってきた母親は、プールにでも飛び込んで上がってきたようなその姿に啞あ然ぜんとした。

「なにって。いきなり雨、降ってきてさー」

「知ってるわよそんなこと、いいから早く服脱ぎなさいっ。風か邪ぜ引くわよ！」

　言って母親は、脱衣所からタオルを持ってくる。乱暴にタオルで公太の頭をゴシゴシ拭ふきながら、てきぱきと濡れた服を脱がせていく。

「いてぇよ。そんな強くやんなくてもいいからっ！　だから、痛いって！」

「こんなちゃらちゃらしたアタマして、ちょっとくらい我慢しなさい！」

「関係ないだろ！　だいたい、これ、ねえちゃんにやられたんだし！」

「あぁもーっ！　あんたはそうやってすぐに他人のせいにする！　悪い癖くせだよ」

　息子の欠点ともいうべき箇所を指摘する母親。

　公太は少しふくれっ面つら。

「なんて顔してんのよっ！」

　母親は平手で、パコンと公太の頭をぶって、キッチンへ入っていってしまった。

　間もなく、カチャリ、とナベを火にかける音がした。

　たぶん、ココアだ。

　母親の入れるココアは美お味いしかった。

　身体からだの中からも、温める作戦だな。

　やるな、かあちゃん。

　とか公太はひとりごちながら、いったん二階の自室に上がってから、部屋着に着替える。

　すると、不意に、電話の音が鳴った。

　耳慣れた電子音が家中に届く。

　そのけたたましさがやけに今日は響ひびいて、耳の奥に障った。

　雨が窓を叩たたく音、風が景色を揺らす音、脈を打つ鼓動の音、電話の音。

　不協和音。

　何な故ぜか急に、胸むな騒さわぎがした。

　ドクドク、ドクドクドク、と動どう悸きが速くなる。

　雨の激しさにシンクロする不安感。

　母親が電話に出たらしく、電子音がやんだ。

　それでも、動悸は続いていた。

　公こう太たは、リビングに向かった。

　電話に出ている母親の姿はなかったが、テーブルの上に湯気立つコーヒーカップがあった。

　もうココアはできあがっていた。

　そうだ。不安は、あったかいココアと一緒に、飲み込んでしまおう。

　そう思った。

　しかし、立ち昇る湯気と同じ、モヤモヤが公太の中で大きくなる。

　ザァー……。

　と、外から、まだ降りやまない雨音がしていた。

　湯気の向こうに覗のぞくカップの中の茶色の液体。

　顔を上げる。

　そのとき、また電子音が鳴った。今度は電話を保留する音だ。

　メリーさんの羊。その軽快で楽しげなメロディが、まるでレクイエムのように聞こえた。

　音がこっちに近づいてくる。

「ねえ、公太」

　コードレスの受話器を持った母親が、リビングに入ってきた。

　公太がそっちに向くと、母親は訊きいてきた。

「あのさ、麻ま依いちゃんのお母さんからなんだけど。麻依ちゃん何ど処こ行ったか知らないかって」

　え──？

「まだ家に──帰ってきてないんだってさ」

「──ッ！」

　その言葉を聞くか聞かないかのうちに、公太はかけていたテーブルの椅い子すから飛び降りた。

「ちょ、ちょっと、公太！　どうしたの!?」

　何事かと驚おどろく母親に、公太は何も言わなかった。

　きっと、あそこにいるんだ。

　あそこのことはふたりだけの秘密。──誰だれにも言えない。

　傘を二本ひっ摑つかんで、公太は土ど砂しや降ぶりの中を走り出した。

　とにかく、急げ、急げ。

「くそ、くそ、くそっ！」

　全力よりももっと出せ、力を出せ。

　走れ、走れ、走れ。

　不安感の原因はこれだったんだ。

　麻ま依いっ！

　途中で、ウザったくなって差していた傘を閉じた。

　また全身を雨に打たれるが、もう気にしてなんかいられなかった。

　麻依！　麻依！

　神社の階段を這はうようにして、四本脚の獣けものみたいに駆け登る。

　一気に階段を制せい覇はし、辿たどり着いた。

「ニャー」

　ゆるい鳴き声。

　ブルーは、雫しずくを垂たらしながら自分のことを覗のぞき込んでいる公こう太たを不思議そうに見返した。

　神社に麻依の姿はなかった。

　段ボール箱の隠れ家に、ブルーがひとりでいた。

　さすがにこの雨だ。ちゃんと箱の中に入っていた。

　よかった──と公太は安あん堵どした。

　やっぱり、麻依はもう家に帰ったんだ。確かに麻依はここにきていたようだけど。

　その証拠に雨あま除よけとして、段ボールにかわいらしいハンカチがかけられていた。

　麻依のモノだ。

「はー。なぁ、ブルーっ！」

　きょとんとしているブルーを抱き上げ、ほっとして気がゆるんだ。

　心配しすぎだったのかもな。

　どっかで……すれ違ったのか……？

　あーあ、疲れた。

　……げっ。やべっ。こんな濡ぬれてたら、今度は本気でかあちゃん殴るだろーなー……。

　ま、しょうがないか。

　それでもまだ不安の残る公太は、ちゃんと麻依が家まで帰ったのかを確かめるため、彼女の家に行くことにした。

　母親のゲンコを覚悟しながらだったが、怒りの裁きを受けることはなかった。

　現実は過か酷こくで、非情で、痛かった。




　麻依の家の前に、赤いランプが光っていた。

　クルクル、回る赫あか。

　雨に弾はじかれて、散乱するその灯ひ。

　それを見物するようにちらばって咲く傘の花。

「……………………」

　公こう太たは呆ぼう然ぜんと走り出したその後ろ姿を見ることしかできなかった。

　白い車体。赤いランプ。

　離れていくそれは紛れもなく救急車両。

　──麻ま依いを乗せていた。




　それは、あっけなかった。

　瞬まばたきの間、一いつ瞬しゆんに通り過ぎる時間のように。

　そして──彼女は逝いった。

　牧まき原はら麻依は、十年と数ヶ月という刹せつ那な的なほど短いその生しよう涯がいを終えた。




　　　　♪




　その日のすべてを後悔して、巻き戻って欲しいと願った。

　こんなにも、こんなにも強くお願いしたのに、誰だれも聞いてくれなかった。

　自分の想おもいを世界は踏みにじるように無視したんだ。

　公太は唇を嚙かみしめた。

　すべてが遅すぎて、そのクセ追いつけないスピードで進んでいく。

　麻依が死んでしまった。

　持病と、極度の緊きん張ちようや疲ひ労ろうからくる急性気管支炎が原因らしい。

　それで死んだ。

　死？

　死ぬって、何だ？

　死ぬって、何だ？

　苦しいことか？　悲しいことか？

　辛つらいことか？　暗いことか？

　痛いことか？　誰かがいなくなることか？

　なんだよ、なんだよ、それ。

　ぜんぜん、判わかんねぇ。

　だって、涙も出てこないんだ。

　葬そう儀ぎの日。祭さい壇だんに飾られた写真の中の麻依は笑顔だった。

　なんで、そんなに笑える？

　なんで、みんなそんなに涙を流せるんだ。

　おれは──笑えないのに、涙も出てこない。

　それは、まだ少年の公こう太たには、麻ま依いの死が受け入れられないせいだった。

　あまりにも唐突で。あまりにも噓うそみたいで。

　ほら、今だって、すぐに自分を呼ぶあのやわらかい声が聞こえてくるみたいだし。

　借りたままのコミック本を返さないといけないし。

　一緒にやろうって言ってたゲームソフト……まだ発売してないんだぞ。

　なのに──

　学校の下げ駄た箱ばこ。

　彼女の靴がなかった。

　教室の机。

　誰だれも座ってない。

　淋さびしげな花だけが咲いていた。

　いつもの帰り道。

　ひとりで歩いている。

　傾いた太陽。

　長く伸びた影。

　ひとつだけ。

　巻き戻れ、時間。

　ぜったい守る。って、決めてたんだ。

　以前、麻依も公太と同じぐらい活発で元気にそこら中を走り回っていた。けれど、病気のせいで公太たち男子と、間もなくして女子と遊んでいてもついていけなくなった。

　徐々に友達の輪からも離れていく麻依。

　そんな彼女を想おもって公太は、彼女のことを守ってやろうと決めた。

　自分が友達たちと麻依を繫つないで、麻依を絶対独りにしない。

　なのに……。

　だから、巻き戻れ。

　守れないなんて、噓だろ。

　守れなかったなんて……噓にしてよ。

　巻き戻って、時間──




　あのとき──

　麻依は、公太と別れてひとりで神社に行った。

　ブルーの世話をしたり、少しだけ遊んだりして、そろそろ帰ろうとしたときだった。

　彼女の手から突然、ブルーが抜け出してしまった。

　蝶ちようを見付けて、それを捕まえようとしたのだ。

　そのまま林の中へと入っていってしまったブルーを追って、麻ま依いも林に踏み入った。

　薄うす暗ぐらい林の中で、麻依はブルーを見失った。

　方向感覚も失なくなり、彼女は完全に迷ってしまっていた。

　そして彼女は自分自身の身体からだの異変に気付いた。その不安感からだった。

　呼吸が……できない。

　追い打ちをかけるように、ついには雨まで降ってくる。

　その雨は、木々の葉の傘を突き抜け、土を、彼女を打った。

　雨の中、麻依は体調を悪化させてしまう。

　苦しくなる呼吸。狭まる視界。重くなる身体。

　独り……。

　誰だれもいない。

　どれだけの時が経たったのか判わからない。

　何ど処こに行けばいいのかも判らない。

　苦しい…苦しい……。

　ヒィ、ヒィ、と喉のどが嗄かれたような声──音が洩もれる。

　彼女は切なくなって、淋さびしくなって、心細くて、大好きな人の名前を呼んだ。

　──公こう太た……公太……。

　いつでも自分のことを守ってくれて、自分のことを想おもっててくれる。

　彼が太陽のように照らしてくれるから、自分はひまわりのように咲いていられる。

　大切な人。

　でも、今日彼は親友と仲直りができた。その邪じや魔まはできない。

　これ以上、彼の負担になりたくない。

　だから、がんばらないと。

　わたしは、お母さんなんだから──

　だよね……公太……。

　彼女は残された力を振り絞って歩き出す。

　そして、ようやくブルーを見付けた。

「…ブルー……おうちに……戻ろっか……」

　やさしく笑った。

　震ふるえる手でブルーを抱きとめ、段ボールの家に戻した。

「…雨…強いから……ゲホ…ごめんね。ハァハァ、こんなモノしかないけど……濡ぬれないようにしてくからね……ごめんね、ゲホゲホ。お母さん、もう…帰らなく…ちゃ……」

　彼女は雨の中を歩いていく。

　ちゃんと帰らないと、みんな心配するから。

　公こう太た、お母さん、お父さん……。

　呼吸が困難になり、フラフラしながらも、彼女はがんばった。

　しかし、ようやく家に辿たどり着いたところで、麻ま依いは力尽きてしまった。

　公太……。

　暗くら闇やみの中、その名を呼ぶ光は永遠に消えることのないメッセージ。

　言葉のない手紙。

　ずっと、笑っていたかった。

　彼の一番近くで、彼の傍そばで。

　ごめんね。

　わたしが弱いから。

　ごめんね。

　ブルー。

　ごめんね。

　公太──




　お願い。伝えたいの。

　最期に伝えたい。

　彼が誰だれかを傷付けて、それ以上に自分を傷付ける前に。

　お願い……。




　──リン。




　　　　♪




　どうしたらいいんだろう。

　誰か教えて欲しい。

　悪いのは、おれだ。

　なのに、なんで麻依が……。

　おれが、麻依をひとりで神社に行かせたから。

　おれが、サッカーに行ったから。

　最後に別れたとき、すれ違った視線。

　耳に残る声。

　やわらかで、あったかくて。

　淋さびしげな瞳ひとみ。

　ちゃんと、バイバイもしてない。

　言えなかった。

　あのとき、斎さい木きの呼びかけに応こたえなかったら。

　ノートを写していたら。

　よそ見なんてしなければ。

　隠れてブルーを飼おうなんて言わなければ。

　ブルーを拾わなければ。

　仔こ猫ねこなんて見付けなければ。

　あの日、あのとき、あんなところに仔猫がいなければ。

　そうだ。そうだよ……アイツさえいなければ、麻ま依いが死ぬことなんてなかったんだ。

　アイツがいなかったら、よかったんだ。

　悪いのは……悪いのは、アイツだ！

　いつしか、麻依を守れず死なせてしまったという責任の対象が、自分自身からブルーへと変わっていった。

　こんなところで、彼の母親が注意していた〝悪い癖くせ〟が出てしまった。

　麻依がいなくなって最初のうち、公こう太たは混乱しながらも、ひとりでもブルーの世話をしようと思った。

　だが、ブルーは公太の手にあまった。あまりにも手がかかり、ひとりっきりの小学生では相当な負担になった。

　終しまいには麻依の死をブルーのせいにする。

　それは本当の憎しみではない。もっと別にある。

　守れなかった心の傷を隠そうとしていた。

　何かを憎んだりすることで、ごまかそうとしていた。

　そんなことをしても傷は消えることはない。

　何をしても、どんなことをしても麻依が帰ってくることはない。

　しかし、それを判わかるにはまだ公太は幼かった。

　そして、公太はブルーを──捨てることにした。




　彼女がいなくなったあの日と同じ激しい雨が降っていた。

　意を決して、鬼の心でブルーを捨てた。

　心に、悪いのは全部アイツなんだと言い聞かせて。

　それなのに、少女と黒猫が現れた。

　心の中を覗のぞかれたみたいだった。

　怖くなって、公こう太たは逃げた。

　逃げて、逃げて、逃げて。

　ブルーを隠れて育てていた神社にやってきた。

　本当はもうここにはきたくなかった。

　ここは、なんだか麻ま依いの匂においがした。

　切なすぎる、どうにも胸が痛くなる優しい匂い。

　なのに、よく判わからないが、ここにきていた。

　導みちびかれるように、公太は林の中に入っていく。

　奥へ奥へと、がむしゃらに進んでいく。帰りの道など憶おぼえてなかったし、気にする余裕もなかった。

　と、雨で軟らかくなった土に足を取られる。

「わっ！」

　勢いよく転んで泥どろだらけ、抱えていた段ボール箱も放り出してしまった。

　そのショックで段ボールの口が開いた。

　中から、ひょっこり、ブルーが顔を出す。

「…………っ」

　目が合って、なんだかひどい罪悪感が公太の胸を突き刺した。

「ニャっ」

「お、おいっ」

　ブルーは公太から逃げるように、さらに奥へと行ってしまう。

「ぶ、ブルーっ！」

　なんだよ。

　なんで、おれは追いかけるんだ？

　このままにしておけばいいじゃんか。

　なんで、追いかけてんだよ！

　わけが判らなかったが、身体からだが無む意い識しきに反応している。

　すると、ブルーが立ち止まっているのを見付けた。

「ブルー……」

　ゆっくりと近付いた。




　──リン。




　闇やみが闇を吐き出した。

　いや。猫だ。さっきの──黒猫だ。

「おー、元気じゃないか。あんな窮きゆう屈くつなところに入れられて、辛つらくなかったか？」

　黒猫が訊きく。

　ブルーは、ニャァ、と鳴いてそれに答える。

　そんな中、闇やみから湧わき出るようにして白が──白い少女が現れた。

「あら。また逢あったね」

　少女は薄うすく笑った。

「……………あ、あ…あ……」

　ガタガタ、と鳴って口がうまく動いてくれない。

　腰が抜けそうになるのをなんとかこらえていた。

「お、お、お、おばけ……」

　やっと口が動いたが、公こう太たが言えたのはそれくらいだった。

　やっぱり！　妖よう精せいなんかじゃない！

　対して、黒猫が怒って言った。

「こら！　ガキ！　おばけとはなんだ、おばけとは！」

　黒猫は器用に二本脚立ちで、公太に近付いてくる。

　ますます怖くなった。

「モモはなぁ！　こんなでも立派な〝死しに神がみ〟なんだぞ！　えーこらっ」

　言って、黒猫は二本脚で立ち上がると、しっぽを前にやってきた。

　一部分だけ白くなったしっぽを前脚でキャッチする。

　すると、そのできた〝環わ〟の向こう側が、歪ゆがんで見えなくなった。

「ほら、モモっ」

「なに？」

　勢いよく、少女を呼んだのに訊き返されて、黒猫はズルッと滑りそうになる。

「なに言ってんだよ！　ＩＤカードっ！」

「べつによくない？　だいたい判わかんないんじゃないの、この子？」

「とにかくやんないとカッコつかないじゃないか！　ほーらーっ！」

　黒猫がうながすと、やれやれ、といった風に少女は環の中に手を突き入れた。

「はうあっ！」

　それに黒猫が大おお袈げ裟さに反応する。

「あんたがそんなだから、やりたくないの、あたしは……」

「だ、だいじょう……はうっ…ぶ……だかぁらぁ〜……」

「ハァー、もう……」

　やれやれと、少女が手を引き抜いた。その手には白いカードケースがあった。

　少女は、それを開いて公こう太たの目の前に見せる。

　提示されたカードに書かれている文字が公太にはよく理解できなかった。ただそのうち、二文字だけがやけに目に付いた。唯一知った言葉。

「どうだ！　〝死しに神がみ〟だぞっ！」

　黒猫はさっきまでヘロヘロだったくせに、今度は、えっへん、と胸を反そらせて自慢げに主あるじを讃たたえる。

「………死神って…………パーフリにそんなキャラいた……？　あ、もしかして、それレアカードか？　見たことねぇぞ、そんなもん！」

　としかし公太は黒猫の言う単語の意味を間違ってとらえてしまった。

　ＩＤカードを見て、カードゲームを連想してしまったのだ。

　黒猫の反っていた身体からだはその勢いで、後ろに倒れてしまう。

「あ〜あ〜あ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]………って、ぎゃふん！」

　黒猫は、ひとりバックドロップという荒技を完成させた。

「ちょっと、なにやってんのよ。ダニエル」

　完全に、あきれたように少女が言った。

　今度は少女がこちらに近付いてくる。

　その腕の中に、ブルーを抱きかかえていた。

　あっ、と思ったが公太は口に出さなかった。

　少女は、ブルーと一緒にグロッキーになっている黒猫も抱える。

「あたしは──死神ってゆうのは、死を与える者のことよ」

　少女は言った。

「死を…与える？」

　公太は少女の言葉を口の中で繰くり返した。

「そう。言い換えれば、命を奪う者──かな」

　真っ正面に立ち、公太より少しだけ高い目線で少女が見おろしている。

「命を奪う……!?　はっ？　なに言ってんだよ、そんなこと──」

　身体が浮いていた。

　いや、見えない力で後方へ激しく吹っ飛ばされた。

「ワァァァァァァァァァァァァァァッッッ!?」

　ゴロゴロと転がって、樹きの根本に頭をしたたか打ち付け、やっととまった。

　頭部の衝しよう撃げきなど、母親のゲンコに比べたらなんのことない。

　それよりも、今のは──この妖よう精せいのような少女の仕業なのか!?

　すると、黒猫が、

「モモ！　なにやってるんだよ！　あの子に頼まれたことと違ッ──ぎゃふ！」

　何か言おうとするもあえなくボールのように少女に軽く一いつ蹴しゆうされて、ゴロゴロと転がった。

　少女が公こう太たに近付いてくる。

　何も言わず、冷たい目で、鈍にび色いろのカマを突きつけ言った。

「ガタガタ言ってると、あんたも──殺すよ」

　みるみる公太の顔が青ざめていった。

　怖い。

　じっと少女は公太の目を見る。不意に視線をはずし、手に持っていたブルーに向いた。

「この猫、かわいいじゃん」

「べ…べつに……」

　公太は恐怖心と戦いながら声を振り絞った。

「ほら、この瞳ひとみとか、ブルーだし。キレイ」

「……べつに……か…関係ない……」

　少女は公太の反応を確かめ、ひとつひとつ言葉を発しているようだった。

「そうなんだ。じゃあ、こいつ──殺しちゃってもいいよね」
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　　　　♪




　雪のように白い少女は、氷のように冷たい科白せりふを地上に降らせた。

「──ヒッ！」

　後ずさろうとするが、木の幹に当たってそれ以上下がることはできない。

　そんな公こう太たを見おろし、少女は笑みをたたえている。

「あたしの仕事は魂を奪って、それを持ち帰ること。だから、この猫を殺すの……。いいよね、べつに」

　いつの間にか、公太に向けられていたカマの鋭するどい刃が、ブルーに向いていた。

「ニャア」

　自分がどんな危険にさらされているのか、まったく判わかっていないのかブルーは場にそぐわない、かわいらしい声で鳴いた。

　視線がぶつかる。

　麻ま依いがその瞳ひとみのあまりの美しさにその名を与えた目で、ブルーは公太を見ていた。

「ニャア…」

　まるで公太のことを呼んでいるようだ。

　助けなきゃ！

　仕し舞まい込んでいた気持ちが蘇よみがえってくる。

　麻依とふたりでいた時間。

　ブルーに振り回されたけど、すごく楽しかった。

　やさしい気持ちと、あったかい声で、やさしくなれたとき。

　彼女は言った。

『わたしがお母さんで、公太がお父さん。で、ブルーがわたしたちの子供』だと。

　あの笑顔のために、あの春のような温かさのために、自分がやれることは、

　──なんだ？

　切っ先がもうブルーに触れようとしていた。

　……おれが、やるのか？

　やれるのか？

　やるんだ。

　やらなきゃ！

　だって、おれは……おれは──

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁあああぁぁぁぁぁぁッッッ!!」

　がむしゃらに一心不乱に公太は飛びかかった。

　少女から、ブルーを取り戻すために。

　ぐちゃ、と土の上に滑り込んだとき、公こう太たの手の中にはしっかりと──ブルーがいた。

「殺させない！　だって…だって、おれは──こいつの〝お父さん〟だからッ!!」

　泥どろだらけの顔で公太は叫んだ。

　と、意外なほどあっけなく、あっさり、

「やればできんじゃん」

　少女が微ほほ笑えんだ。

　さっきまでの冷笑が噓うそみたく、やわらかく笑った。

「へ？　へっ??」

　なにがどうしたんだ？

　拍子抜けを通り越して、空間ごと別世界へ抜けてしまったみたいだ。

　ゆっくり少女が近づいてくる。

　今度は不思議と恐怖心など感じなくなっていた。

　少女の笑みには、そんなモノ必要ないと直感的に感じ取っていたからだろう。

「今の気持ち忘れちゃダメだよ」

　少女は言う。

「キミがブあルのーこを見捨てるようなことがあったら、彼女が天国に行っても幸せになれない」

「……麻ま依いが……」

　少女の言う彼女が、麻依だということがなんとなく判わかった。

「なんで…麻依のこと知ってるんだ……？」

　公太が訊きくと、蹴けられ転がっていったはずの黒猫が少女に抱かれ、あきれた風に、

「だーかーらー、死しに神がみだって言ってるだろ！　ったく、もう……おまえの主人はバカだなー」

　言って、同じように少女に抱かれるブルーに投げかける。ブルーは、ニャッと応こたえた。

　少女は言う。

「麻依ちゃんは心残りがあって、あたしが魂を迎えにきたけど。此こ処こから離れられなくなってた。判るよね、キミとブルーのことを気にしてたんだよ」

　麻依はブルーを見付けたとき、弱々しいその姿を自分自身に重ね合わせた。

　この子はわたしと同じ。

　弱い。

　この子はわたしだ。

　助けを求めてる。

　わたしがいつも公太に助けてを求めてしまってるように。

　だから、今度はわたしが助けてあげたい。

　そう思った。

　そして、同時にこの子を助けることができれば、この子を強く育てることができたなら、もしかして自分も強くなれるかも知れない。

　その思いが彼女が異常なまでにブルーにこだわった理由だった。

　しかし、果たしてその思いは叶かなうことはなかった。

　だからこそ、ブルーには生きて欲しいと思った。

　それに自分のせいできっと公こう太たは深く傷付いている。

　公太は麻ま依いの死を自分のせいにして、ブルーのせいにしようとした。

　誰だれかを傷付けて、自分を傷付けて。

　誰かを憎んで、自分を憎んで。

　麻依は、公太にこのまま傷を隠したまま、時間が経たてば経つほどやがて深くなっていく傷を癒いやせないままでいて欲しくなかった。

「このままだと麻依ちゃんは、死んでからも幸せになれない。キミのことを心配して天国に行けないの」

　少女は悲しそうに言った。

「で、でも、おれ、どうすればいいか……判わかんないよ……」

　公太はうつむいてしまった。

　ブルーを育てる自信がない。麻依といっしょだからやれたんだ。

　彼女がいないのに、できるはずがない。

「──できる！」

　少女が公太の身体からだを抱きしめた。

「あっ……」

「さっきはあんなにがんばれたじゃない。勇気を出してやれたじゃない。できるよ、きっと」

　温かかった。

　少女の腕に抱かれているとなんだか優しい気持ちになれた。

　雪のように白いから、氷のように透き通りそうだったから、すごく冷たいのかと思った。

　けど、こんなに温かい。どうしてこんなに温かいんだろう。

　ああ、そうか……これは〝こころ〟の温ぬくもりなんだ。

　あったかさ。

　似ている。

　麻依と一緒にいるときとおんなじだ。

「がんばって……」

「…………うん」

「がんばって……」

　少女の声と──彼女の声が重なる。

　そして目を閉じるとぼんやりと浮かび上がる姿。

「………麻ま依い……」

　まぶたに映る彼女──麻依が確かにそこにいた。

　公こう太たは少女に触れることによって、少女を通して麻依の魂に逢あうことができた。

「公太……わたしは後悔なんてしてないよ」

　麻依は綺き麗れいに笑った。

「ブルーと出逢えてよかった。公太とふたりでいれてよかった」

「…………麻依ぃ……」

「わたしはもういないけど……わたしはもう手伝えないけど……ブルーのことお願いします」

「………うんっ。……判わかった！　おれ…おれ、がんばるから。天国に行って幸せになれよな」

「ありがとう、公太。もう、お別れしなきゃ……」

「…あ……っ」

　あの日、ちゃんとできなかったこと。

　麻依の傍そばを、少女と黒猫が踊りながら回っているように、ぼんやりと見えた。

　手に大きなカマをたずさえている。

　でも、もう怖くなんかなかった。

　その踊りがとても綺麗で。とても、やさしくて。でも、ちょっとだけ悲しい……。

　なんだ、やっぱ妖よう精せいだったんじゃん。

　少女の正体をやっと確認できたような気がした。

　キラキラとした舞まいの中心で、麻依は輝かがやいて見える。

「じゃあね、公太。……バイバイ……」

「バイバイ……麻依…っ」

　手を振った。

　精一杯、大きく、天国まで見えるように。

「がんばってね……〝お父さん〟……」

　光が、眩まぶしい光が麻依を包んでいく。




　──うん。おれ、がんばるよ。




　笑った。

　なのに涙が出た。

　あたたかさ。

　包まれる。




　同じように死しに神がみ──その少女の瞳ひとみから、一ひと雫しずくの軌跡が頰ほおを伝う。

「あいかわらず、泣き虫なんだからモモは……」

　遠くに声が聞こえたようだった。




　　　　♪




　──雨はあがった。




　なのに、公こう太たの頭には巨大な雷が落ちていた。

　ただし、

「公太ぁぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　母親の、だ。

「いってぇぇぇぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　目から火花でも出そうなくらい強烈なゲンコをもらった。

　涙が出そうになる。でも、必死で我慢した。だって──

「あれほど家ん中に動物を入れちゃダメだって言ったでしょうが！」

　母親の怒りはまだおさまらない。

「いーやーだっ！　こいつはおれがちゃんと面めん倒どう見る！　今度こそ守るんだ！　おれは、こいつの──お父さんなんだから!!」

　そうして、少年は少しだけオトナになる。




　もう、手を離さないと

　そう言って、手を離して

　また、すぐに摑つかんだ

　もう、手を離さない、と




　たぶん、きみの手があったかいせいだ

　たぶん、ぼくが弱かったせいだ

　たぶん、ぬくもりのせい




　ありがとう

　もう、離さないから

　離せないから。





echo ‐ fin.
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　　　　♪




　どれだけ待ったら、明日はやってくるのか。

　──此こ処こに。

　眠らずに待っていても、また今日がくるだけ。

　明日のしっぽは見えても、それを摑つかむことはない。

　手を伸ばせば届くだろう。けれど、摑んだそいつは、もう今日だ。

　眠らずに待って、過ぎゆく時間。

　それならいっそ、眠って待とう。

　明日を。

　終わりのない今日の中で、明日を待つ。

　眠りの中で、うなされながら。

　空くう虚きよと後悔と嫌悪と自虐と忘却に、咽むせながら。

　記き憶おくは噓うそをつく。

　真実の噓。

　だから、彼は夢を見る。

　悪夢を見て、醒さめない夢を見る。




　また、朝がきて、今日。




　目覚めは、──悪い。

　気分も最悪だ。

　夢のせいだ。

　本当は、まだ眠っているのだろうか。

　それとも、あれからずっと起きたままなのだろうか。

　消えない傷の夢。消せない傷の夢。

　傷跡は隠したか？

　傷跡は埋めたか？

　なら、起きよう。

　目を開けて、夢の続きを終わりにしよう。

　また──今日がきた。




　さあ、起きろ。




　　　　♪




「──起きろ」

　微かすかに遠く声が聞こえる。

「さあ、起きろ」

　声は確実に近く、そして強くなっていく。

「いい加減にしろよ。起きろってば！」

　今度は振動が加わった。

　彼の身体からだが激しく揺さぶられているようだ。

　意い識しきははっきりしない。

　気分は最悪。頭も身体も重い。

　原因は判わかっている。

　持ち前の低血圧と、あの夢のせいだ。

　悪夢というような夢見の悪さ。

「だから、起きろって！　遅刻するぞ！」

　声はいっそう強さを増して、身体を揺さぶる振動も、より激しくなった。

　彼も判ってはいる。が、身体がなかなか言うことを聞いてくれない。

　激しいダルさが身体を襲おそっているのだ。

「おい！　寝るな！　二度寝禁止ッ！」

「…………………」

　無む理りだ。

　起きられない。

「こら、起きろ！」

　無理だっつってんじゃねーか。

　しつこいっつーの。

「このバカっ！　こうなったら──ッ！」

　彼は自分の身体が、ほんの一いつ瞬しゆんだけ浮遊したように思えた。




　どさっ！




「グエっ…………」

　カエルが潰つぶれたような声を出して、彼の身体は床に転がっていた。

　衝しよう撃げきでさすがに少しだけ目が覚めた──ような気がする。

　うっすら開いた目。

　ぼんやりする視界に人影が見える。

「どうだ、起きたか？」

　人影はそう訊たずねてきた。

「……アニキ……………。ぐぅ…」

「寝るなぁ！」

　目覚めはなかなかこない。




　違いの判わかる男を自負している。

　香りはよい。

　香りは、だ。しかし。

「ほら、目覚ましに吞のめよ」

　と、勧められたコーヒーカップの黒色の液体を、葉は山やまマコトはじっと眺めた。

　ほかほかと、湯気が立っている。

　首筋に汗が滲にじんだ。

　それもそうだ。

　今はもう衣替えも終わって、あとは夏を待つばかりとなったころである。

　何が悲しくて、こんなホットな飲み物を……。

　まあ、でも、せっかくなので吞むことにした。けれど、その前に。

「…………砂さ糖とうとミルク」

　マコトは、ふさがりそうな瞼まぶたの間から覗のぞく狭い視界を、ブラックコーヒーからそれを煎いれてくれた人物へと移した。

「ばーか、目覚ましなんだ。濃こいめのブラックの方がいいだろ？」

　としかし、そのひと──マコトの兄・タカキは弟の要望を却下した。

　兄弟はアパートを借りて、ふたりで暮らしている。

　家事はふたりで分担ということになっているが、食事はもっぱらタカキが作る。タカキの唯一の趣しゆ味みは、料理だ。

　エプロンを着けたまま、出勤前の白い清せい潔けつなシャツにブラウンのパンツ姿のタカキは、テーブルを挟んでマコトの向かい側の席に腰かけた。

　マコトは背中を丸め頭を垂たれる。

　寝グセと無造作に伸ばしているせいで、ぼさぼさの髪の毛が奇抜に見えた。

「……俺おれ、ブラック吞めねぇ……」

「お子様か、おまえは？」

「ちげーよ……。もう高一だっつうの…十五歳だっつうの。……つーか、朝は糖分をとると頭の回転がよくなるって……佐さ藤とう先生が言ってたんだぞ……」

「誰だれだよ、佐藤先生って。あっ、もしかして今の！　砂さ糖とうと佐藤をかけたギャグか？　そういうギャグか!?」

　タカキはお寒いギャグだと思い、くだらねえ、と逆に笑いを嚙かみ殺す。

「ちげーよ。……佐藤先生は体育教師のひとで、女子バスケ部の顧こ問もんなんだよ……眼鏡めがねなんだよ。ヒゲがこゆいんだ……」

　まだ、頭が働いてないマコトは、変に真ま面じ目めに兄の質問に答える。

「いや、そんな詳しく言わなくていいよ。つーか、早くコーヒーを吞のめ。冷めるぞ」

　マジボケの弟に突っ込みつつ、今は夏間近なのに冷めるぞという自分の科白せりふのおかしさに気付いてない。さすがに兄弟だ。

　その兄・タカキはマコトの前に砂糖とミルクを置いた。

　それを弟・マコトはぼーっとしながら、コーヒーの中に注ぎ込んでいく。

　山盛りの砂糖と、ミルク。

　マコトは甘党である。ブラックコーヒーなんて飲み物じゃないとまで思っている。

　砂糖は常にスプーンに山盛り三杯。

「ふぃー……」

　コーヒーを飲みほしたころ、佐藤先生の言うことが本当なのかどうかは判わからなかったが、マコトの脳はようやく動き出した。

　その間、最初の目覚まし時計が鳴ってから四十分ほど。

　マコトの寝起きの悪さは最凶だ。それを見越して起きる時間を通常より一時間近く早めに設定してある。

　数個の目覚ましを同時、さらに数個を時間差で鳴らす。まあ、これで起きることはほとんどないので、最後にタカキに起こされ、しばらくはぼーっとしている。

　マコトは、コーヒーの他ほかに、トーストとタカキが焼いたハムエッグを半ば無む理り矢や理り胃袋に収めた。

　朝は、食欲がまったくない。無理に起きているせいだろう。

　特に最近は、目覚めの悪さも食欲のなさも増してきている。

「なにやってんだ。遅刻するぞ」

　朝食を終えてもテーブルに着いたままのマコトをタカキがせかした。

「判ってる」

　言いながら、マコトは傍らに置かれた、手のひらより少し大きめの紙袋に手を伸ばした。

　中身はアルミシートに均等に収められた錠じよう剤ざいだ。

　凸部を指先で押し、錠剤ふたつ取り出す。それを水で喉のどに流し込む。

　薬は精神安定剤の類たぐいだ。

　マコトはこれを子供のときから服用していて、なかなか手放せないでいた。

　それも最近は、夢見の悪さか、量も増えている。

　タカキも以前はこれと同じようなモノを必要としたが、短い期間の話だ。マコトほど長い間ではない。

　マコトは薬に頼る生活が長期なため、もう当たり前のようになっている。そのことをタカキは不安に思っていた。

　依存性も副作用もあまりないそれだが、習慣にするのはおかしい気がした。

　時間は流れている。

　まだ、消えない傷跡を隠し続けなければならないのだろうか。

　このままでは、未来というヤツは永遠にやってきてくれない。




　　　　♪




　タカキと一緒にアパートを出たマコトは、会社に行くため駅へ向かうタカキと別れ、学校へと足を向けた。

　早朝にもかかわらず、太陽がもうジリジリしはじめた。

　まだ夏の入り口だというのに、喉のど元締しめ付けるようなぬるい空気が身体からだから活力を奪い、代わりにけだるさというヤツをくれる。

　だらしなく前のはだけた白いシャツ。インナーを着てないせいで汗に濡ぬれ、べっとりと身体に密着して気持ち悪い。

「あー……だりぃ…」

　ぼさぼさのままの頭をもたげ、背中を丸める。やる気のない様よう子すでマコトは高校までの道のりを、とぼとぼと歩いていた。

　マコトは長身だが姿勢がよくない。猫背で下を向いて歩くクセがあった。

　だが、そのときは、たまたま顔を上げた。




　──リン。




　鈴の音に惹ひかれて。




　　　　♪




　アスファルトが太陽に熱せられて、ゆらゆらと景色を揺らした。

　そこに──少女がいた。

　少女は塀へいの上に立っていた。

　揺れる風景の中で、強い太陽光線の下で、唯一、凜りんと咲く白い花のように。

　真っ白いワンピースに、目を奪う赫あかいシューズと白い髪。

　傍らにやけに大きな鈴を付けた黒猫さえいなければ、その姿は童話に出てくるようなまるで〝天使〟だった。

　そんな目立つ少女に誰だれも気付いてはいない。

　通りを行く人たち。朝の慌ただしさの中、足早に少女の前を過ぎる。

　しかし、いくら急いでいるからといって、誰も見向きもしないのはおかしい。

　ここは田舎いなか町で、人口もそんなに多くない。都会のように通りを埋め尽くさんばかりの人が歩いているわけではないが、それでも通勤通学のこの時間帯、人影は少なくない。

　なのに、誰も気付かない。まるで、少女など存在しないかのように。

　いや、気付かないのではなく、気付けないのである。

　人々にとって、少女は存在しないはずなのだ。その目に見えていないのだから。

　マコト、ひとりを除いて。

　ああ、そうか。と、マコトは思った。

　こういった類たぐいのモノが見えてしまう。

　マコトには、目に映らないはずのモノが見えてしまう。

　たとえば、死んでしまったはずの人間の姿など──

　マコトは今まで、そういうモノを見てしまったとき、絶対に近寄ろうとはしなかった。

　慣れてはいたが、やはり怖い。

　それに、見えること自体がイヤだった。

　自分が人じん外がいなモノのように思えるし、それにこういった現象を感じるとき、決まってひどい頭痛がする。

　だから、関かかわり合うなど考えなかったことだ。

　しかし、マコトは見上げた少女と視線が合ってしまった。

「………………」

　あれ？　変だな。

　不思議と頭痛がしない。

　少女は驚おどろいた素振りも何もなかったが、

「わっ！　まだ姿見せてないのにもうコイツ、ボクらのこと見えてるっ!?」

　目を大きくして驚いたのは、黒猫の方だった。

　それも少年の声で、喋しやべった。

「へえ……っ。こいつ喋るのか」

　マコトは多少驚いたが、いわゆる〝霊れい〟と話すのははじめての経験なので、そんなモノなのかとか思った。

「…………………」

　あいかわらず少女は何も言わず、ただマコトを見やるだけ。

　よく見ると少女は実に美び麗れいだった。

　白い肌にチークを塗ったような桃もも色いろの頰ほお。

　まだ幼い容姿だったが、輪りん郭かくは丸みを帯びているのに目鼻立ちはすっきりとしていて、オトナびた感じを受ける。神秘的な姿に、息を飲み込んでしまいそうになるほどだ。

　あまりに少女が見つめてくるので、子供相手にマコトは思わず、ドキリとしてしまった。

「な…なんか、顔に付いてるか？」

　とかお決まりの科白せりふで動揺しながらも訊きくと、

「べつに……」

　そう言って少女は、たんぽぽの綿毛のように、ふわりと宙を舞まい、アスファルトの上に降り立った。

　ぴょこんっ、と黒猫がそれに続く。

「モモのこと、ジロジロ見るなよな」

　黒猫が不ふ機き嫌げんそうに言った。

　どうやら、モモとは少女の名前らしい。

「あ、いや、ジロジロは見てないだろ？」

　やはりちょっと猫が口を利く違和感に戸惑いがある。

　マコトはしゃがみ込んで、黒猫と目線を合わせるようにした。

　黒猫は微妙にしっぽの先端だけが白くなっている。それが大きな態度とは裏腹で、可か愛わいらしくて、笑いそうになったが、また怒られそうだったのでなんとかこらえた。

　マコトは黒猫に触れようとするも、

「気安くするなッ」

　と避さけられてしまった。

「あー……キミの猫？」

　気まずくなって、少女に話しかける。

「あたしのってわけじゃない……ダニエルは仕事の仲間」

　少女──モモは淡々とした口調で答えた。

　やはり見た目同様、声は幼いが口調はやけにオトナびている。

　不思議だ。

「てゆーか、なんで、おまえボクたちのこと見えるんだ？　まだ姿消してるはずなんだぞ」

　ダニエルという名らしい黒猫がマコトを怪け訝げんそうに見る。

「それはまあ、なんだろ……どうやら俺おれは、見たくないモノが見える体質らしいんだ。ほら、キミらみたいな幽ゆう霊れい…とかね」

　マコトは自分でも少し馬ば鹿かげたことを馬鹿げた状況で言っているなと思った。

　見たくないモノが見える自分が、その類たぐいらしい少女と猫と話しているのだから。

　と、マコトの科白せりふを聞いたダニエルが今度は怒り出す。

「おい！　ボクはともかく！　モモのことを霊だとぉっ！　モモは〝死しに神がみ〟だぞっ!!」

　死神という言葉に、記き憶おくの断片が、ズキッとうずいた。

「死神……？」

「そうだ。死神だ」

「へぇ……四し×二にが──」

「はちっ！　って違う！　死神だっっ!!　ザ・ゴッド・オブ・デス！　しーにーがーみーッ！」

「んな、こと言われてもなぁ。死神って、うそく…」

「くさくないっ！　うぅっ、頭の悪いヤツめ。よしっ、モモ！」

　ダニエルはしっぽを前にして、先端の白くなった部分を器用に前脚で摑つかんで環わを作る。

　その環の中にモモが手を差し入れると、そこから空間マジックのように、カードケースのようなモノが出てきた。

「一応、形式として。──どうも、死神です。なんてね」

　表情は変えずおどけた口調で、モモが提示したのはＩＤカードだった。

　死神の身分証明書らしい。

「これは、ご丁てい寧ねいにどうも。にしても、ずいぶんと変わってるな。キミは」

　苦笑しながらマコトは、頰ほおをかいた。

　特に驚おどろくことはなかった。

　モモもダニエルも死の使いのイメージじゃない、というわけではない。

　昔から霊やその類のモノに慣れているから、というわけでもない。

　なにしろ、以前からそういう存在が本当にいることを知っていたからだ。

　過去に一度、マコトは〝死神〟に逢あっていた。




　　　　♪




　風に乗せられたその匂においは、食欲を誘った。

　何年何組かは判わからないが、調理実習中の家庭科室の換気扇から、誰だれかが作ったカレーの匂いが漂ってくる。

　こんなクソ暑いのに、よくカレーなんか食う気になるな……。

　しっかし……まあ、いい匂いだこと……。

　マコトは校舎の中庭、今の時間木陰になっているベンチに腰かけ、パックのカフェオレをすすっていた。

　三限を終えた休み時間。ブレックファストは消化され、胃の中はからっぽ。空腹は限界にきていた。

　成長期にあるマコトにとって、これは由ゆ々ゆしき問題だ。

　かといって、四限が終了するまで食堂は生徒たちに開放されない。

　自販機でジュースでも買ってこの場をやり過ごすしかなかった。

　しかし、カレーの匂においはなんとも食欲をそそる。

　こうなったら。

「あ〜、ぜってー今日、カレーにしよ！」

　マコトはぼやきながら、後ろにもたれかかった。

　と、

　誰だれかと目が合った。本日、二度目。ただし、今度は普通の人間だ。

「んが…？」

　仰あお向むけの状態のマコトはおかしなうめき声を漏らす。

　中庭はマコトのクラス、一年六組の教室に面していて、窓から中庭に（禁止されていたが）降りることができる。

　二メートルほど先の教室の窓から、ひとりの女子生徒がマコトを見ていた。
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　女子生徒は、間抜けに開いたその口のせいか、それとも目が合った気恥ずかしさからか、微ほほ笑えんだ。

　馬ば鹿か面づらをいつまでもさらすわけにもいかず、マコトは身体からだを起こす。

　そして上半身を反転させ、女子生徒の方に向く。

　長い髪の毛、薄うすくメイクされた表情。

　彼女に対するマコトの印象は悪くなかった。

　だが、ぱっと見、かわいい子なのだが、それほど印象に残るわけでもない。

　まあマコトは高校に入学してしばらく経たったのに、いまだクラスメイトの名前と顔が一致しないことがある。本人に憶おぼえる気がなければなおさらだ。

　彼女の名前は、そう、

　──樋ひ浦うらだ。

　樋浦トイロ。

　珍しい名前なので、さすがのマコトも記き憶おくしていた。

　なにしろ、入学してからしばらくは、各科目の教師たちに口をそろえて珍しい名前だと、イジリ回されていたのだ。

　その度に彼女は、ちょっぴり頰ほおを赤く染め恥ずかしそうにしていた。

　その仕し草ぐさがよかったのか、彼女はクラスの男子に人気が出た。

　クラスメイトが言うには今年は〝アタリ年〟らしい。

　ようするに、今年の新入生はイケてる女子が豊作だという。

　なるほど、マコトが特定の女性に興きよう味みがないこともあるが、かわいいはずのトイロのことがあまり印象になかったはずだ。

「もう休み時間終わっちゃうよ」

　トイロが言った。

「だな」

　マコトはベンチを離れる。

　木陰を出ると、ジリッと陽ひが痛い。

　トイロがいる隣となりの窓枠に手をかける。と、サッシが熱を持っていた。

　いつまでもサッシをにぎっているつもりはないので、さっさと教室の中に入る。

「こんな暑いのによくカレーなんて食べる気になるね」

　トイロが言う。

「え？」

　マコトは訊きき返した。しかし、すぐに思い当たる。

「あ。さっきの…聞いてた？」

　ベンチで呟つぶやいた独り言。

　聞かれていたとなると、なんとも小っ恥ずかしい。

「てゆーか、聞こえた。『カレーにしよ』って」

　言って、彼女は笑った。

　授業中の緊きん張ちようした声とは違う明るい調子で。

　それに、笑うと思った以上にかわいい。

　学校のダサイ夏服のセーラーも彼女が着るとそうでもないように思える。

　へえ、とか感心したが、それほど興きよう味みは湧わかなかった。

　まだ、何も知らなかった。




　　　　♪




　四限の数学の授業の間ずっと、腹の虫オーケストラを指揮しながら、マコトはなんとか空腹をこらえた。そして授業終了とほぼ同時に教室を飛び出した。

　いつもならクラスの何人かと昼食をともにするが、今日は一刻も早く飯を！　と、ひとりでダッシュした。

　まだ人ひと気けのない食堂に駆け込むと、食券の券売機に飛びつく。あらかじめ授業中に用意しておいた小銭を投入口にねじ込み、迷わずカレーの食券を購こう入にゆうした。

　カウンターのおばさんに食券を見せると、すぐに皿に盛られたカレーが出てきた。

「よっし！」

　声を弾ませ、マコトはトレイにスプーンと皿を載せ、テーブル席に着いた。

「いただきま…あ」

　水を持ってくるのを忘れた。

「くっそ」

　舌打ちして、仕方なく席を立つ。

　水はカレーの友だ。うん。

　しかし、もうすでに給水機の前には、数人の生徒が並んでいた。

「マジかよぉ……」

　また舌打ちして、仕方がないので並ぶ。

　ところが、一つ前に並んでいた女子生徒がやたらともたついて、マコトをイライラさせた。

　しかも、五杯も水を用意している。他ほかの仲間の分も持っていこうとしているらしい。

　だーっ！　もう！

　それでも、早くしろと、ブン殴るわけにいかない。おとなしく待って、やっと自分の分の水を手に入れることができた。

　一苦労だ。

　席に戻ると、もちろんカレーが待っていた。

　ようやく、カレーにありつける。

「いっただっきまーすっ！」

　スプーンでルーとライスを丁度いい分量ですくって、口に運ぶ。

　そのときだった。

『えーっ、一年六組の葉は山やまマコト。今すぐ職しよく員いん室しつの半はん田だのところまでくるように』

　校内放送の冴さえないおっさんの声が、マコトを指名した。

　半田は、さっきまでマコトのクラスで数学の授業を行っていた教師だ。

　年ねん齢れいのわりには老けていて、小太りのとにかく冴えない男だ。

　ん？　なんかしたっけ、俺おれ？

　しかしマコトは何の用があって、呼び出されたのか見当がつかない。だが──

「無視する……わけにはいかねぇし…………って、どうすんだよ。カレーは！」




　後ろ髪引かれながらマコトは、あとから食堂にやってきたクラスメイトに、

「世界平和とカレーの運命をおまえにたくす！」

　と遺ゆい言ごんを残し、今すぐこいという職員室に急いだ。

「──おまえな、さっきの授業ずっと聞いてなかっただろう」

　アゴをしゃくり上げるように、半田はマコトを威圧した。

　半田のもとに辿たどり着くなり、半田の説教がはじまった。

　どうやら、授業中マコトが空腹で下を向いたり、そわそわとしているのが気にくわなかったらしい。

　そういえば、注意されたような……。

　しかも、最後、礼をしないで教室を飛び出てしまったような……。

　うーん。しまった……。

「葉山。おまえは何のために高う校ちにきたんだ？」

　半田が訊きいてきた。

「私立より学費が安いからです。あと家から歩きで通えます。便利ですっ」

　きっぱり言った。

　マコトは真ま面じ目めに言ったつもりだ。

　事実。家計のことを考えて私立ではなく公立を選んだ。家から一番近い高校でもあった。

　田舎いなかでは私立よりも公立の方がレベルが高い。それにここはトップレベルの実力を持つ高校だった。そのためマコトは必死になって勉強して、入学したのだ。

　しかし、マコトの答えは半田にふざけていると受け取られてしまった。

「ふざけるな！　いいか、おまえらはな。いまだに新入生気分で浮かれてるんだよ」

「はぁ……」

　マコトは生返事した。

　心はここにあらず。心はカレーのモノなのだ。

　それでもまだまだ半はん田だの口こう撃げきは繰くり出される。

「だいたい、葉は山やま。おまえは、ちょっとぐらい女子に人気があるからって調子に乗ってんじゃないぞ！」

　噴ふき出す汗の脂あぶらでずれた眼鏡めがねをなおしながら、半田は声を荒げた。

　俺おれが女子に人気？　初耳だな。

　マコト自身まったく気付いてないことだったが、実際、本当のことだった。

　女子もアタリなら、実は、今年は男子も〝アタリ年〟と言われていたのだ。そのアタリにマコトも含まれている。

　確かにマコトは長身の細身。顔も悪くはない。性格も明るく社交的、その反面にあるダラけた雰囲気も逆にいいのかもしれない。

　半田は、マコトの人気を何ど処こかで聞いたらしく、それを引き合いに出してきたのだ。

「いいか、よく聴きけ。おまえら学生の本分はなぁ──」

　その後、クドクドと半田の説教は続いた。

　話が終わったのは、結局、昼休みが終わった頃ころだった。

　チャイムが鳴って、もう教室に戻れ、と言われようやく解放された。

　カレーは、食べられなかった。




　　　　♪




　空腹すぎて胃が痛くなる気がした。

　五限の英語の教師は濃こゆい顔をしていて、なんだか今日はインドのひとに見えた。グラマーの説明をする教師の言葉が別の言語に聞こえる。

　カレーハイカガデスカ。

　チキンデスカ？

　ビーフデスカ？

　ポークデスカ？

　シーフードデスカ？

　ベジタブルデスカ？

　カレーハイカガデスカ？

　カラクテオイシイカレーダヨ。

　インドジンウソツカナイ。

　げ、幻げん聴ちようだ……幻聴が俺おれを襲おそってくる。

　ターバン姿のインド人だよ。

　あやしい髭ひげだよ。

　象に乗ってこっちにくるよ。

　何か言っているよ。

　ん？　なになに？

　ハヤマナニシテル。オキロ？

　おきろ？　起きろ？

　はっはっはっは。アニキみたいなこと言うなぁ、インド人。

　違った。

「──起きろ！　葉は山やまぁぁぁぁっ!!」

　インド人、ではなく教師の怒声が昼下がりの教室に響ひびいた。




「どうしたの？　マコトくん」

　五限が終わっても机に突っ伏しているマコトに、そうトイロが訊きいてきた。

　見事な怒られっぷりだったので仕方ない。

　授業を中断させたうえに、たるんでいるとまた（半はん田だに続き）叱しかられてしまった。

「いや…ちっと……」

　腹減って、インド人の幻覚を見ていたなんて言えなかった。

　ところが、彼女は妙に勘のいい娘こだった。

「もしかして、お腹なか空すいてる。とか？」

「う……っ。ま、まあ…そんなこともあるようで、ないようで。それでいて、どことなくあるような……」

「ははっ。マコトくんって、おもしろいんだね」

　彼女は屈託のない笑顔を浮かべる。

「そっか、そっか。昼休み、校内放送で呼び出されてたから、もしかして、お昼食べてないんじゃないかな。って思ったんだ」

　そういう彼女に、マコトは、ははは、と苦笑いを浮かべるしかない。

　腹が減っていることを意い識しきすると、よけい腹の虫が悲鳴をあげるのだ。

　しかし、彼女はそんなマコトの救世主になった。

「じゃあさ。よければ…えっと、嫌いやじゃなければ、お昼食べきれなかったお弁当の残りがあるんだけど……」

「マジでッ!?」

　この際、残りモノだろうが、カレーじゃなかろうが、構わない。

　この胃の悲鳴を抑えてくれるモノならば、なんだっていい。

「あ、おにぎりなら手を付けてないし」

「いやいやいやいやっ！　なんだっていいッス！」

「うん。判わかった。んじゃ、はい、これ」

「ウッス！　助かります！」

　トイロから弁当の包みを受け取る。黄色いハンカチの結び目をはずし、可か愛わいらしいイラストの入った弁当箱のフタを開けた。

　まだ中身は半分以上残っていた。中には手つかずのおかずまである。

「おおっ！」

　言葉を話さないで、野や獣じゆうのような叫び声しか出てこない。

　マコトは、一気にがっついて、あっという間にすべて平らげてしまった。

「ふぅ……。ゴチんなりやした！　申し訳！」

　申し訳ないの〈ない〉が抜けているが、マコトは感かん謝しや感かん謝しやで頭を垂たれた。勢いで机に、ゴチッとぶつけてしまう。

「あははっ」

　トイロはおかしそうに笑った。

　やっぱり、彼女はかわいかった。

　クラスの男子が騒さわぐのがなんとなく判った気がした。

　なるほどねぇ、とか思いながら、箸はしをケースに戻す。

　ん、箸？　箸？　なんで俺おれは箸を持ってるんだ？

　誰だれの箸？　つーか、これって……ッ！

　ヤバっ！

「わ、わりぃ！　勝手に箸使っちまった！」

　マコトは空腹で死にかけていたとはいえ、自分のマナーを、不作法をわびた。

　このときばかりは自分の性格を、育ちを悔やんだ。

「あ、いいよいいよ。私はべつに気になんないから。それに……」

「それに？」

「──マコトくんだったら、アリかなって」

　言って、彼女は気恥ずかしそうに頰ほおを赤く染めた。

　あたふたと、弁当の包みを持って自分の席に戻っていってしまった。

　ぱたぱたと走る彼女。

　他ほかの女子よりちょっとだけ長めのスカートが、ふわりと舞まい上がる。

　あれ？

　見てはいかん。と思いつつ見てしまう悲しい男の性さが。まして、たった今意い識しきさせるようなことを言った相手だ。

　だが、そのせいで、マコトは彼女の太ふと股ももに紫になった大きな〝アザ〟に気が付いた。

　だから、スカートを長くして隠してんのか。とかマコトは思った。

　それなのに、何な故ぜか記き憶おくが、不協和音を立てていた。




　ズキンズキン…ズキン……。




　──思い出せよ。

　傷跡はまだ残ってるんだろう？




　　　　♪




　そういえば、今け朝さ、死しに神がみに逢あった。

　これで、二度目の経験だ。

　最初は父親が死んだとき。

　あのときの死神は黒い姿をしていて、ものすごい恐怖を感じた。

　それからだ。よけいなモノが見えるようになったのは。

　そして、あの死神の少女と出逢った。

　少女は──モモはおかしなヤツだった。

「あたしは落ちこぼれだから」

　とか、自分で言う。

　白い服に赫あかい靴。幼くも不思議な魅み力りよくに満ちた綺き麗れいな顔。まったく死神らしくない。

　確かに、昔見た死神とは違う。父親を──空へと連れていったあの死神とは。

「俺おれを迎えにきたのか？」

　冗談混じりにマコトが言うと、

「違うけど」

　としかし、モモは、しれっと答えた。

「おまえは今回のリストに入ってないよ」

　ダニエルが付け加える。

「あ、そうなんだ」

　苦笑いを浮かべるしかない。

　すると、モモが言った。

「それとも、なに。死にたいの？」

「いや……。死ぬつもりはないし、死にたくもない」

　マコトは言う。

　自分にはやりたいこと、やるべきことがある。

「ま、それが普通なんだろうね」

　モモは顔にかかった白い髪を手ですいた。

「最近はやたらと、自分で死ぬヤツが増えて、こっちは仕事が多くなって大変なんだよ」

　さも迷惑そうにダニエルは腕、いや前脚を組む。器用にしっぽでバランスを取っている。

　マコトはその姿がおかしくて、少しふいてしまった。

「プッ…」

「キミも、変わってるね」

　笑いをこらえるマコトに、モモが言った。

「なにが？」

「いろいろ、じゃない？　ま、自分のまわりを見てみたら」

「まわり？」

　言われて、マコトが周囲をうかがうと、

「げっ………」

　通りを行く人々の冷たい視線がマコトに注がれていた。

　暑さが一気に引いて、ちょっと暖房器具が恋しくなった。

　人々はマコトと視線が合いそうになると、目をそらして歩調を速める。

　しまった。俺おれにしか見えてないんだっけ……。

「ああ、じゃあ。そろそろ、俺…っ、て、あれ？」

　振り向くと、もうそこにモモとダニエルの姿はなかった。

　なんだか、よけいに虚むなしくなった。

　きっと、みんなに暑さにヤラれたイッちゃったヤツだと思われたに違いない。

　これでは、モモに言われた通り『変わってる』ことになってしまう。




　そして、また出で逢あうことになる。

　死を司つかさどる少女と、不吉を呼ぶ黒猫に。




　　　　♪




『インド人もビックリ、うますぎる具ぅっ』

　という宣伝文句のカレーパンをマコトは購こう入にゆうした。

　バイト先のコンビニに入荷してきた新商品だ。

　ＧＯＯＤの『グー』と、『具』をかけた、なんともお寒いギャグ。

　でも何な故ぜか惹ひかれて買ってみたりした。

　昼間のカレーがまだ尾を引いていたようだ。

　一緒に買ったドリンクがカルピスだったのは、ちょっとやってしまったと後悔したが、しようがない。

　とにかく、カレーが食べられる。……パンだけど。

　学校が終わって、すぐにバイト。現在時刻は十時近くだから、腹はぺこぺこだ。

　バイト先のコンビニは、マコトのアパートからそれほど離れてない。

　都会と違って、道もごみごみしてないし、通りも広い。街灯が少ないのが難点だが、早足で五分も歩けば到着する。

　けれど、マコトはその時間も惜しくなって、コンビニ袋の中から、カレーパンを取りだした。無論、歩き食いするためだ。

「うぃーす、いただきまーっす」

　パフっ、とビニールの包装を開ける。中から揚げパンの匂においがした。

「はぐっ…………。もぐもぐ……あら？」

　一口目では中身のカレーまで到達しなかった。

　まったく、こんなところでもじらされるとは思わなかった。

　まあいい。もう一口いけば、カレーはすぐそこだ。オー、イエス。

　が、そんなときは、ちっともこなかった。

「──ちょ、ちょっとやだッ！」

　進行方向から、女の悲鳴が小さく聞こえた。

　一体何事かと、暗がりに目を凝こらすと、白いセーラー服がぼんやりと浮かんだ。それはマコトの高校の制服だ。

　さらに目を凝らす。

「バウッ！」

　犬だ。それもやたらと図ずう体たいのデカイ、シェパードだ。

　マコトはそいつに憶おぼえがあった。近所の成なり金きんが飼っている血統書付きの駄犬だ。

　これまでに何度か、子供に怪け我がをさせたことがあると聞いている。その度に飼い主は、「子供たちがうちの子をイジメたから」と逆ギレしたらしい。

　どうやら、アホ犬は散歩中に逃げてきたようだ。散歩用のチェーンを引きずっている。

「やばいな、ありゃ！」

　アホ犬は女子高生が手に持っているビニール袋の中身を狙ねらっているもよう。食品が入ってるのだろう。

　この時刻では、通りにはマコトの他ほかにまったく人影はない。

　とにかく、彼女からアホ犬の注意をそらさなくては。

　と、見れば、自分が今手にしているのは香ばしい匂においを放つカレーパン。

　ま、マジかッ!?

「グルゥァァ！」

　アホ犬の咆ほう吼こうがいっそう激しくなった。

　彼女はあまりの恐怖に悲鳴さえ出せない様よう子す。

　もうこうなれば、自分がやるしかない。

　成金のアホ犬のクセに！　腹一杯になるくらいエサもらえよな！

　中学時代、所属部活が剣道部じゃなくて、野球部ならよかった──

「く、くそったれっ！　アホぉぉぉっ！」

　うまく届けと祈りつつ、マコトはアホ犬目がけて、カレーパンを全力で投げた。




　ベシッ。




　頼りない音。

　放物線を描いたカレーパンは、それでもなんとかアホ犬に命中した。

「キャインッ！」

　それも顔面に。

　よし、今だ！

　マコトはダッシュして、へたり込みそうになっている彼女に近付いて、その手を摑つかんだ。

　何が起こったのか判わかってないアホ犬は、ブルブルと頭を振るが、すぐに地面に転がったカレーパンを見付け、匂いを嗅かぐ。

　そして、バクッと口にくわえた。

　むしゃむしゃ、嚙かみ砕いてだらしなく口元から食べかすがこぼれる。

　美う味まいらしい。さすが、インド人もビックリだ。

　ち、ちくしょー、俺おれのカレーパンなのにっ！

　涙ながらにカレーパンに別れを告げ、マコトは彼女の手を引いてその場を走り去った。

　しばらく走ったところで、後ろを振り返る。アホ犬の姿はない。

　どうやら、うまく逃げ切れたようだ。

「くっそー、アホ犬がっ！　保健所に電話してやるっ！」

　カレーパンの恨みを晴らそうとか思っていると、思いもよらぬことが起きた。

「ありがとう、マコトくん」

　助けた彼女が言った。

「あれ？　なんで、俺の名前知ってんの……って、樋ひ浦うらっ!?」

　暗がりだったのでよく判らなかった。

　彼女は──樋ひ浦うらトイロだった。




　　　　♪




「樋浦んちって、この辺だったのか？」

　トイロを少し落ち着けようと立ち寄った公園のブランコに座り、何気なくマコトは訊きいた。

「ううん。バイト帰りに買い物しようと思って、ほらこの近くスーパーあるでしょ。この時間までやってるトコってあそこくらいだから」

　同じく、隣となりのブランコに座るトイロは、だいぶ落ち着いてきたようだった。

「へぇ。樋浦もバイトしてんだな」

　マコトは地面を蹴けって、ブランコを揺らした。

　ふたりの通う高校は、基本的にアルバイト禁止だ。

　進学校故ゆえの当然の校則だろう。けれど、マコトは家計のこともあって、学校に届けを出してバイトをしている。

　だから、中学時代いい線までいった剣道を続けようとはしなかった。まあ、それでいいと思っていた。ぶっちゃけあきてもいた。

　しかし、トイロもマコトと同じとは限らない。学校に内ない緒しよでバイトをしている生徒は結構いるらしいし。今いま時どきの女子高生だ。欲しいモノもたくさんあるのだろう。

　よけいな詮せん索さくはしないことにした。

　キィッ、キィッ、キィッ、というマコトが漕こぐブランコの音だけがしばらく静かな夜の公園に鳴っていた。

　まだ夏の入り口だ。この時間は涼しくなっていた。というより、走って汗をかいたせいでちょっと肌寒いくらいだ。

　夏服だが長なが袖そでを着ているトイロを羨うらやましく思った。

　スカートは極キワ極キワのミニなのに、陽ひ焼やけしたくないのか上は長袖という女子も多い。

　彼女もそのひとりなのだろう。

　寒さに身を震ふるわせるマコトにとって意地悪にも、そよ風がふたりの傍そばを駆け抜ける。

　トイロの長い髪の毛が風になびいた。

　あ……。

　うなじの白さと乱れた髪。

　何かとても艶なまめかしいモノを見たようで、イケナイ気分になる。

　ところが、マコトは彼女の首筋に〝跡〟が付いているのを見付けてしまった。

　白い肌に小さく浮き上がった赤い跡。

　それがキスマークかと思って、マコトは慌てて目をそらした。

　ちょっと、がっくりきてしまった。

　そうだよな。この容姿だ。男のひとりやふたりいてもおかしくねぇし。

　なんだ、俺おれ。もしかして、期待してたのか？

　学校で思わせぶりなことを言われたので、ちょっと意い識しきしていたのかも知れない。

　すると、トイロがマコトの視線に気付いた。

「あ……っ」

　ひどく焦った風に彼女は片手で首筋の跡を隠した。

「これ、バイト中に油がハネて、火傷やけどしちゃったんだ」

　彼女はそう言って笑顔を作った。

　マコトにはそれが無む理りしているように思えて、違和感を覚えた。

　なんだ、これ？

　なんか、変な感じがする。

　微妙にズレがあるみたいな……。

　なんだっけ、これ？

　その答えに行き着く前に、トイロが切り出した。

「私、もう大丈夫だから帰るね」

「あ、うん。そっか」

　マコトはブランコをとめる。

「あれだったら、家まで送ってくけど？」

　何がアレなのか自分でもよく判わからなかったが、マコトは彼女を気き遣づかった。

「ううん。ほんと、もう大丈夫だから。ありがとね、マコトくん」

「おうよ」

「今度、なんかお礼するね」

「べつにいいよ、んなもん」

　彼女は、ふるふると首を振った。

「お礼させて欲しいの、私が」

「あいよ」

　その気持ちだけでもう十分だと思うが、それでは彼女の気がおさまらないのだろう。

「んじゃね、また明日っ」

「じゃあな」

　手を振ってトイロを見送る。

　彼女の腕にかかったビニールの中身がそのリズムで揺れた。

　ジャガイモとタマネギとインド人もビックリのカレーのルー。

「……………なんだよ……カレーかよ」

　そういえば。

「腹減った………」




　　　　♪




　その心は脆もろく、壊こわれやすかった。

　冷たい鈍にび色いろの光。

　それと頰ほおに触れる温かさ。

　少年の目に映る。

　血の色。

　赫あか──

　大切なモノを連れ去っていく影。

　黒──

　イカナイデ。

　イカナイデ。

　ボクガワルインダ。

　イカナイデ。

　ツレテイカナイデ。

　黒い影。

　赫い血。

　冷たい声。

　震ふるえる声。




　イカナイデ。

　ボクガワルインダ。




　そして、訪れる覚かく醒せい。

　また、朝。

　目覚めはいつも通り、




　──最悪だ。




「マコト、起きろ。遅刻するぞ」

　兄の声。

　また今日がはじまる。




　なのに、まだ悪夢から目覚められない。




　　　　♪




「はい、これ。昨日きのうのお礼なんだけど」

「おっ、まじッスか！」

　昼休みになってすぐのことだった。

　ちょっと恥ずかしいから、あんまり人がいないトコへ。とか言われたモノだから必要以上に緊きん張ちようしてしまった。

　けど、トイロは昨日の礼に、なんと弁当を作ってきてくれたのだった。

　ふたりは、人ひと気けのない校庭の隅にある桜の木の下で、弁当箱を開いた。

「おお、すげぇ〜」

　学食派のマコトにとって、なんともうれしいお返しだった。

　しかも、結構ボリュームがある。

「味は、保証しませんが」

　トイロははにかんだ表情で、マコトの反応を待った。

「うめぇ！」

　ミニハンバーグを口に運んだマコトは唸うなった。

　兄・タカキの料理は、趣しゆ味みと自称するだけあって、へたに外食するより美う味まかったりする。一方のトイロの料理もそれに負けず劣らずだ。

　普ふ段だんマコトが学食を利用するのは、味よりも量と値段。

　彼女はこれを、

「冷蔵庫にあったモノで作ったんだけど」

　と言う。

　これには学食もまったく敵かなわない。

　あっという間に弁当を空にしたマコトは、トイロが用意した水筒のお茶をすする。

　ほどよく冷えていて、カルキ臭くもないナイス麦茶である。

「もしかして、毎日作ってんの？　昨日の弁当も樋ひ浦うらが作ったヤツ？」

「うん。お父さんの分を作るから、ついでにね。その方が安く済むし」

「へぇ〜。やるなぁ、若いのに」

　自分と同じ年ねん齢れいだが、マコトはそんな風に言っておどけた。

　表情や仕し草ぐさ、何より見た目が華きや奢しやで可か憐れんなお嬢じようさまみたく思えたので、意外や意外、生活感があって、なんだか親近感が湧わいた。

「俺おれ、アニキとふたり暮らしだからさ。自分らで家事やってて、樋ひ浦うらの大変さが少しは判わかるつもりだけど」

「マコトくんて、両親と離れて住んでるの？」

　興きよう味み心をたずさえた目をトイロは向けてくる。

「まあ、そんなカンジかな」

「親がいない暮らしって、どんな感じ？」

　トイロは身を乗り出すように訊きいてくる。

　それはマコトに興味があるのか、同世代なのに親離れしている人間に対しての興味なのか判らなかったが、やけに真剣な様よう子すだった。

　そんな彼女に答えないわけにはいかず、マコトはためらったが、一呼吸置いて言った。

「……少し……淋さびしい…かな………」

　正直な気持ちである。

「ま、アニキがいるからまだ、いい方かもな」

「まだいい方って？」

　彼女もマコトの雰囲気が変わったのに気付いた。声のトーンが下がった。

「俺な、施設にいたんだよ」

「え──っ？」

「俺が小学んときにオヤジもオフクロも死んじまって。んで、アニキとふたりで親しん戚せき中をたらい回しになったあと、施設に入った。ここからそんな離れてない場所にある施設だ。『なのはな園』っていう。そこで、同じような境遇の何十人っていう仲間と一緒にずっと暮らしてたから、ふたりっきりってのはちょっと淋しいかなってね」

　言って、マコトは笑った。

　彼女はひどく驚おどろいたようだった。

　それもそうだろう。

　普ふ段だんマコトはそんな素振りを一切見せない。情けもかけられたくないし、あわれんだ目で見られるのも居心地が悪いので、そうしていた。

　明るく、陽気に、悩みなどないように。

　自分の悲しみを周囲に受けて欲しいなんて思わない。

　判って欲しいとも思わない。

　だいいち、判りっこない。

　傷の痛みは、傷を負った本人にしか判らない。

　だから、マコトは笑った。

　傷は隠した。

「そういや、最近、なのはな園みんなんトコに顔出してねぇなー。あいつら、どうしてっかなぁ」

　そんな風に、マコトはひとりごちた。

　あーあ、またやっちまった。

　こんなこと話すんじゃなかった。

　それも気になりだした女の子に。

　彼女はじっとマコトを見ている。

　こういうときみんな決まって、「ごめん。悪いこと聞いた」とか言う。それから、かわいそうにとかいうような目で見る。

　べつに謝あやまって欲しくも、同情して欲しくもない。

　だが、しかし、彼女は違った。

「私んち…お母さん、家を出てったの。男の人と一緒に……中学生になる直前」

　トイロは謝る代わりに、自分のことを語ろうとしたのである。

「その日…中学の制服ができて、お父さんと一緒に取りに行って。私すごくうれしくて、制服を着て帰ったの。お母さんに見せたくて、急いで帰った。でも……いなかったの。お母さん、何ど処こにもいなかった……出てっちゃったの」

「……樋ひ浦うら…」

　こんな展開ははじめてだったので、マコトは戸惑った。

　正直、どんな言葉なら彼女に対して良いのだろう？

　同情されるのには慣れていたかも知れないが、同情するのには慣れてない。

　いや、同情なんてしなくていい。

　ほら、彼女だって。

「ありがとね」

　トイロは言った。

　そして、ゆっくりと手を伸ばし、人差し指でマコトの胸に触れた。

　心を指差して、

「ありがと、傷見せてくれて」

　彼女は精一杯、微ほほ笑えんだ。

　涙目なのに、一いつ生しよう懸けん命めい。

　俺おれなんかのために笑ってくれる。

　なんだか、やけに傷に沁しみる笑顔だった。

　この女性になら、〝心〟を全部見せてもいいかも知れない。

　そう思えた。




　うれしかった。




　　　　♪




　樋ひ浦うらトイロは、いい娘こだった。

　一緒にいると楽しかったし、安心できた。

　おだやかに日々は過ぎゆくが、それでもマコトの夢見の悪さはひどくなっていた。

　原因は判わからない。

　傷を見せることができる存在。トイロといると人じん外がいなモノが見えるということはなかった。でも、決してなくなりはしない。

　そして、夢見の悪さが、薬の分量を増やしていく。

　どうしてなんだろう、こんなに笑えるのに。

　タカキはそれを心配していたが、マコトは、大丈夫だと笑って見せた。

　しかし、その日は、最悪の気分だった。

　立ち上がるとめまいと吐き気を覚えた。

　タカキに学校を休めと言われるが、期末テストも近いので休めなかった。

　それにあの半はん田だに、うかれてるだの、たるんでるだのと揶や揄ゆされ、期末の成績が悪ければ、まさにその通りになってしまう。

　マコトにとって、許せないことだった。

　すっかり量の増えた精神安定剤を吐き気をこらえ、口に押し込んだ。

　大量の水とともに一気に飲み込む。

　病院の定期検診前に薬が切れかかっていた。

「フゥ……学校帰りにでも病院に寄るかな……」

　フラフラする頭をもたげながら、マコトはアパートを出ようとした。

「マコト、やっぱり今日は学校に行くのやめておいた方がいい」

　ドアノブに手をかけたマコトに、タカキが深刻な声で言った。

「大丈夫だって……大丈夫だから。これくらいなんてことない」

　安心させようとマコトは、やはり笑顔を作った。けれど、表情は青ざめていて、タカキをよけいに心配させた。

「んじゃ、行くわ。ぼやぼやしてっと遅刻すんぞ、アニキ」

「ああ……」

　背中越しに手を振って出ていく弟の猫背をタカキは見送った。

　幼いときに負った傷のせいで、誰だれかに気を遣わせないように振ふる舞まうことを身に付けてしまったマコト。

「………ったく、おまえはなんでも我慢しすぎるんだよ………。あのときだって……」

　彼もまた傷を負っていた。




　どうやって教室まで辿たどり着いたかあまり思い出せないが、マコトは自分の席に着いてた。

　そのうちに、だいぶ気分もマシになってきた。

　ほらな、アニキ。

　大丈夫だって言っただろ？

　頰ほお杖づえをついて、ぼーっとしているマコトの様よう子すに気付いたトイロがこちらにやってきた。

「どうしたの、マコトくん？」

「いやべつに、さっきまでちょっと気分が悪くてさ。でももう、よくなった」

「そっか。じゃあ、よかった」

　ほっとしたように彼女はほころんだ。

　彼女の笑みを見るとなんだか楽になる。

　よく効くクスリだな、とか思っていると、トイロの手にある本に目が行った。

　ハードカバーのしっかりとした分厚いモノだった。

「なにそれ？　マンガ？」

「違うっ。マコトくん、マンガしか読まないの？」

「基本的にな」

「マンガもいいけど、たまにはイラストの少ない本も読んでみたら」

「その本とか？」

「そうだね」

「なんの本？」

　マコトは訊きいた。

　マンガ以外の本を読まないマコトだったが、その本にはなんとなく興きよう味みを惹ひかれた。

　表紙のイラストがとても綺き麗れいだった。

　鮮あざやかなブルーで描かれた空に、まるで本当に輝かがやいているように描かれた光。

　その中に立つひとりの人物。

「これね。ある詩や文章をまとめた本なの」

「ふーん……。ある詩ねぇ」

　あまり中身には興味なさそうにトイロから本を受け取り、改めてじっくりと表紙を眺めた。

　本は『少年の詩』というタイトル。

　しかし、見れば見るほど見事な絵だ。

「誰だれだ、えーっと……これ……いくま…だいきって読むのか？　へぇ……」

　詩よりも絵に惹かれたマコトは、中にも絵はないかと、ぱらぱらとページをめくってみた。

　その中で、なんとなく手をとめたページに目が引き付けられた。

　目の中に、脳に直接、浮かんでくるようなその文字。

　手書きではない印字なのに、不思議なモノを感じて、

　──ドキリ、とした。




　古い記き憶おくの中で見ていたのは、

　枯れ果てた鋼はがね色。

　ただ、朝が来るのを待っていた。

　いつもと同じよく似た風景。

　ただ、刻ときが過ぎるのを待っていた。

　本当は、この世界を追い越してみたかった。

　この世界にない何ど処こかへ行く為ため。

　この世界に似ない、何処かへ。

　ただ、眠る。




「………」

　この詩がマコト自身のことを言っているようで驚おどろいた。

　そして、文章で表現される以上のモノがそこには存在していた。

　その一文字一文字に、文字の間に、行間に、それはあった。

　さまざまなエネルギー。力。

　と、じっと見入るマコトに、トイロが言った。

「これ──死をテーマにした本で、自殺願望の人とか、自殺した人とか、その肉親の人たちが書いたモノなの……」

「え……？」

　はっとなってマコトは顔を上げた。

　力の正体が判わかったような気がした。

　それは──まさに、〝生命〟そのものだった。

　表紙の絵から溢あふれてくる生命。

　それは光たずさえる青い空。

　それは〝死〟を望むモノ。

　それは〝死〟を痛むモノ。

　なのに、それはそのどちらにも存在していた。

　生命──生きること。

「これを書いた人たちって、何を思ってたんだろ……」

　彼女は言った。

　何かその科白せりふの中に偏かたよりを感じた。

　ある種の、憧あこがれ。

「自殺した人って……死ぬ瞬しゆん間かん、どんなこと思ったのかな……」

「……さあ」

「死ぬってどんなのかな……？」

「…………さあ」

　彼女の言葉に相づちを打っているうちに、マコトは今け朝さのような眩暈めまいを覚えた。

　トイロの表情が変わっていく。

　羨せん望ぼう。

　その向く先は──

「私……」

「──死んだヤツの気持ちなんて判わかんねぇよ」

　マコトはトイロの科白を遮って言った。

　押し殺した声で。

「まして自分から死んだ野郎の気持ちなんか……」

　怒りに似た感情が吐き気とともに上がってくるのを感じた。

「死んだら終わりだろ？　何もかも終わりだろ？　言いたくても何も言えない……伝えたいことも伝えられない……。だから残されたヤツの詩はこんなに痛いんだろう!?」

「マコトくん……」

「俺おれは、自分の命は自分のためにあるなんて思ってない……自分のモノなんかじゃない。この命は誰だれかのためにあって、自分でどうにかしようなんてできないんだ。絶対に！」

　マコトは教室を飛び出していた。

　吐き気を我慢できなくなっていた。

　ホームルームのためにやってきた担任とすれ違うが、構わずトイレに駆け込んだ。

「ぐおぉぇ……ゲホゲホゲホッ！」

　今朝何も食べずにアパートを出てきたから、逆流するのは胃液だけだった。

　酸っぱい感覚と鼻を突く匂においがよけいに気分を悪くする。

　このまま全部、吐き出してしまえたらいいのに。

　何もかも。

　全部、吐き出せればいいのに。




　あの記き憶おくも──




　　　　♪




　ドサリ、と倒れた。

　真っ赤に染まった血で濡ぬれた女性は、ただの塊になりつつあるそれを見おろした。

　震ふるえる手が固まって、にぎった刃物を離せない。

「……かあさん」

　自分に呼びかける消え入りそうなか細い声に女性は振り返る。

　そこにポツリと少年が立っている。

　殴られたようなアザが身体からだ中にあった。

　まだ新しい、頰ほおの痛々しい切り傷。

　刃物を手にしたまま女性はその少年に抱きついた。

「もう大丈夫だから……もう大丈夫だから」

　女性は何度も呪じゆ文もんのように呟つぶやく。

　子供の着ていた服に赫あかが移った。

　頰を撫なでる女性の手の赤い色。同じ色の、少年の頰の傷から流れる血。

　混ざって、赫。

　混ざって、同じ。

「ごめんなさい。ぼくが悪い子だから」

　少年は言った。

「何言ってるの！　おまえは悪くないの、何にも！」

　ヒステリックに裏返る女性の声。

　響ひびく。

　エコー。

　耳鳴り。

　ひどく痛い。

　少年の目は、痛いほどに強く抱きしめる女性の肩越しに、赤い水みず溜たまりを見つめていた。

　どんどん広がっていく水溜まり。

　イタイ、イタイ、イタイ、イタイ、痛いよ。

　ごめんなさい。ぼくが悪い子だから。

　口を動かしているのに声が出ない。

　おかしい。

　ああ、これはきっと、全部夢なのかも知れない。

　だって、黒い影がとうさんを連れていくんだ。

　空に連れて行ってしまう、

　お願いだから、連れていかないで。

　悪いのはぼくだから。

　ぼくが悪い子だから。

　だから、叱しかられていただけなんだ。

　悪いぼくを叱ってくれていただけなんだ。

　連れていかないで。

　──ワルイノハボクダカラ。




　　　　♪




「…………」

　目覚めるとともに激しい頭痛がマコトを襲おそった。

「マコトくん……」

　すぐ傍そばで、彼女の声がした。

「大丈夫……？」

　心配した様よう子すのトイロがじっとこっちを見ていた。

　ああ、そうか。

　眠っていたのか。

　マコトは教室には戻らず、保健室に向かった。ベッドで眠らせてもらうことにしたのだ。

　ひどい頭痛と気分の悪さで、マコトは自分の目元が濡ぬれていることに気付かなかった。

「今…何時……？」

　マコトはゆっくりと身体からだを起こす。

「もう昼休みだよ。何回か保健室にきたんだけど、マコトくん眠ってたから……」

　トイロは、担任からマコトが保健室にいると聞き、休み時間ごとにここへ足を運んでいた。

「そっか……。保健の先生は……？」

「ちょっと職しよく員いん室しつに行くから、マコトくんのこと看みててって」

「そっか……」

「うん……」

　ふたりは、そのまましばらく無言だった。

　時間がとまったように、白く塗られた室内はまるで空白の世界になる。

　そんな中に、




　──リン。




　という鈴の音が遠く聞こえたような気がした。

　判わからないが、言わなければならないような気がした。

　見せなくてはいけない気がした。

　何を──？

　その跡を──

　赫あかい傷跡を──

　彼女なら話せる。

「……………父親が死んだのは……俺おれのせいなんだ……」

「…………………っ？」

　トイロは言葉を発さず、飲み込んだ。

　話そうとしなかったこと、話せなかったこと、離せなかった記き憶おく。それを今、マコトは話そうとしていた。

　大量に服用した薬や執しつ拗ように続く悪夢のせいで、心が弱くなっていたのかも知れない。

　だけど、彼女には、トイロにはすべてを見せられる人になって欲しいと思った。

「オヤジもオフクロもまだ十代のときに、アニキができたんだ。周りの反対を押し切って駆け落ち同然に一緒になった。オヤジは真ま面じ目めな人間だったんだ。仕事に就いてからは仕事しか知らないような……しばらくして俺が生まれた。けど、その頃ころからだって言ってた。オヤジが変わりはじめたのは──」

　マコトが生まれて間もなく、父親の勤めていた会社の経営があやうくなりはじめた。

　必死になって働くもなかなか会社は元の経営状態に戻らなかった。小さな会社で、父親の負担は大きかった。そんな苦しい状況の中で父親の精神は病やんでいった。

　まだ幼いマコトに暴力を振るうようになったのだ。

　一方で母親は、マコトのことには無関心で、兄のタカキにばかり目をかけていた。何かと手のかかるマコトに対して、タカキは優秀で母親の自慢だった。

　マコトが助けを求めても父親を恐れ、母親はマコトに救いの手を差し伸べることはなかった。そしてよりいっそう、マコトから離れていった。

　そんな悲惨な日々の中でもマコトは、決して父親を憎むことはなかった。

　きっと自分が何をしてもダメで、悪い子供だから、父親が怒るんだ。だから、自分はいい子にしてなきゃいけない。

　そう考えて、必死になって頑張ろうとした。それでも父親の暴力はやむことはない。

　理由なき暴力は続く。

　拳こぶしで殴り、足あし蹴げにし、本来なら親子で遊ぶために買ったバットで小さな身体からだを殴りつける。

　何度も、何度も、何度も、何度も……。

　そんな中、マコトに手を差し伸べる人物がいた。

　──タカキだった。

　しかし、マコトをかばったばかりにタカキまでもが父親の暴力を受けてしまう。

　だから、それから、マコトは誰だれにも助けを求めなくなった。

　声もあげず、じっと暴力に耐え続けた。

　ただ、赤く泣きはらした目で父親のことを見つめ続けた。

　ただ、愛されたいと願って。

　父親に。そして、母親に。

「でも……それは……願っちゃいけなかった……」

　言葉が詰まった。

　震ふるえる声。

　記き憶おくの中の幼い自分。

　過去の中の現実──

「オフクロが………母さんが刺したんだ………父さんのことを……」

　そして、幼いマコトの目の前で、それは起こった。起こってしまった。

　エスカレートしていく父親の暴力。

　虐ぎやく待たい。

　ついには刃物を取り出し、それをマコトに向けたのだ。

　振りかざされる刃物の切っ先は、マコトの身体からだを刻んだ。

　頰ほおに刻まれた赫あかい傷。流れる血。

　そのとき、母親がマコトを守った。

　父親ともみ合い、刃物を奪うと、脇わき腹ばらに深く刺した。

　事故ではない。母親が父親を殺した。

　息子を救うために。

　マコトが愛いとしくないはずがない。自分の子供だ。けれど、怖かった。自分にタカキに暴力が向くのではないかと。

　マコトの命の危機。振り払った恐怖。

　それは殺意に変わる。

　父親の血に赤く染まった手でマコトは母親に抱きしめられた。

　ごめんね。もう大丈夫だから。と母親はマコトを強く想おもった。はじめて感じる母親の温ぬくもりが、うれしくて、悲しかった。

　そのときだった。

　流した血の中にうずくまる父親を、真っ黒い影が湧わき上がり覆おおった。

　影は大きなカマを振るい、父親の肉体から魂を連れ去っていった。空へと。

　マコトは、父親を連れて行かないで欲しいと懇こん願がんしたが、影は首を振って、応こたえてはくれなかった。

　それからだ。マコトが見えないはずのモノが見えるようになったのは。

　見えないモノをずっと見ようとしていた。けれど、見たくないモノまで見えるようになってしまった。そのくせ、ひどい頭痛を伴う。

「……父さんが死んで……。母さんは警けい察さつに……。アニキと俺おれは親しん戚せきに引き取られたけど、出ていった人間の子供を歓迎してくれるはずなかった。ましてや人殺しの息子なんて……すぐに施設に入れられたよ……」

　それからしばらくして、母親が死んだ。

　拘置所で、看守が目を離したほんのわずかな時間。

　母親は、首を吊つって自殺した。

　マコトはこれは夢なんだと思い、毎日、眠って朝がくるのを待った。

　朝はきても、また今日だった。

　消えることない真実がマコトを苦しめる。

　見えないはずのモノが見える自分をマコトは自分は悪い子供だからと思い込んだ。

　タカキには見えてない。

　しかし、タカキも施設の大人おとなたちもそれは病気だから仕方ないんだ。マコトは普通の子供なんだと優しくマコトを支えてくれた。

　やがて、医者にかかりながら、薬を必要としながらも、マコトは立ち直っていく。

　両親を失なくして、皮肉にも手に入れたたくさんの愛情。

　でも、それは傷を隠しながらだ。

　陽気に振ふる舞まって、何もなかったかのように笑って。

　毎朝、覚めない夢から無む理り矢や理り目を背ける。

　引きずるように身体からだを起こして、また傷を隠しながら、笑う。

「笑い方を忘れそうになるときがあった……それでも笑ったよ……。傷はちゃんと隠せてたかな、俺。けっこう、がんばってたんだけどな……なんでだろ……樋ひ浦うらと一緒にいると……隠せなくなってくるんだ……ホントは辛つらいし、悲しいし、淋さびしいし、泣きたくなってくる……」

　ベッドの上でマコトは、真っ白のシーツを引きずるようにして膝ひざを抱えた。

　震ふるえる身体を抱きしめ、涙がこぼれる顔を膝に埋めた。

　と、トイロが手を差し伸べてくれた。

「もう、隠さなくても大丈夫だよ……傷はきっとよくなるから……大切な傷跡、隠さないで。私がいるから……」

　そっと、優しく抱きしめてくれる。

　欲しかった温ぬくもり。

　あのときの母親の温ぬくもりに似ていた。

「大丈夫……私も──」

　トイロは何かを言いかけた。だがしかし、その刹せつ那な──

「どうしたの？　気分でも悪くなったの？」

　保健医が戻ってきたのである。すぐに、うずくまるマコトに気が付いた。

「少し気分が悪くなったみたいなので」

　そうトイロがごまかすように言う。

　それでも手は優しくマコトの背中を撫なで続けていてくれた。

　今だけはもう少し、温もりを感じていたい。




　けれど、重大なことにまだ気付けていなかった。




　　　　♪




　マコトは、学校を早退することにした。

　気分は良くなったが、まだ頭痛がしていたからだ。

　トイロたちがまだ黒板の文字を追っている時間にひとり、通りを歩くのは違和感がある。

「そういや……医者に行こうって思ってたんだった……午後の診察まで時間あるし………ちょっと園に行ってみるかな……」

　マコトが通う病院は、小学と中学のしばらくを過ごした施設『なのはな園』の近くにある。午後の診察がはじまるまで、少し休ませてもらおうかと考え、マコトは駅へ向かうため、道を曲がった。




　──リン。




　曲がってすぐの隣となりは、思いがけず雑草が生おい茂る空き地になっていた。

　そこに、ぽつんと少女が立っていた。

　赤い靴の真っ白い少女。

　──モモだ。

　その有様は、草原に降り立った天使を思わせる。

　幻想的な姿をあえて払ふつ拭しよくするように、モモは、その小さな手に身の丈以上の長さをした大きなカマを手にしていた。

　それだけが少女が死しに神がみなのだと思わせた。

　あのときの影が持っていたモノとほとんど同じだった。

　ズキッ、とする頭痛をこらえながら、マコトはモモに近付いた。

「命を奪う仕事ご苦労様だな」

　マコトはそんな皮肉をほんの冗談のつもりで言った。

　軽率で、悪あく趣しゆ味みなジョークだった。

　モモの大きな瞳ひとみが、キッとマコトをとらえた。

　そして、それよりも先に足首の辺りに鋭するどい痛みが走った。

「イテッ！」

「──うぐぐぐぐぐぐぐぐぐッッッッ!!」

　そこにいたことに気付かなかった。ダニエルが嚙かみついていた。

「このバカ人間っ！　モモだってなぁ！　こんなこと好き好んでやってるわけじゃないんだぞ！　見付けたいことがあって、人間が、人間のことがぁぁぁ[image: ][image: ]……ううっ〜！」

　最後の方は、もう泣き出してしまって何を言っているのか判わからなかった。

　ダニエルはピンポン玉のような大粒の涙を流す。

「ダニエル、もういいよ」

　モモはそう言って、ダニエルを抱え上げる。

「だって、あいつ…あいつ、なんにも知らないくせに……ううっ[image: ][image: ][image: ]っ！」

「いいんだって、こら、泣かないの」

　優しげにモモはダニエルをあやす。

「………悪かった……」

　マコトは素直に謝あやまった。

　ダニエルの怒りっぷりからして、自分はとんでもなくひどいことを言ったのだと判る。

「許すもんか、こら[image: ][image: ]っ！」

　納得のいかないダニエルはしっぽをピンと逆立て猛抗こう議ぎする。

「ダニエル、いいってば」

「ホントに、すまなかった」

　申し訳ないとマコトは頭を垂たれた。

「まあ、許してあげないこともないけどね」

　幼い声でオトナびた口調でモモは言う。

「すまない……」

　頭を上げると、モモが嗚お咽えつを漏らして泣くダニエルを、よしよし、となぐさめていた。

　それは最初に逢あったときの冷淡な印象とは随分と違う、あたたかみのある優しげな表情だった。

　マコトはモモを「変わってる」と形容したが、間違いではなかった。

　父親が死んだとき見たあの影、死しに神がみはもっと冷ややかで怖かった。

　けど、モモは最初からそんな感じがしなかった。

　むしろ今は、無む理りをして冷淡に努めているのではないか、とすら思える。

「さっき、そいつが見付けたいモノがあるって……」

　何気なしにマコトは訊きいた。

「あなたにはないの、見付けたいモノ？」

　としかし、モモは逆に訊たずねてきた。

「誰だれにだって、見付けたいモノがある。そう思わない？」

「それは……まあ……」

「あなたは見付けないの？」

「え……？」

「見えないモノが見えるんでしょ？　なんでそれが見えないの？　すぐ傍そばにあるモノを、大切なモノを見付けないの？　あなたには見えるはずよ」

「ど…どういう意味だ……？」

「判わからない？　あなたが何な故ぜ、見えないモノが見えるようになったか。見えないモノが見える理由は何か？　考えたことない？」

「………………判らない……」

「そう……だったらあなたは絶対に見付けられない。すぐ傍にあるのに、大切なモノ。見付けなければ、また──失なくすことになる」

　少女と黒猫は、白い光の幻影を残し溶けるように消えた。




　　　　♪




「あぁぁっ！　マコトじゃん！　どうしたんだよ、そんなえげつねぇ顔して」

　丸坊主の少年がめざとく、やってきたマコトを見付け駆け寄ってきた。

「えげつねぇってな〜。久々に逢あったのにそりゃねぇだろ？　ノブっ」

　なのはな園にやってきたマコトはあっという間に数人の子供たちに囲まれる。

　みんな、ワケあって親元を離れてこの施設で暮らす子供たちばかりだ。

　その中でもノブはガキ大将的存在だったが、マコトがまだここにいた頃ころは、親元を離れた淋さびしさで塞ふさぎ込んでいた。

　それもマコトたちと遊んでいくうちに、次第に元気になっていった。

「なあ、マコト。しょぼくれた顔してないで、遊ぼうぜっ」

　ノブが言った。

　そんなに自分はひどい顔をしているのか？

　確かに、頭痛が治まってないのと、さっき死しに神がみの少女、モモに言われたことが気になってずっと考えていた。

「あ、悪いな、ノブ。今日は俺おれ、ちょっと頭痛くてさ。病院行くまで、ここで休ませてもらおうと思ってきたんだ」

「なーんだ、つまんねーのぉ。じゃあ、いいよ。…あ。そうだ！　マコト、夕ご飯は一緒に食べようぜ。今日、マコトの好きな、園長先生特製『カレー』なんだぞ」

　うれしそうに、ノブが言った。

「マジで！」

　思わず、マコトもうれしくなってしまった。




　病院でカウンセリングを受ける。ひとりの女の子の存在があって、これから前に行けそうな気がしていることなど、これまでしなかった話もできた。

　それにカレーが待っているじゃないか。

　頭痛もやや楽になり、マコトは「今日は園で飯を食うから」とタカキに連絡を入れた。

　そういえばなんだかんだで、カレーを食べようと思ってから、結構経たったがまだカレーを食べてなかった。

　こんな暑いときに、カレーにしようと思った園長先生に改めて感かん謝しや感かん謝しや。

　マコトは、ヨダレが垂たれそうになるのを我慢した。




　　　　♪




　もう夕暮れ時で、彼女は急いで家に戻った。

　今日は、父が早く仕事を終えて帰ってくる。

　急がないと、夕食の支度をしないと。

　彼女は自宅の前まできて、灯あかりがまだついていないのに気付いた。

「あれ？　まだ帰ってないの？」

　と、手をかけた玄関のドアは鍵かぎがかかっていない。

「………………ッ？」

　彼女は不ふ審しんに思い、ゆっくりとドアを開き中の様よう子すを窺うかがった。




　ゴトッ。




　物音がした。

　リビングの方だ。

「……お父さん……。帰ってるの？」

　嫌いやな予感がしたが、彼女は家の中に入っていく。

　恐る恐るリビングまでやってくると、そこに人影があった。

「──ッ。……お…お父さん……？」

　カーテンの開かれた部屋は夕ゆう陽ひに照らされ、赤く燃えあがっていた。

　その中で、床に座り込んでぐったりとしているその人物。

「お父さん……？」

　呼びかけに、その人物は応こたえなかったが、彼女の父であることは間違いなさそうだ。

　しかし、その手にあるモノに彼女は、ゾッとした。

「お父さんっ！」

　悲鳴に近い声をあげ、父親に走り寄る。

　猛烈なアルコールの臭においが部屋中に充満していた。

「お父さん！　もう飲まないって約束したじゃない！」

　彼女は父親の肩を揺さぶる。

　しかし、何も反応は返ってはこない。

　さらに彼女は、驚きよう愕がくの事実を知る。

　父親が手にしているモノの他ほかに、大量のアルコール類の瓶や空き缶が床の上いっぱいに散乱していたのである。

　まずい、と彼女は思った。

　今まで見たこともないほどの量を飲んだようだ。

　これでは父親が──何をしでかすか判わからない。

「お父さん！　お父さん！」

　彼女の必死の呼びかけに、父親がようやく反応した。

　が──

「……何ど処こ行っていたんだよ……おまえ……」

　焦点の合わない目で、頼りない声で父親は言った。

「お父さん？」

「淋さびしかったんだよ、おまえが出て行ってしまって……何処に行っていたんだ」

「何言っているの、お父さん…っ!?」

「もう何処にも行かないでくれよ。おれと一緒にいよう……ずっと、ずっと……」

　まさか。

　彼女は直感した。

　父は、出て行ってしまった母親と自分の区別が付かないほどの錯さく乱らん状態にある。

「お父さん！　私だよ！　トイロだよ！」

「さあ、もう何処にもいくな」

　ダメだ。

　完全に意い識しきが飛んでしまっている。

　目もうつろで、言葉もおぼつかない。

　彼女は、とっさに救急センターに連絡しようと、振り向き電話に手を伸ばそうとした。

　しかし、

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁっ！」

　突然、父親が怒声を上げたかと思うと、首筋に激痛が走った。

　バタンッ！　と床に崩れ落ちる彼女。

　痛みに耐えながら、彼女が見上げたのは、正気を失った父親が手にした酒瓶で彼女に、もう一度殴りかかろうとしていた姿だった。

　助けて！

　助けて！

　助けて、マコトくんッ!!




　──リン。




「マコト！　それ、多くないか!?」
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　配はい膳ぜんの際、マコトの運んできた皿の中身をノブは訝いぶかしげに覗のぞき込む。

「いいのっ。俺おれは育ち盛りだから！」

　舌を出して、マコトはほくそ笑んだ。

　わざとらしく大盛りに盛られたライスとカレーをノブの鼻先に持っていく。

「それなら、おれも育ち盛りだ！」

　ノブは激しく抗こう議ぎする。

「んんっ？　おまえ今何年生だっけ？」

「小五っ！」

「身長はいくつんなった」

「百四十二センチ！　ぐらい！」

「ぐらいってなんだよ、ぐらいって。でも、それじゃあまだまだだなぁ。マコトくんは、高校生で百八十センチありますからぁ」

　マコトは、からかうようにノブのいがぐり頭を撫なで回した。

「うぅぅ[image: ][image: ]。でくのぼーっ！」

　仔こ犬いぬのように唸うなるとノブは、それでも、先に席に着いたマコトの隣となりにしっかり座った。

　数十人の子供たちがテーブルに着く。

　最後に園長先生が着席した。

　今日はマコトくんもいるからいつも以上に、楽しくなりそうね、と話したあと、食事の前の祈りが捧ささげられる。

　なのはな園は、カトリック系の施設だ。

　マコトたちが園長先生という小太りのおだやかな表情をした初老の女性も、れっきとしたシスターである。

　しかし、いつもジャージを着たり、行動がおばさんっぽかったりして、マコトが入園したころから徐々にシスターから園長先生に呼び名が変わっていった。

　今ではすっかり定着してしまったようだ。

　マコトも久々に園長先生や子供たちと一緒に祈りを捧げていると、隣となりで脇わき腹ばらを突つつくヤツがいた。

「なあ、なあ、マコト」

　ノブだ。

「なんだよ、おまえもちゃんとやれよ」

「するよ。それよりさ……」

　する気ゼロのようだ。仕方なく、ノブの相手になってやることにした。

「なんだよ」

「あれ、まだ見えんのか？」

「あれ？　なに？」

「前にマコト、オバケとか見えるって言ってたじゃん」

「ああ、んなこと言ったっけな」

「でさ、まだ見えんのか？」

　好奇心に満ちた目で、マコトを見てくる。

　ノブがここへやってきたとき、目は虚うつろに曇くもっていた。

　それが今はこんなに輝かがやいている。

　かつて自分がそうだったように、傷を癒いやせる場所を見付けたのだ。

　見付け……る？




　──リン。




　鈴の音が微かすかにしたような気がした。

　そうしたら、




　ズキン。




「おい、どうしたんだよ。マコト？」

「いや、ちょっと、なんか……イテッ！」

「だ、大丈夫かマコト！」

「あ…ああ……」




　ズキン！




　頭痛がした。

　それも強烈なヤツだ。

　頭がひび割れそうになる。

　しかし、その度に何かが脳裏をよぎった。

「くわぁ！」

　なんだ、何が見える？




　ズキン！




「どうしたんだって!?　まさか、今おれがゆってたヤツか？　なんか見えんのか!?」

　またしてもノブは無邪気な好奇心をマコトに向ける。

「だぁっ！　うっせーっつーの！　バカノブ！」

　こんなことははじめてだ。

　今までは確かに何かが見えるとき、頭痛がした。でも、それらはすべて肉眼でとらえられるモノだった。

　なのに今は、




　ズキン！




　脳裏に直接、映像が焼き付いてくる。

　今のは!?

　家か？

　どっかの家だ。

　茜あかね色に染まってる。

　これは、夕ゆう陽ひの色じゃない！

　だんだん、映像が繫つながってきた。

　火だ！　燃えてる！

　火事かよ！

　でも、なんでこんなもんが見えるんだ？




　ズキン！




「だぁあっっ！　イッテェ！」

　マコトの様よう子すに、そこにいる全員が気付いた。

　しかも、

「マコトの──超能力だ！」

　とか言って、ノブがみんなをあおっている。

　子ガ供キたちは一様に、好奇心に満ちた目をしている。

　だああっ！　マジうっせーよ、ノブぅぅぅっ！

　あとでグリグリしてやるから、覚えとけよっ！

　ああ、くそ。イテェッよ！　なんなんだ！

　んんっ！　炎の中に人がいるじゃねーか!?

　ズキン……ズキン……ズキン、ズキン。




「おい……まさか……マジかよ……」

　脳裏に映るヴィジョン。

　今はっきりとなって、見えた。

「……樋ひ浦うら……」

　燃える火の中にトイロが気を失い倒れ込んでいた。

　これは、なんだ。

　なんなんだよ！

　なんで、こんなもんが見える!?

　幻か？

　幻だろ!?

　なんだ、なにがなんなんだ。

　俺おれにどうしろってんだ。

　なんでこんなもんが見えるんだ！




　──リン。




「はっ……」

　こういうことか、見えないはずのモノが見える。

　あの少女が言っていた大切なモノ。

　俺にとって大切なモノ。

　守る……。

　失なくす……。

　俺のこのくだらねぇと思ってた力は、これを見るためにあったのか？

　いや、ぜってーそうだ！

　だったら、俺は。

　この日のために、俺は──

「園長先生！　俺ちょっくら出てくるわ！　それまでカレーキープなっ！」

　言い終えるやいなや、マコトは園を飛び出した。

「なんかマコトかっけーな……。ヒーローみてぇ」

　ノブは憧あこがれを持って、彼の背中を見送った。




　　　　♪




「つうか！　俺、樋浦んち知らねーじゃんよ！」

　勢いよく出てきたものの、肝心なことが判わからなかった。

「くそっ！　見えろ、なんか見えろ！」

　さらには、さっきまで見えていたモノが急に見えなくなった。

「バカかよっ！　意味ねぇじゃん！　クソがぁ！」

　怒りにまかせて、マコトはなのはな園の塀へいにヘッドバッドを見み舞まう。




　グギャッ……。




　ひどく鈍にぶい音がした。

　むろん、石でできた塀に勝てるわけもなく、額ひたいからは血が滲にじんだ。

　その代わり、見えた。

　彼女の家は、以前ふたりで行った公園からそう離れてはいない。

　数枚の連続写真のような映像が、公園から彼女の家までの道のりを教えてくれた。

「さすが、俺おれっ！」

　額から口元まで垂たれてきた血を舌で拭ぬぐう。

　鉄の味がした。




　強い風が吹きはじめていた。

　ヴィジョンでは、トイロの家の火事はこの風によって、瞬またたく間に家中を包んでいた。

　しかし、見えた映像の中の時計の針が、今よりも進んでいた。

　ようするに、ヴィジョンはこれから起こることを見せている。

　まだ、間に合うはずだ。

　マコトは電車に乗るよりも速いはずだと、タクシーに飛び乗った。

「おっさんが今までに出した最速の一億万倍速いスピードで走やってくれ！　頼む！」

　タクシーの運転手に、全財産が入った財布を叩たたき付け、マコトは叫んだ。

　到底うなずくことはできない無む茶ちや苦く茶ちやな言い分だったが、それほど必死だった。

　すると、

「若いの、何か訳ありか？」

　その角刈りにテツヤ・ワタリなサングラスをした運転手は、話に乗っかってきた。

「いいから、早くやってくれ！」

　じれてマコトは怒鳴る。

「判ったッッ！　まかせろ！」

　運が良かったのか悪かったのか、スピード狂の運転手は、信じられない速度とテクニックで黄色く塗られたタクシーを走らせた。

　想像以上の速度で一般道を進むタクシーだったが、それでもマコトはじれていた。

　大切なモノを失うかも知れない。

　大切だと気付いたときに、失なくしてしまうかも知れない。

　いつだって、大切なモノはマコトの前から消えていった。

　家庭。父親。母親。

　そして、今度はトイロまで。

　クソッ！　ぜってー、失くさねぇ！

　今度こそ、絶対に！

　父さんも、母さんも、死んじまった。

　俺おれなんかのために。

　それでも、俺は生かされた。

　俺は生きている。

　呼吸をして、温度を持って、此こ処こに居る。

　その理由はなんだ。

　ずっと考えることを避さけてきたその理由はなんだ。

　死ぬことじゃない、生きることでしか見付けられない。

　この日のために、父さんが、母さんが命と引き替えにくれた〝力〟だとしたら。

　この日のために、生まれてきたとしたら。

　俺は生まれてきたことを許される気がする。

　生きる意味。

　探すべき答え。

　見付けたんだ。俺は見付けたんだ。

　失くしてたまるか！




　タクシーは弾丸のような勢いで、そこへ滑り込んだ。

「おっさん、警けい察さつと救急車となんかいろいろ呼んでくれ！」

　ドアを開け、叫びながらマコトは走った。

　樋ひ浦うらと書かれた表札。間違いない、ここだ！

　ドアに手をかける。鍵かぎはかかってない。

「樋浦ぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　怒声とともに家の中に飛び込んだ。

　リビングに踏み入ったそこは、悲惨な状況だった。

「樋浦ァッ！」

　ぐっしょりと何かを全身に浴び、ぐったりと倒れているトイロがいた。

「おいっ、しっかりしろ！」

　マコトは、トイロの頰ほおを叩たたこうとして、ためらった。

　彼女の顔にはアザができていた。

　殴られたときにできるモノだ。

　それをマコトはよく知っている。

　自分自身そのアザを全身にまとっていた過去がある。

「くっそ、なんてこと」

　グッと抱きしめると、トイロの呼吸を感じることができた。

　よし。まだ、生きている。

　が、安心したのも一いつ瞬しゆんだった。

　彼女の全身を、そしてリビング一帯を浸しているこの液体の正体が分かった。

　──ガソリンかッ！

「ぐがぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　真後ろで吠ほえるような声がした。

「な、なにっ!?」

　振り返ると、そこに男が立っていた。

　窓から入る夕ゆう陽ひのせいで、逆光になって顔がよく見えない。

「このっ！　こいつ！」

　飛びかかろうとしたマコトの動きが止まった。

　男の手にライターがにぎられていたからだ。

「お、おい！　それを離せ！」

「ああああああああぁ〜ああああぁぁっ」

　男は奇声を発する。

「くっそ、イッてんのか、こいつ!?」

「あぁぁぁぁぁあおあああぃまぁあぁあぁえぁぁああっ」

　男は、ライターに火を付けようと指を動かす。

「やめろぉ！」

　マコトは男に飛びかかった。

「がぁぁぁあああぁえぁぁっ！」

「元剣道部をなめんなよッッ！」

　もみ合いの中で、マコトの拳こぶしが男の顔面をとらえる。

　抵抗しなくなった男から、ライターを奪い取った。

「はぁはぁはあ……見たかこのやろっ」

　男に一いち瞥べつくれると、マコトはすぐにトイロのもとに戻った。

「樋ひ浦うら、樋浦！」

　呼びかける声に、彼女は反応した。

「……ん……っ……」

「樋浦！　俺おれだ、マコトだ！　しっかりしろ！　傷は深いぞ！　あっ、逆だ！　浅いぞ！」

「……ま……マコト……くん……なんで……？」

　意い識しきが回復しつつあった。

　ぼんやりと宙をさまよう視点が定まってくる。

「マコトくん…？」

「大丈夫か、樋浦！」

「どうして…マコトくんが……、なんでここにいるの……？」

「なんか俺にもよく判わかんねーけど。樋浦が危ねぇと思って。とにかく安心しろ、ヤツは俺の鉄てつ拳けんで成敗した」

「鉄拳……って………」

　記き憶おくが混乱している彼女に、マコトも興こう奮ふん気味でうまく説明できない。

「えっと……だな」

「──ぐうぅぅぁあぁ……」

「な、まだ……」

　男が立ち上がって、こちらに向かってこようとしていた。

「こいつ、もういっかい俺の正拳突きを……」

　喰くらわせてやる、と言いかけたマコトだが、トイロが思いもよらぬ言葉を口にした。

「お父さん！」

「えっ……。こ、こいつ……まさか……。親おや父じかよ…っ!?」

　トイロに対して引っかかっていたモノ。

　違和感がはっきりした。

　あの太ふと股ももの青あざ。

　長いスカート。

　首筋の赤い跡。

　ごまかして笑った彼女の笑顔。

　彼女が暑さの中で長なが袖そででいたこと。

　全部、父親の虐待の跡。

　長袖はそれを隠すためだったに違いない。今だって、その服を脱げば、痛々しいばかりの傷が残っているのだろう。

　なんでだ、なんで気付かなかった。

　なんで、気付いてやれなかったんだ。

　今までにも彼女からのサインはあったはずだ。

　俺おれに助けを求めるヘルプサインがあったはず。

　何な故ぜ気付かなかったんだ！

「お父さん！　お願い！」

「あぁあぁぁぁっ」

　トイロの言葉はもはや、父親には届かない。

　精神が完全に壊こわれてしまっている。

　そして、マコトは、トイロは、父親がその手にしたモノに啞あ然ぜんとした。

「…………ッ！」

　鈍にぶく光るナイフ。

　鋭するどい切っ先が向けられた。

「あぁぁぁっ、いっしょ、一緒にいよ…ぅ……一緒に……」

「お父さん！」

　絶叫するトイロ。

　トイロを母親だと思っている父親は、彼女を殺そうとしていた。

　殺して、自分も死ぬ。

　そのことで、永遠の時間を手に入れるのだ。

　ふたりの世界を。

　マコトにもそれが判わかった。

　しかし、身体からだが動かなかった。

　フィードバックする記き憶おく。

　赫あかい血。

　黒い影。

　母親の声。

　温かい温ぬくもり。

　冷たい死。

　幼い記憶が、傷が、マコトの身体から自由を奪う。

　なんだよ、なんだよ。

　俺はあのときのままなのか。

　あのときの悪夢から目覚められないのか。

　このままずっと傷を隠すのか。

　ダメだ！

　これじゃ、これからもなんにもない。

　ここでトイロの親おや父じに殺されて、何もかも終わりだ。

　やんなきゃなんねぇ。

　傷はある。

　いてえよ、つれえよ、悲しいよ。

　でも、やんなきゃならないだろ！

　俺おれは生きてるんだ。

　俺は──生きるんだ！

「くそぉあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッッ!!」

　マコトは疾風はやてのように鋭するどく、父親の懐ふところに飛び込んだ。

　同時に、ナイフが振り下ろされる。




　──リン。




　　　　♪




「死んだ……かも知れないと思った」

　マコトは揺れる車内の中で、心底安あん堵どしていた。

　マコトとトイロは、あのタクシーの運転手が呼んだ救急車の中にいた。

　トイロの父親が振り下ろしたナイフは、マコトの左腕を切り裂いたが、致命傷というほどのモノではなかった。

　先に、マコトの繰くり出した拳こぶしが再び顔面をとらえ、今度こそ気を失った。

　そして、やってきた警けい察さつによって取り押さえられ、その場で現行犯逮捕された。

　結果的にこれはよかったのだろうかと、マコトは迷っていた。

　目の前で親を警察に連れて行かれたトイロの気持ちが彼にはよく判わかる。

　自分の母親がそうだったように。

　視線を落とすと、トイロは担たん架かに横たえられている。

　殴られた傷もそれほどたいしたことがないようで、今、意い識しきははっきりとしている。

　伸ばされた彼女の右手をしっかりとにぎっていた。

「なんで、マコトくん。きてくれたの？」

　トイロが訊きく。

「あー、なんつーか、見えたんだよ」

「見えた？」

「前に、俺見えないモノが見えるつったろ。ん？　言ってないっけ？　んで、見えたんだ。樋ひ浦うらがピンチなのが、映像として。だから、助けられた」

　言って、マコトは思った。

　あの死しに神がみの少女と逢あえたこと、そして、トイロが助けられたこと。イヤな力も案外捨てたモンじゃない。すべてがきっかけになっていた。

　とか、ひとりごちていると、トイロが弱々しく言った。

「ごめんね、マコトくん。巻き込んじゃって」

「なに言ってんだよ」

　ちょっとだけ怒った風にマコトは言った。

　すると、彼女の瞳ひとみから涙が溢あふれ出した。

「わ、わりぃ。ちょっとキツく言い過ぎた」

「違うの。違うの……マコトくん、私に〝傷〟を見せてくれた……。だから、私も……」

　そう言って、彼女は涙を溢れさせた。

「樋ひ浦うら……」

「お父さんとお母さんは再婚だったの。私はお母さんの連れ子で。弟はお父さんの連れ子だった。でも、私たちは家族だった。あの日、お母さんがいなくなるまでは……」

　母親がいなくなった日から、父親はアルコールに浸るようになった。

　元々酒などほとんど飲めない人間だったが、目の前の現実から逃れるためだ。

　そして、トイロに暴力を振るうようになる。

　酒を飲んでは、暴力を振るい。しかし酒が抜ければ元の優しい父親に戻るのだ。

　虫も殺せないような心優しい父。

　継まま父ちちだったが、トイロは父親として尊敬していたし、大好きだった。

　きっと辛つらかったのだろう。

　いなくなった母親とよく似た顔をしたトイロを見るのが。それでも、暴力は振るっても顔だけは今日まで一度も殴らなかった。母親と同じ顔。

　だから、酒を飲んで豹ひよう変へんする父親の暴力に逆らえなかった。

　何度も何度も頼み込んで、酒をやめるように言った。

　涙を流し、すまなかったと謝あやまる父。だが、再びアルコールを手にする。

「けど、これでいいの……。お父さんが立ち直るきっかけができた。私だけじゃもうどうしようもなかったの……ありがとう……マコトくん……」

　彼女は泣きながら、それでも笑いかけてくれようとした。

　マコトも笑った。そっと寄り添う。

　トイロを必要とするマコト。

　マコトを必要とするトイロ。

　自分の傷は消えないかもしれない。

　でも傷を見せ合って、癒いやし合って、今度こそ心を再生させることができるかも知れない。

　薬に頼らないような心を。

　だって、こんなに効く笑顔クスリがあるんだから。




　　　　♪




　月は輝かがやく。

　赤いライトの灯あかりとともに、鳴り響ひびくサイレンの音。

　少女は月明かりの夜空に浮かんで、それらを見おろしていた。

「何であいつらのこと助けたりしたの？」

　コウモリのような羽根を広げた黒猫が少女の周りを飛びかう。

「あたしはべつに何もしてないけど」

　少女は白い髪の毛をかきあげ、薄うすく笑った。

「だって、あの女の子。本当なら死なないにしても、植物状態で一生を終えることになってたんだよ」

「そうだっけ？」

「またすっとぼけちゃってさ。ボク知らないからね。こうやって人間に干渉して。局長にしかられちゃうよ。ったく、おせっかい！　あいつの運命も変わったじゃないか。あのままずっと心の闇やみに縛しばられているはずだったのに」

「運命は変わったかも知れないけれど、『命を運ぶ』ことはどうやら変わらないみたいよ」

「なに言ってんだよ。当たり前だよ。人間なんだから。だろ？」

　少女は何も言わずただ笑う。

　その代わり、ゆっくりと舞まいはじめた。

「モモ、なんで踊るのさ？　誰だれの魂も送らなくてもいいのに」

「さて、なんでかな」

「なに言ってんだよ〜、でも。ボクも踊るっ！」

　少女と黒猫は円を描くように踊った。

　少女の白い髪の毛が服が、赤い靴が、星のリズムで瞬またたく。

　いつもの悲しい踊りではない、なんだか黒猫は楽しくなった。

「ねぇ、モモ。今日は泣かないんだねぇ」

　黒猫は、からかうように笑った。

「泣くわけないでしょ。てゆーか、それじゃあたしが泣き虫みたいじゃん」

　少女は軽く口を尖とがらせる。

「それに、あのひとたちが本当に大変なのはこれからよ。生きることは死ぬことより辛つらくて険しいことばかり。でも、生きるべき。あたしがもうできないことを、彼らはやれる」

「モモ……」

　黒猫は、動きをとめた。

「そんな顔しないの、ダニエル」

「だって、モモ……ひとりで淋さびしくない？」

「ううん。全然っ」

「でも……」

「あたしにはダニエルがいるじゃん」

　少女は綺き麗れいに笑った。




　　　　♪




　もう報いを期待したりしない。

　誰だれかにどれだけ愛されたいとか。

　今は、大切な人たちが、そして、ふたりがいればいい。




　あいかわらず、目覚めは悪い。

　けど、悪夢はもう見ない。

　代わりに見えるモノがあるから。




　また──朝。




　腕の傷もすっかり良くなった。

　トイロと彼女の弟は、高校からは少し離れた祖母のところで暮らすことになり、今でもちゃんとマコトの高校に通ってきている。

　彼女の頰ほおの傷も消えた。

「ああ、もうすぐ夏休みだな……」

　なんだかすさまじい勢いで日々は流れているようだ。

　それでも、彼女は隣となりでおだやかな笑みを浮かべている。

　荒れた大地に咲く花のように。

「あ、そうだ。今度、なんかごちそうしようか？」

「マジで？　作ってくれたりするわけ？」

「まあね。ちょっとは自信ありますよ」

　言って、彼女は、ころころと笑った。

「何が食べたい？」

「う〜ん……そうだなぁ……。あっ！　あれが食べたい！」

　そうだ。

　あれしか、ない。

「──カレーライスっ！　チキンでよろしくっ！」





Low Blood Pressure ‐ fin.
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　　　　♪




「ちょっと、モモ。担当分の魂は全員天上に運んだのに、何でまた地上に降りてくるわけ？」

　コウモリのような羽根を広げたダニエルは、不満そうに言った。

　見おろす景色は、一面灰色の無機質の集合。

　我こそが天に一番近くに在あるモノなのだと、競きそうように無数の巨大なビルが空を目指し伸びている。

　そこは魂の氾はん濫らんするところ。なのに都会というのは、魂の休まる場所ではない。

　モモとダニエルは、天にそびえる巨大ビルよりもさらに上空にいた。

「てゆーか、用もないのに地上にきすぎなんだ、モモは……」

　ダニエルのぼやきに、傍らのモモは、

「だからべつに、ついてこなくていいって言ってるでしょ。毎回」

　と返した。

「毎回って、やっぱり自分でも判わかってるんじゃないか。だいいち、主あるじを放っておいて仕つかえ魔まのボクだけが休むわけにはいかないよ。そんなこと、天上に名だたる仕え魔を輩はい出しゆつした名家『アラーラ家』の者としてできるはずがないだろ？」

　ダニエルは自分の血筋を誇って胸を張る。

「あっそ。じゃあ文句はなしね。優秀な仕え魔さん」

　としかしモモは軽くあしらった。

　ようするに、名家出身の優秀な仕え魔なら、優秀な仕え魔らしく主に従えというわけだ。

　けれどまあ、モモが本気でそんなことを思っているはずない。それはダニエルもよく判っている。だから、主であるモモに対して、砕けた物言いをするし、意見もする。

　ふたりは主従関係にあるが、むしろパートナーなのである。

　しかしながら、自分の血筋の良さを「あっそ」の一言で片付けられてしまったダニエルは、ちょっぴり傷付いた。落ち込んだ。へこんだ。

　ダニエルには名家の出身という誇りがあるのだ。

「……そうなんだけどさ……そんな風に言わなくてもいいじゃないか……ボクだって…そうだよ。一いつ生しよう懸けん命めいやってるんだよ。モモがあんまり仕事からはみ出すようなことばかりするから、大変なんだよ……それ、判ってる？　判ってないよね。だって、モモだもん……」

　ダニエルは身体からだをサッカーボールのようにまるめ、くるくると回転する。

　完かん璧ぺきにいじけてしまったようだ。

　ボールみたくなったまま、ふわふわと、しかし、確実に高度を落とし、落下していた。

「ちょ、ちょっとダニエル？」

「……………………」

　モモの呼びかけに応こたえることなく、ダニエルはさらに高度を下げていく。

「ごめん。悪かったってば。って、聞いてる？　ダニエルっ……。ダニエル？　ダニー？　ダンちゃん？」

　ダニーもダンちゃんも、ダニエルの愛称で、彼はこう呼ばれるのをあまり好んでいない。仕つかえ魔まとして一人前のつもりでやっている彼にとって、この呼び名はなんだか子供扱いされてるようで嫌いやなのだ。

　普ふ段だんは、モモにちゃかされてこんな風に呼ばれると、子供みたく腹を立てるダニエルだが、今日は無反応。くるくる、どんどん下へ向かっている。

「ちょっとぉっ。ダニエル、何ど処こまで降りてくつもりなのよっ！」

　モモは飛ぶスピードをあげ、ダニエルに追いつく。丁度、この一帯で一番高いビルの中腹辺りのところだった。

「ダニエルっ」

　やれやれ、とモモは黒い羽根のついたボールを抱きとめた。

「ちょっと、いつまでふてくされてんのよ」

　モモが言うと、ややあって、

「…………だってさ、だってだって……」

　ダニエルはボールのまま呟つぶやいた。

「だって、何？」

「……だって、ボクがんばってるよ。けっこうがんばってるよ。いっぱいいっぱいがんばってるよ。なのに、ダメ？」

「……ふぅ。そんなことない」

　モモは優しく言った。

「ほんとに？」

　ダニエルは少し顔を上げて上うわ目め遣づかいに、モモの表情をうかがった。

「ホントに。頼りにしてる」

「ほんとっ？　頼りにしてくれてるの？」

「うんっ」

　モモがうなずく。と、ダニエルの表情はパァっと晴れ渡る夏の空と同じになった。

「よ〜しっ!!」

　主あるじに誉ほめられるのは仕え魔にとって栄誉で、頼りにされていると言われると舞まい上がってしまうくらいうれしいことだ。

　ダニエルは、モモの手から離れると、パタパタパタパタパタパタパタッッ！　とものすごい勢いで羽根をはためかせ、周囲を飛び回る。

　そんなダニエルの様よう子すにモモは、ふっと微ほほ笑えんだ。

「……本当にね。死しに神がみの……しかもあたしみたいな〝ディス〟にこんなにまで仕つかえててくれるんだから……」

　小声のため有頂天のダニエルには聞こえていなかった。

　聞こえていたら、表情を一変させて、きっと怒るに違いない。

　『ディス』というのは、死神の中でも差別的な、相手をさげすんだ意味合いを持つ言葉だ。

　名家出身というだけあって、ダニエルはこの手のスラングを極端に嫌う。

　──さらに主あるじが周囲からそう呼ばれることがあるとなるとなおさらだ。

　そんな中、テンション上がりっ放しのダニエルは、ビュンビュン飛んで、飛んで、飛んで、廻って、廻って、そして──落下した。

「ふぎゃぁぁぁぁぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッッ!!」

　調子に乗りすぎて、ダニエルは地上に激突したのだ。

「ちょ、ちょっと、ダニエルっ!?」

　急いでモモはダニエルが落ちた場所に向かう。

「ダニー？」

　目を廻して伸びているダニエルを抱き上げる。

　不幸中の幸い。落ちたときのショックで意い識しきはもうろうとしているが、たいしたことはなさそうだ。

　これも名家出身だからなのかどうかは、モモが知るところではなかったが、とりあえずは、ホッと安あん堵どした。

　頼りにしていると言った矢先に、ダニエルにいなくなられたらよわってしまう。

「ほんとに…もう……」

　ため息混じりにモモは呟つぶやいて、ダニエルをしっかりと腕の中に抱いた。

　そのときだ。

「──ん？」

　何かの気け配はいがした。

　モモはその気配がする方に意識を飛ばす。

　と、それがなんなのかが判わかった。

「……人？」

　慌てていたので、よく状況を把握していなかった。

　モモが今いるのは、密集するビルとビルの合間をぬう高こう架か状の道路の真下、ぽつんと存在する古ぼけた洋よう館かんだった。

　それにここはさらに周囲から、みずからを隔離するように高い塀へいで囲まれていた。

　しかし、妙に明るかった。

　四方をビルに囲まれ、さらには高こう架か下というオマケ付きの場所にもかかわらず、高架とビルの間からうまい具合に光が差し込み、また、ビル群のマジックミラーのようなウィンドウなどが光を反射し、この場所に光を届ける一役を担っていた。

　不思議な場所だ。

　そして、さらにここを別世界さながらにしていたのは、他ほかの建物とは違う洋よう館かんが雑然と存在していることだった。

「……？　あそこにいるのは……。まさか…こんなところに……人がいるなんて」

　それはまだ幼い少女だった。




　　　　♪




　少女はひとり。空を見ていた。




　洋館自体そんなに大きな造りではなかったが、それでもその少女にとっては十分だった。

　少女は、部屋の中にいた。

　窓辺に置かれたベッドに膝ひざを突ついて、そこから空を眺めていた。

　空といっても窓から覗のぞく四角い──ビルと高架により切り取られたわずかに見えるだけの──小さな、小さな空だ。

　一見して、少女の年ねん齢れいは五、六歳。長く伸びた髪の毛が丁てい寧ねいに三つ編みされ、服もアンティークで、その容姿はまるで西洋人形のようだった。

　ますますここが〝外〟とは切り離され、時間を忘れた別世界に思える。

　少女はたったひとり、飽きることなくずっと空を眺めている。

　モモは、何な故ぜか、誰だれかに似ている、そんな気がした。

　その〝誰か〟が誰なのかは判わからない。

　ただなんとなく、ぼんやりとそんなことを思ったのだ。

　だから何となく気になって、少女の情報を得ようと天上の人間の情報管理しているデータにアクセスをダニエルに頼もうとしたが。

「ダニエル、あの子の………って……そういえば……」

　いつもこういうデータの管理、収集、処理等を担当しているダニエルはのびたままだ。

「あー、あたしこういう細かいこと得意じゃないんだけどな……」

　そんな風にぼやきながらも、モモは目を閉じ天上のメインの管理システムにアクセスをはじめた。

　──アクセス。ＩＤコード『Ａ』の一〇〇一〇〇。パス・アンダー９。キーロック解除。

「………で。……次なんだっけ？　……あ、そうだ」

　──システム、Ｄ。ポイント……ヒア。

「よし、と……えーっと、あの女の子のデータは……っと……あ。あった…………………………………………え？　………………なに……これ……？」

　少女のことを知った。

　だが、それがモモを困惑させることになった。




　　　　♪




　ダニエルは目を覚ますと、自分のほっぺが猛烈な勢いで引っ張られていて、猛烈に伸びているのがどうにも理解できなかった。

　なので、

「…………………」

　じとーっと、傍らいるモモに目線を送った。

　モモはベッドに腰かけ、クスクスと笑っていた。

　ほっぺを引っ張っているのはモモではない。

　人形のような、幼い少女だ。

　どういうことなのって言ってるの、ボクは。という視線を再度モモに送った。

「起きたみたいだから、離してあげてくれる？」

　モモが少女に言った。

「わっ。ほんとだっ。ほんとにうごくんだっ！」

　言われた通りに少女は手を離す。

　その声は、好奇心に弾んでいた。

　大きな目もらんらんと輝かがやき、ダニエルのことを覗のぞき込んでいる。

「な、な、なに？　なんなのっ!?」

　状況が把握できないダニエルは、慌てて少女から離れ、モモの膝ひざの上に駆け登った。

「うわわわわわわ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ぁぁあっ！」

　ダニエルの様よう子すに少女は大きな声をあげる。

「しゃべってるぅぅぅぅぅぅぅぅ[image: ][image: ]っっ！」

　実に楽しそうでうれしそうで、声はますます弾む。

　と、ますますダニエルはビクビクして、モモの膝の上で硬直してしまった。

「だから、なに？　なに、なに、なに、なんなの、モモっ!?」

　半ば恐怖しながら、ダニエルが訊きく。

「アハハッ」

　そんなダニエルにモモは思わず笑ってしまった。

「あははじゃないよ！　ボクの姿も見えてるみたいだし、触られてたし。説明してよ！」

　ダニエルの声は心なしか震ふるえ、小声だ。

「ごめん。この子の名前は……」

「──トワだよっ！」

　モモが言う前に、少女が言った。

　少女は、トワはベッドに座るモモの傍らに腰かけ、ダニエルの目を見つめる。

「こんにちは、ダニー。トワだよ」

　トワは白い歯を見せ、にっこりと笑った。




「こっちが、ミミー。こっちがハナハナ。こっちがピッカリ。それでこっちがくじらっ！」

　ミミーというのはうさぎのぬいぐるみで、ハナハナが象のビニールの模型。ピッカリはプラスチックで銀メッキのロボットのおもちゃ。くじらは、くじらのぬいぐるみ。何な故ぜかこれだけ名前がそのまま。

　トワは、部屋の中にある人形やおもちゃを次々とモモとダニエルに紹介していった。

　全部を紹介し終えるのに、トワの息が切れるほど時間がかかった。それほどトワの〝お友達〟はたくさんだった。

　ハンパな数ではない。
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　しかし、随分と統一感がないなぁとモモは思った。

　女の子なのだからぬいぐるみは判わかるが、男の子用だと思われるロボットや、リアルなビニールの動物模型などなど、とにかく種類も対象年ねん齢れいもバラバラ。

「ぜんぶ、おとうさんがプレゼントしてくれたのっ！」

　と、トワはほっぺを赤く昂こう揚ようさせた。

「で。だから、何？　なんでボクはここに？　てゆーか、モモ」

「なに？」

　全員の友達を紹介し終え、息つく間もなく今度は、この子はどういう子で、あの子はどうでと性格やらをトワは話しはじめた。

　その間に、ダニエルがモモに話しかけていた。

「なんで、人間と親しげに。それも人形なんか紹介されちゃってるわけ？　すでにダニー呼ばわりされてるし……」

　ふてくされた風にダニエルは目を細めた。

　だが、モモの膝ひざの上から離れようとはしない。

「人形じゃなくて、友達、ね」

「あ、そっか。…………じゃなくて！」

「べつになんだっていいじゃん。だいたい、最初にここに迷い込んだのダニエルなんだし」

「えっ？」

　はて、とダニエルは記き憶おくを振り返れど、曖あい昧まいな部分があってはっきりしない。

　そんなことがあったような、なかったような、やっぱりあったような……。

「で、でも、人間に関かかわることはないだろ？」

「なんで？」

「なんでって…………」

　主あるじのこととはいえ、ダニエルは少し気が遠くなりそうだった。

「なんでもへったくれもないだろ！　この子、ボクらが担当した魂に何の関係もないんだよね？」

「うん。だから？」

「だ、だからって！　ただでさえ魂に関係する人間には接しちゃいけないってゆうのに、それはおろか、関係のない人間に干渉して！」

「まあ、たまにはよくない？」

「よーくーなぁぁぁ〜いッッッッ！」

　もうビックリだ。

　モモにとってルールというのは破るためにあるかのように言う。

　これじゃダニエルの身も心ももたない。規則を破りそうになって、ハラハラ。結局、規則を破ってドキドキ。んで、上司に怒られクタクタ。

　でも、ダニエルは判わかっている。

　モモが必要以上に人間に接しようとするのは、それなりの理由があって、それなりに必要なことだからだ。

　きっとこれも──




　　　　♪




　少女にとって動く〝お友達〟に逢あうのはダニエルがはじめてだった。

　そして、モモははじめて逢った人間だ。

　とトワは思っていた。

　もちろん、ダニエルはトワの〝お友達〟とは違うし、モモも人間ではない。

　しかしトワがそれを理解するには幼く、それらを処理できるだけの情報を少女は持ち合わせてはいなかった。

　トワは塀へいの外、洋よう館かんの外はおろか、この部屋からも一歩も出たことがないのだという。

「おとうさんがね。出ちゃダメだって」

　とトワは言う。

「お外はこわいことがいっぱいなの。トワは〝特別〟だから。お外にでると、わるいひとに──ころされちゃうのっ。だから、おとうさんのほかに人と逢うのはモモがはじめてよ」

　と、無邪気にトワは笑う。

　小さな少女にとってその〝父親〟という存在がどれだけ大きいのか。また、どれだけ信用しているのか、その科白せりふでモモは、全部判ったような気がした。

　それに特別という意味や殺されるという言葉の重さが自分自身で理解できないのだ。

　その意味を知ってしまっているモモは、彼女に合わせて微ほほ笑えんだつもりだったが、うまく笑えていただろうか。

　それを知っているダニエルもなんだか複雑だった。

　こういうのはいくらやっても慣れない。

　モモも悲しい顔をするから……。

　無邪気すぎる笑顔が、だから、よけいに──痛かった。




「これかわいいでしょ、モモ。おとうさんのプレゼントなのっ」

　また来てくれたと、うれしそうに、すっかり慣れた様よう子すでトワが言った。

　あれからモモはもう何度もトワのもとを訪れていた。

　かといって何をするでもなく、彼女が遊んでいるのや、ダニエルが遊ばれているのを眺めているだけだ。

　ときどき、話をしたりもする。それでも決まってトワが一方的に話をすることになる。

　トワは特にモモから何かを訊ききたいとは思わないのだろう。

　外の世界をはじめ、彼女が望む情報は父親という存在がトワに教えていてくれるからだった。

　彼女が今、モモに見せていたモノもそうだ。

「仕事の合間にわざわざ、それも何度もここにきて…どういうつもり？」

　ダニエルがぼそりと言った。

「さあね…っ」

　モモは首をすくめて、おどけた。

「……そんなこと言って……どうーせまだ……」

　ダニエルがぼやきモードに突入しようとした、そのとき。




　ガチャッ。




　と、錠じようがはずれる音が部屋の外からした。そして、これまでモモたちがいる間は一度も開くことのなかったトワの部屋のドアが外側から開かれた。

　その途端とたん、トワの表情がこれまで以上に、パッと華はなやいだ。

「──おとうさんっ！」

　薄うすくゆっくりと開くドアに向かって、トワが歓喜の声をあげる。

「おかえりなさい、おとうさん！」

　トワは部屋の中に入ってきたその人物に駆け寄って、抱きつく。

「おしごとおつかれさまです」

　とか言いながらもトワは甘えるように、その男性のズボンを引っ張った。

「ねぇ、おとうさん」

　トワがそう呼ぶ男性は、まだ二十代半ばの清せい潔けつ感かんある人物だった。

　ニコリ、とトワに微ほほ笑えみ男性は彼女を抱き上げる。

「ただいま、トワ」

　スーツ姿に銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね、髪の毛もキッチリとなでつけられ、しっかりとした雰囲気が漂っていた。

「そうだ。おとうさん、今ね、モモとダニーがいるの……あれ？」

　父親に新しい友達を紹介しようとしたトワだったが、そこにふたりの姿はなかった。

　消えていた。

「あのね。モモとね、ダニーがね。いたの。でもね、いなくなってるの」

　トワは首を傾かしげた。

「そう。もう、帰っちゃったんじゃないのかい？」

　男は、優しげに言うがトワに話を合わせてみせただけ、膝ひざを折りトワの視線を合わせた。

「それより、トワ。部屋からは出てないだろうね？」

「うんっ。トワおとうさんのいいつけをまもって、いい子にしてたよ」

「そうか。よしよし」

　言って、男はトワの頭を撫なでた。

　えへへっ、とトワは気持ちよさそうに目を細めた。

「トワ。おまえはこの部屋から出ては生きられないんだ。近ちか頃ごろ、外では黒い服を着た悪い人間たちがウロウロしているんだよ。そいつらはとても悪いヤツらでね。見付かったらきっと、おまえは殺されてしまうだろう。でも、安心しなさい。お父さんがトワを守るから」

　男はまるでテレビドラマのようなことを真剣に言った。

「うん！」

　トワもまた真っ直すぐな目で男を見つめ、深く頷うなずいた。

「トワ……おまえは特別なんだ……」

「おとうさんっ」

　トワは男の胸に飛び込んでいった。

「ああ、僕のトワ……」

　男は小さな少女の身体からだをしっかりと、しかし慈いつくしむように抱きとめた。

　たくさんの溢あふれるほどの愛で抱きしめた。




　　　　♪




「モモは、どうしたいの？」

　ダニエルが訊きく。

　モモとダニエルは、トワの洋よう館かんから少し離れた上空を浮遊していた。

「どうしたい、って？」

　モモはとぼけた口調で言う。

「なに言ってるんだよ。ボクは判わかってるよ。〝あのこと〟を言おうとしてるんでしょ？」

「だって…ダニエル。これって、おかしくない？」

　モモの表情がふっ、と落ち込む。

「なにか…おかしい……」

　モモは胸の中のもやもやしたものは、自分の信念によって解き放たれると思っていた。

　たとえそれが、どんなに過か酷こくなモノだろうと。

　自分のことを知らない自分だからこそ、そう思うのだ。

　モモは──自分自身のことを知らない。




　死しに神がみというのは、前世で罪を犯した者がその罪を贖あがなうため、悲しみの中で『魂』を運ぶ者のことだ。

　その罪とは──みずから命を絶つこと。

　黒い姿はその罪の証あかしであり、死神という命を司つかさどる、奪い運ぶということに従事させられているのである。

　死神は、自殺したという記き憶おくと罪の意い識しき、そして前世の記憶の中で一番大切な思い出だけを持っている。

　だが、しかし、モモだけが違っていた。

　前世の記憶がまったくない。姿も真っ白で、赤い靴まで履はいている。

　だから、モモは他ほかの死神たちから『変わり者デイス』などと揶や揄ゆされてしまっているのだけれど。

　それに、トワのことにしてもそうだが、モモはやたらと人間に干渉しようとする。本来それは許されない行為である。その上、人間のために涙を流すことだってある。

　ほとんどの死神たちが罪を贖って、生まれ変わるため、自分の犯した罪の意識から少しでも逃れるために、人間の命を業務的に奪い運ぶ。

　それでも、中には少ないながらもモモに理解を示す者もいる。その死神も結局、他からディス扱いされている。

　そんな中で、モモは唯一の存在だった。自分のことさえも判わからないのに、ときに涙し、ときに笑う。強くあるために、気丈にしている。




　モモはトワのことを放ってはおけないのは、ひとつの想おもいがあったからだ。

「やっぱり…伝えないと……」

　モモは言った。

「やっぱり、そっか」

　ダニエルはため息をこぼした。判ってはいたけど、やれやれだな、と。

「でもさ──」

「でも？」

　スッと大きな瞳ひとみでモモはダニエルを見やる。

「うーん。なんていうかさ……知らない方がいいってこともあるんじゃないかな？」

　ダニエルはためらったが、思ったことを口にした。

「この場合……あの子に関しては、ボクはそう思うけど」

「………………」

　モモは何も言わず、唇をぎゅっと結んだ。

　少女は幼い。父親を信じ、愛している。

　それゆえ、トワにとって、あのたくさんのぬいぐるみとおもちゃに囲まれた部屋、閉ざされた窓から見える狭い空と、優しい父親、それだけが世界であり、すべてなのだ。

「そんなのって、おかしいでしょ……」

　結んでいた口をほどき、こぼれた言葉はモモの心のそのまま。

　ダニエルは、こぼれた言葉を拾う。

「ボクだって、そんなこと判わかってるよ。判ってるんだけど……あの子の今が失なくなってしまうなら、言わない方がいいんじゃない？」

「……けど……」

　言葉を飲み込むモモに、ダニエルがさらに。

「モモだって、自分のことを探しているけど……それを見付けること、知ることに本当に意味があるのか判ってないんでしょ」

「…………」

「結局、モモだって迷ってるじゃないか。あの子に言おうとして、言えなくて。何度も何度もあの子のところに行ったりして。優しすぎるんだよ、モモは」

「そんなことは……」

「あるよ！　あの子のことも、これまでに逢あった人間のことも、魂のことも、全部自分のことのように思ってしまう。人間が死ぬことをまるで自分のせいみたいに、自分を傷つけて。今にこの世界に悲しいことがあるのは自分のせいだ、なんて言い出さないかボクは心配だよ」

　一気に喋しやべって、ダニエルは少し呼吸を乱していた。

　心底モモのことを想おもっている。

　変わり者デイスだろうと、なんだろうと、こんなモモがダニエルは好きだった。




　だが、ふたりの優しさに対する答えは、とても皮肉で残ざん酷こくな形で出てしまう──




　　　　♪




　その日も、少女は空を見ていた。




「今日は、出張で…いや、仕事で少し遠くに行かなければならないのだけど、大丈夫。遅くなるけど、今日中に帰ってくるから。トワをひとりにはしないから」

　そう言って、男は愛するトワを部屋に残し、外から錠じようをした。

　部屋の窓も外から封じてあるので、幼いトワには開くことは到底無む理り。

　洋よう館かんを囲う塀のわずかな隙すき間まから、男は外へ出ようとする。

　念入りに念入りに周囲の様よう子すを窺うかがう。

　アイツラハドウダ？　イル？　イナイ？　アイツラハ？

　ワタサナイ。愛スル、トワヲワタスワケニハイカナイ。

　スーツの下がじっとりと汗ばむ。

　常に何かに怯おびえる日々。精神的に追い込まれる。

　心の拠よりどころは愛いとしいトワだけ。




　そして、男は都会の人波に飲み込まれていった。




　　　　♪




　窓から見る空は、あいかわらず四角くて小さい。

　でも、とても綺き麗れいだった。

　青くて、吸い込まれてしまいそう。

　その空が赤くなって、黒くなって、ずいぶん経たった。

　それでも父親は帰ってこなかった。

　そして、また空が青くなった。

「ねぇ、ミミー。おとうさん、かえってこないねぇ……。おなかへったなぁ……。ダメだよ。ミミー。おとうさんがお外にでちゃだめだっていったでしょ……」

　西洋人形のような少女は、うさぎのぬいぐるみに力無く語りかける。

　しかし、ぬいぐるみは何も言ってはくれない。

　応こたえてはくれない。

「なんで、ミミーはなにもいってくれないの？　モモのダニーはちゃんといってくれるよ。モモとなかよしでおしゃべりするよ。ね、ミミー、ミミー……ミミー……」

　空腹と心細さで泣き出してしまいそうな少女は、それでも、ぬいぐるみに話し続けた。

「……ミミー……ミミー……おとうさんはどこ………おとうさんは……？」

　だが、その問いに答えたのは沈ちん黙もくではなく、騒そう々ぞうしい物音だった。




　ガッ、ガッ、ガッ、ガッ！




　激しく何かが錠じようを叩たたき付ける音だった。

「──ッ!?　お…おとうさん……？」




　ガッ、ガッ、ガッ、ガガッ！

　ガチャ、ガチャ、ガチャ！




「……………」

　少女は成り行きを見守るしかなかった。

　ガチャッ！　と乱暴に荒々しくドアが開いた。

「………おとう………ヒッ!?」

　違った。

　父親じゃない。

　ドアの向こうからやってきたのは、見たことのない人間だった。

　黒い服に身を包んだ、数人の男たちだった。

　少女は恐怖した。

　ただただ怖くて、身動きひとつできず、声すら出せなかった。

　そいつらは、父親が言っていた『黒い服をきたヤツら』とそっくりだ。

「見付かったら、殺されてしまうんだ」

　という父親の言葉が鮮せん烈れつに少女の中を駆け抜けた。

　──たすけて、おとうさんっ!!

　しかし、何な故ぜか声が出ない。ブルブルと身体からだが震ふるえ、抱えたうさぎのぬいぐるみをただ強く抱きしめることしかできない。

　黒服たちは、少女に目を向ける。

　その中のひとりが携帯電話を取りだし、何ど処こかに連絡を取りはじめた。




　　　　♪




　魂を天上に送って、モモとダニエルがそこにやってきたときには、辺り一面は赤いランプの付いた車両と、数えるだけで気が遠くなりそうな人間たちで埋め尽くされていた。

「遅かったみたいだね……」

　ダニエルが、ポツリ。

　モモたちは、人間たちが慌ただしく右往左往する洋よう館かんの中にいた。

　もちろん誰だれにもその姿は見えない。

　あの部屋にトワの姿はない。

　黒服たちによって、すでに〝外〟へと連れて行かれたようだ。

　モモは呆ぼう然ぜんと、主あるじのいなくなった部屋の中の、ベッドに腰かけた。

　ダニエルがそれに続き、ひょいとモモの膝ひざの上に乗った。

　目の前を何人もの人間たちが通り過ぎていく。

　そんなときだった。

「──モモ？」

　不意に、モモを呼ぶ声がした。

「え？」

　と、振り向く。ちょっとだけトワなのではと期待してしまった。

　けれど、違う。

　その声はもっと大人おとなで、あんなにも楽しげではない。

　そこにいたのは、黒いマントに頭からつま先までを覆おおっている女性だった。

「どうしたの、モモ。こんなところで？」

　女性は言った。

　彼女は──死しに神がみだ。

　しかしモモのように笑わないし、悲しい表情をしている。

　それがモモ以外の死神の姿なのである。

　それでも彼女はモモに理解を示す数少ない者のひとりだ。

「そっか、あなたが〝あのひと〟の担当だったのね。ごめんなさい。あたし、邪じや魔まするつもりじゃなかったの」

　モモは申し訳ないと目を伏せた。
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　すると、彼女は納得したようだった。

「また、人間と関かかわったのね。それも魂の関係する者に」

「うん……でも、あたし何もできなかった」

「その方がいいかもね」

「え？」

「〝彼〟、ずっと残されたあの女の子のことを心配しているの。想おもいが強すぎて、彼はきっと天上に逝ゆけないわ。逝けたとしても幸せにはなれないわね」

「そう……」

　ため息のように言葉を落とす。モモはダニエルの頭をそっと撫なでた。

　ダニエルは何も言わなかった。

　ただ、首に付いた鈴が、リン、と鳴った。




　　　　♪




「幼い少女一名を発見……はい、ひどく怯おびえている様よう子すで……」

　黒服の男は〝外〟と連絡を取っていた。

　少女は判わからなかった。

　何を言っているんだろう？

　何を話しているんだろう？

　別の黒服が少女に近付く。

　ビクッ、となって少女はさらに身を固くした。

　殺されてしまう。

「おい──」

「キャァァァァァァァァァ！　イヤァァァァァァッッ！　アアッッァアアァァァ……ッ！」

　少女は半狂乱で、騒さわぎ立てた。

　視線も定まらなく、壊こわれたおもちゃのように奇声を発した。

　そして、やがてピタリとやんだ。口は開いているが、声がまったく出ていない。

「……こりゃ、そうとうひどい目にあっていたらしいな……こんなに怯えて……。しかし生きているだけでも奇き蹟せきか……」

　さらに別の黒服が言う。

「そうスねぇ……。しっかし、なんスかね、これ。ぬいぐるみやおもちゃだらけッスよ。ハンパないッスよ。ちょっと異常な量じゃないッスか？」

　それに、少女の傍そばの黒服はため息混じりに答えた。

「バーカ。相手は殺人犯だぞ。そんなヤツのやることなんざ、異常なくらいで普通なんだよ」「そんなもんなんスかね、やっぱ」

「だよ」

　黒服は言って、改めて部屋中を見渡す。

　頑丈な錠じようのかかったドア。締しめ切られ外から封じられた窓。部屋中、床が見えないくらいのぬいぐるみやおもちゃ。

　それは、どう見ても──異常としか思えない光景だった。




　トワは、ただ怖くて、ただ悲しかった。

　なんで、なんで、おとうさん。

　なんで、なんで。はやくたすけにきて、おとうさん。




　トワの父親は……いや、父親のフリをしていた男は──死んだ。

　何かに追いかけられ、道路に飛び出し、やってきたトラックに撥はねられた。即死だった。

　その何かとは『幻』だ。

　精神的に弱っていた男は、フラフラして足元がおぼつかなかった。それを偶然見かけた警けい官かんが心配そうに声をかけてきた。しかし男は、それに対して、逃げ出した。それを警官が追いかけてきた。ような気がして、そう思い込んでしまった。

　何な故ぜなら、男は犯罪者だったからだ。

　窃盗の常習犯であり、過去に人を殺あやめ、赤ん坊を誘拐した逃亡者だった。

　五年前。男はいつものように、住宅地を物色し、目星を付けていた一件の家に侵入した。

　男はそのとき盗みの仕事をはじめて間もなく、そして笑いが出るくらいうまくいっていたので完全に油断していた。

　家の中を物色中に、住人夫婦が帰ってきてしまったのである。しかも見付かってしまう。夫と格かく闘とうになった男は思わず携帯していたナイフで胸を刺してしまう。

　ナイフを引き抜くと、手が真っ赤に染まっていた。

　夫の胸からドロリと生温かい血が、あとからあとから溢あふれてくる。すぐに動かなくなった。

　男はもう狂乱状態だった。次に、それを目もく撃げきしていた妻の方も刺し殺してしまった。

　だが、もう一人の目撃者だけはどうしても殺せなかった。

　夫婦の赤ん坊が泣き叫ぶ声で、ハッと我に返った。

　妻が呼んだ警察のサイレンが聞こえ、男は逃げた。

　何故か、赤ん坊を連れ。

　人など殺すつもりなんてなかった。ただ、金が欲しかっただけだ。

　ただ、盗みに入ったつもりだった。いつもはそれでうまくやれていた。

　なのに、人を殺してしまった。

　血が温かかった。

　そして、腕の中に抱く赤ん坊もまた温ぬくもりがあった。

　男は、逃げた。

　都会の喧けん噪そうの中に身を潜ひそめ、昔盗みを教わった人物が隠れ家にしていた洋よう館かんに身を置いた。

　男はスーツに身を包み、会社員と身分を偽り、盗みを繰くり返しながら、赤ん坊を育てた。

　──トワと名付け。

　せめても罪滅ぼしのつもりだった。

　なのに、いつの間にか赤ん坊が愛いとおしくてしようがなくなっていた。

　この子がいなくなったら、自分はどうにかなってしまう。

　だから、部屋に閉じこめた。噓うそまで吐ついて。

　赤ん坊は成長し、少女は男を父親と慕う。

「ああ、僕のトワ。かわいいトワ。何ど処こにも行かないでおくれ。おまえがいなくなった世界など、意味はない。世界は死の世界になるだろう。愛おしい、トワ」

　死ぬ直前、男はそんなことを呟つぶやいていたという。

　警けい察さつが事故で死んだこの男の身元を調べた。

　すると、この男の指紋は、五年前の誘拐事件の犯人のそれと一致した。

　事件は一気に解決に向かった。事前の調べにより、犯人が潜せん伏ぷくしていると思われる付近を捜索していた警察は、目もく撃げき証言などから、洋館の存在を割り出し、踏み込んだ。

　そして、そこで五年前に誘拐された赤ん坊──少女を保ほ護ごした。

　部屋中を覆おおう玩がん具ぐに囲まれていた少女はひどく怯おびえていて、言葉を失っていた。

　それが、どんなにひどい目にあっていたことだろうかと、関係者の涙を誘った。

　真実は噓で、噓は真実。

　少女は、発見されたときに持っていたうさぎのぬいぐるみを、決して離そうとしなかった。

　ひどく怯え、精神的に非常に強いショックを受け。口が利けなくなっていた。

　警察は犯人に虐待にあったのが原因と見て、精神病院に入れることを決めた。

　それでも少女は病室のベッドで、利けない口で大人おとなたちに一いつ生しよう懸けん命めい、訴えかけた。

　唇の動きで「おとうさんは、どこ？」と言っているのが判わかった。

　くる日もくる日もそうやって、窓の外の空をずっと少女は眺め続けていた。

　それが殺された本当の両親を捜しているのだと、周囲の人間たちの涙を誘う。

　誰だれも両親は死んだということがいえないでいた。けれど、

　──おとうさん、トワはここにいるよ。いつになったらきてくれるの？

　戻らないことがあると、知らないままで、ずっと空を見てた。

　噓が真実で、真実が噓。

　少女は決して現れることのない〝父親〟をずっと、待っていた。




　　　　♪




「あの四角い部屋から〝外〟へ出たあの子はどうなるんだろ？」

　ダニエルが、ポツリと言った。

　それはモモにもあの女性の死しに神がみにも判わからなかった。

「人の最期は決まっているけど──人生は決まっていない。運命は、生きる道は無限に存在する。迷って、迷って、迷って、それでも人は最期にそこに行き着くの」

　そう言うが、モモにはやはり判らない。

「噓うその世界だった。でも、あの部屋の中が、あそこが、あの子の世界であり、真実だった。なのに……。人には消してしまいたい記き憶おくがある。でも知らないままの記憶だってある。それを強制的に、あの子は知ってしまった。運命がいくつもあるなら、もっとトワにとっていい運命もあったはずじゃない？　きっとトワは傷付く……」

　永ト遠ワの名を授けられた少女は、〝外〟に出たと同時に、その名を失った。

「だけどさ……」

　ダニエルが、呟つぶやくように言った。

「あのままだったら、ずっとあの子の未来はあの四角い部屋の中だけだったけど……けどさ、傷付いたとしても、これからの未来が生まれたんじゃないのかな」

「…………そう…………だよね……。うん……」

　ダニエルの言葉に頷うなずくモモ。だけれど、うっすらとその瞳ひとみには涙が溢あふれて、今にもこぼれ落ちそうだった。

「……結局、あたしは何にもしてあげられなかったし……できなかった……。真実を知らせるのがトワにとって絶対だと思ってた…………思ってたのに……。これが本当に世界なのかな？　結局、あのコはあのままがよかったのかな？　本当に正しいのって、なに？」

　そんな風に弱々しいモモに、ダニエルはしっかりと、そして、力強く。

「それが判ったら苦労しないよ。判らないから苦労するんだし。それに、相手は人間だもん！　だから、モモはがんばってるんだろう？　だから、ここでこうしてるんじゃないか。泣き虫のクセにねっ」

　言って、ダニエルは微ほほ笑えんだ。

　モモも少しだけ笑った。





ballad for innocence ／ momo ‐ fin.










Finale ‐ Open your eyes






　そこに少女がひとり居ました。

　少女は赫あかい靴を履はいていました。

　けれど、少女は何な故ぜ自分が赫い靴を履いているのかを知りません。

　少女には記き憶おくがなかったのです。




　それでも、少女はひとつの使命を背負っていました。

　誰だれかの命を運ぶこと。

　──奪うこと。

　それは、涙から生まれた少女の使命。

　死を司つかさどる者。

　黒き使者。




　何故、自分は生まれたのか。

　何故、此こ処こに居るのか。




　そして、少女は行くことにしました。

　自分を見付けるために。

　黒の中の、孤独な白。

　涙から生まれた真っ白い自分。

　そのワケを見付けるために。

　たったひとつ、瞳ひとみに黒をたずさえて、真まっ直すぐにセカイを見つめます。

　きっと、判わかる日がくるのでしょう。




　きっと──





momo the girl god of death " ballad " ‐ all over.
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「らくがき」Afterword of Graffiti









　あとがきというものは、どうも苦手で、というより、もちろん書いたことなどあるはずもなく、しかも僕は「あとがきを読まない畑ばたけ」の人間だったりするので、よけいになんだかなぁな状態です。

　で、「あとがき」ではなく「らくがき」です。

　つまりは僕のぼやきのようなもので。

　気楽に読んだり、眺めたり、すかしたりしてみてください。

　ちなみに、この文章は、最初ボツをくらい、そして次は自らボツにした結果、編集部のすみっこの机の上で「誰だれだコイツは？」的なイタイ視線を浴びつつ書いています。

　しかし、この文章を書くことができるに至るまでには、たくさんの、本当にたくさんの人たちの支えやはげましがあればこそでした。

　何とかかんとか、僕はここまでやってくることができました。

　きっと一生、感かん謝しやし続けても、足りないでしょう。

　そして、この本を手にしていただいたみなさま。

　読んでくださった方。どうでしょう？

　まだの方、少しは興きよう味みを持っていただけましたか？

　まだまだ力不足で、足りないモノがたくさんです。

　それでも、この物語たちが、みんなの〝何か〟になれば、うれしいです。

　どうか、おもしろかったら笑ってください。

　どうか、つまらなかったら笑ってやってください。





二〇〇三年　春陽の中にて




ハセガワケイスケ






　　　　♪（Special Thanks）




　ねこさま　石いし河かわさま　Ｋさま　七なな草くささま　ミキさま　たくさんの先生方

　マイファミリー　ラヴリー・ボーイフレンズ＆ガールフレンズ

　そして、

　この本に関する、触れる、

　すべてのみなさまにこころから感謝いたします。

　ありがとう。





for "your lovely world!!"









ハセガワケイスケ

12月26日生まれ。Ｏ型。

出土地・福井県。

好きなモノ・音楽、サッカー、ポテチ。

苦手なモノ・すっぱいモノ、からいモノ。

得意技・物忘レポリューション。

[image: ]




イラスト／七なな草くさ

１９７９年生まれ。ゲームとロボットとアニメで幸せを得る京都在住の関西人。日の当たらない生活が得意。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「ハセガワケイスケ先生」係

「七草先生」係










しにがみのバラッド。
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